
(1) EEt+s.4a+2E.t oE

1973年 2月 10日 発 行

共 産 主 義 者 同 盟 (RGl

第 8号 100円  発行人 野村 忠

スター リン主義打倒、反スタマル

クス主義止揚、革命的マルクス 0

レーニン主義復権の旗を更に高 く

揚げ、国際非合法党を建設せよ./

第  8 号

革
命
戦
争
派
が
緊
急
に
解
決
し
な
け

一
く
総
括
す
る
こ
と
が
ま
ず
要
求
さ
れ
て

り
に
専
念
し
更
に
軍
事
組
織
を

「
基
本

組
織
」
の
補
完
物
に
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
「
正
規
の
攻
囲
箪
建
設
」
を
と
な
え
、

よ

っ
て
も

っ
て
彼
等
は
よ
う
や
く
安
住

の
地
を
見
つ
け
、
８

●
”

グ
ル
ー
プ
の

蜂

火

一
派

の
組

織

に
　

　

　

　

　

一炒
証

靱
魂

関
す
る
根
本
思
想
の
批
判
―
＝
　

一と裳
置
にが
「最大堰
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醜
織
お
筆
跡
岬
枷
〔
一
『
中
け
職
鰤
一ぃ』
詢
蹟
』
“
ピ
一

顧
闘
争
に
対
す
一　

第

二

早
　

共

産

主

義

と

民

主

主

義

け一̈『一一『一一一̈）一̈一一一一̈一一一｛̈「『一一『一一一　　（ａ）　　中』一一一章幸一̈］̈嘲一̈．」　　　　　一動中一一一い「一』一̈』〔一一

階
級
支
配
の
廃
上
の
物
質
的
諸
条
件
が

一
‐
リ
ン
主
義
の
組
織
観
を
見
服
し
、
プ

一
　

蜂
火

一
派
の
理
論
家
で
あ
る

八
木
沢

一
る
の
で
あ
る
」

（
「
鉄
鎖
を
一
け
」

（
一
的
隷
従
が
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
階

準
備
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
は
資
本
主
義

一
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
を
射
程
し
た

一
君
が
ヽ
彼
の
論
文

「
党
建
設
の
新
し
い

一
帰
火
派
首
都
圏
委
員
会
機
関
紙
）
、
Ｐ

一
級
支
配
の
根
底
に
あ
る
こ
と
を
見
抜
け

社
会
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
経
済
的

一
国
際
非
合
法
党
の
建
設
が
要
求
さ
れ
て

一
段
階
を
大
胆
に
着
手
し
よ
う
′
」
の
中

一
卯
）
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ず
、
・て
の
結
果
、
国
家
権
力
に
よ
る
支

地
位
に
基
い
て
い
る
こ
と
を
見
ず
、
従

一
ぃ
る
の
で
あ
る
が
、
今
日
蜂
火

一
派
、　
一
で
ふ
れ
て
い
る
基
本
的
な
問
題
は
、
共

一　

第

一
に
、
八
木
沢
君
は

「
プ

ロ
は
直

一
配
を
そ
の
根
底
に
お
い
て
し
ま

っ
て
い

っ
て
階
級
闘
争
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
主

一
赤
軍
派
都
委
員
会
、
赤
軍
派
の
八
木
君

一
産
主
義

（社
会
主
義
）
と
民
主
主
義
に
一
接
的
な
資
本
家
と
の
関
争

（経
済
闘
争

一
る
。

鏡
の
原
則
を
彼
相
で
き
ず
、
綿
領
問
題

一
及
び
レ
‐

ニ
ン
研
の
諸
君
の
流
行
語
に

一
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
し

に
よ

っ
て
解
放
は
あ
り
え
ず
」
と
い

一
　

従

っ
て
、
彼
は
、
経
済
関
争
も
民
主

に
お
い
て
、
日
共
革
命
在
派
の
諸
君
は

一
な

っ
て
い
る

「
正
規
の
攻
囲
軍
」
は
、　
一
　

「
プ

ロ
は
、
直
接
的
な
資
本
家
と
の

一
い
、
そ
の
理
由
を

「
ブ
ル
は
、
国
家
権

一
主
義
闘
争
も
労
働
者
階
級
の
経
済
的
隷

復
古
主
義
的
に
人
民
民
主
主
義
革
命
を

一
彼
ら
が
軍
事
組
織
を
解
体
さ
せ
て
い
る

一
闘
争

（経
済
闘
争
）
に
よ
っ
て
解
放
は

一
カ
を
掌
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と

一
従
を
根
底
に
し
た

「
諸
結
果
」

（貪
困

強
調
し
、
降
火

一
派
は

「
最
大
限
網
領

一
か
ま
た
は
も
と
も
と
組
織
し
て
い
な
い

一
あ
り
え
ず
、
ブ
ル
は
、
国
家
権
力
を
掌

一
い
う
点
に
求
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
一
抑
圧
‥
‥
）
に
対
す
る
抵
抗
闘
争
と
い

―
最
小
限
締
領
」
を
綿
領
の
普
遍
的
形

一
こ
と
に
よ

っ
て
、
解
党
主
義
と
革
命
戦

一
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
プ

ロ
は
、　
一
　

だ
が
、
は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
？

一
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
み
る
こ

式
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は

一
争
反
対
派
の
合
言
葉
に
な
っ
た
観
が
あ

一
こ
の
政
治
闘
争
に
お
い
て
は
、
人
民
を

一　
労
働
者
が

「直
接
的
な
資
本
家
と
の
一
と
が
で
き
ず
、
民
主
主
義
闘
争
を

「国

純
枠
民
主
主
義
の
共
産
主
義

へ
の
転
化

一
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ひ
き
い
、
そ
の
領
導
者

（
ヘ
ゲ

モ
ー
ン

一
闘
争

（経
済
闘
争
）
に
よ

っ
て
」
解
放

一
家
権
力
」
の
支
配
を
打
破
す
る
唯

一
の

を
主
張
し
、
共
産
主
義
革
命
の
旗
を
放

一
　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は

一
応
便
宜
上
、　
一
）
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
な

一
さ
れ
な
い
の
は
、

「
経
済
闘
争
」
に
よ

一
政
治
闘
争
と
考
え
て
い
る
。

棄
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。　
　
　
一
綱
領
、
戦
術
、
組
織
に
わ
け
て
概
括
し

一
り
得
る
唯

一
の
階
級
で
あ
る
。　
　
　
　
一
っ
て
は
、
労
働
者
の
困
苦
の
真
の
原
因

一　
だ
が
、
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
、

崚
術
問
嘔
で
は
、
階
級
対
立
の
非
和

一
た
が
、
実
際
に
は
組
織
問
題
は
な
に
よ

一
　

そ
し
て
、
こ
の
閾
争
は
、
そ
れ
自
身

一
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で

一
資
本
家
階
級
の
労
働
者
階
級
に
対
す
る

囀鋼』奪］」̈
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』一

戦
争

（
当
面
は
遊
馨
戦
）
を
計
画
的

ｏ
一
に
当
然
三
つ
は
互
い
に
密
接
に
結

び
つ

一
の
関
争
は

ス
ト
レ
ー
ト
に
社
会
主
義
を

一
階
級
や
地
主
に
対
す
る
労
働
者
階
級
の

一
は

ス
タ
‐
リ
ン
の
も
の
で
あ
る
。

系
統
的
に
関
え
る
の
で
あ
る
が
、
蜂

火

一
い
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
要
求
す
る
闘
争
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と

一
経
済
的
隷
従
を
根
底
に
し
て
、
食
困
、　
一
　

ス
タ
ー
リ
ン
は
言

っ
て
い
る
。

「
こ

一
派
や
赤
軍
派
東
京
都
委
員
会
は
純
津

一　
わ
れ
わ
れ
は
、
諭
を
お
っ
て
そ
の
こ

一
は
自
明
で
あ
る
）
民
主
主
義
闘
争
以
外

一
抑
Ｌ
、
経
従
、
堕
落
、
搾
取
と
い
っ
た

一
の
様
に
恐
院
、
失
業
、
生
産
停
上
、
生

し
ま

っ
た
。
日
共
革
命
左
派
や
赤
軍
派

一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
組
織
問
題
に
つ
い

一
民
主
主
義
社
会
主
義
と
呼
ふ
の
は
そ
れ

一
者
階
級
の
困
苦
の
実
体
な
の
で
あ

っ
て

一
直
接
的
結
果
で
あ
る
。

の

一
部
の
諸
君
は
、
昨
年
１２

・
‐８
集
会

一
て
明
ら
か
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。　
　
一
自
体
あ
や
ま

，
で
は
な
い
が
、
社
会
主

一
「
経
済
闘
争
」
は
こ
う
し
た
災
禍
に
対

一　
ま
た
ヽ
こ
の
非
組
織
的
な
社
会
体
制

で
革
命
戦
争
再
開
を
宣
言
し
て
い
る
け

一　

主
要
オ
間
理
は

二
つ
で
あ
る
。
す
な

一
義
と
い
う
場
合
、

マ
ル
ク

ス

・
レ
ー

二

一
す
る
抵
抗
陶
争
で
は
あ

っ
て
も
、
災
禍

一
が
い
ま
だ
に
被
壊
さ
れ
ず
、
こ
れ
が
い

れ
ど
も
、
彼
ら
に
は
連
合
赤
軍
問
題
で

一
わ
ち
、
第

一
に
、
な
ぜ
わ
れ
わ
れ
は
ス

一
ン
主
義
で
は
そ
の
様
な
も
の
と
し
て
お

一
の
根
底
に
あ
る

「
労
働
者
階
級
の
経
済

一
ま
だ
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
攻
撃
に

対
し
て
頑
強

に
対
抗
し
て
い
る
と
し
て

も
こ
れ
は
何
よ
り
も
ま
す
、
資
本
主
義

国
家
、
資
本
主
義
政
府
が
そ
れ
を
擁
護

し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
よ

っ

て
説
明
さ
れ
る
」

（農
一政
府
主
義
か
社

会
主
義
か

，
Ｐ
％

）

こ
の
様
な
考
え
方
は
、
労
的
者
階
級

の
革
命
的
能
力
と
社
会
革
命

の
物
質
的

諸
条
件
の
形
成
、
す
な
わ
ち
、
資
本
主

義
的
生
産
様
式
が
そ
れ
自
体
の
基
掘
人

を
労
働
者
階
級
と
し
て
生
産
す
る
こ
と

を
見
な

い
も
の
で
あ
り
、
結
局
、
労
働

者
階
級
を
国
家
権
力
打
倒
、
政
治
的
平

等
を
実
現
す
る
民
主
主
義
の
た
め
の
先

進
闊
士

に
す
る
も
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
こ
の
様
な
躍
想
は
、
新
左

潔
に
お
い
て
も
、
依
然
ほ
ぼ
常
識
で
あ

る
。
わ
が
同
盟
の
１２

・
‐８
略
線
は
ヽ
は

じ
め
て

マ
ル
ク

ス
の
資
本
主
義
批
判
を

復
権
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
の
思
想
を

根
本
か
ら
批
判
す
る
理
論
的
基
礎
を
築

い
た
。
爆
火

一
派
は
、

マ
ル
ク

ス
の
資

本
主
義
批
判
を
反
古
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

ス
タ
ー
リ

ン
の
資
本
主
義
批
判
に

屈
服
し
て
い
る

（彼
等
自
身
当
然
無
自

覚
な
の
だ
が
）
わ
け
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
資
本
家
階
級
に
対
す
る

労
働
者
階
級
の
経
済
的
隷
従
が
資
本
主

機
社
会
に
お
け
る
資
本
家
階
級
の
支
配

を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ

つ
て
、
資

本
家
階
級
は
国
家
権
力
を

「
彼
ら
の
経

済
的
独
占
を
擁
護
し
、
永
続
さ
せ
、
労

働
を
隷
属
さ
せ
る
た
め
に
利
用
し
て
い

る
」
の
で
あ
る
。

第

二
に
、
八
木
沢
君
は

「
（
一
般
に

資
本
主
義
社
会
の
間
争
は

ス
ト
レ
ー
ト

に
社
会
主
義
を
要
求
す
る
闘
争
な
ど
あ

り
え
な

い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
）
」
と

言

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
く
の
理
論

的
潟
乱
で
あ
り
、

マ
ル
ク

ス
主
義
の
完

全
な
放
棄
で
あ
る
。

資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
、
労
働
者

階
級
が
、

「
社
会
主
義
を
要
求
す
る
闘

争
」
と
は
労
働
者
階
級
の
経
済
的
解
放

を
要
求
す
る
閲
争
で
あ
る
。

こ
の
社
会

菫
命
を
要
求
す
る
闘
争
と
は
、
他
で
も

な

く
、
私
有
財
産
制
度
、
賃
労
働
制
度

の
廃
止
、
生
産
手
段
を
社
会
の
共
有
財

産
に
転
化
し
よ
う
と
す
る
闘
争
な
の
で

あ
る
。

労
働
者
階
級
は
、
た
し
か
に
自
然
発

生
的
に
共
産
主
義
的
意
識
に
到
達
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は

「
ブ
ル

シ

ョ
ア

・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
、
社
会
主

義
的
イ
デ
オ

，
ギ
ー
よ
り
そ
の
起
源
に

お
い
て
ず

っ
と
古
く
、　
一
月
全
面
的
に

仕
上
け
ら
れ
て
い
て
、
は
か
り
し
れ
な

い
ほ
ど
多
く
の
普
及
手
段
を
も

っ
て
」

（
「
な

に
を
な
す
べ
き
か
」
Ｐ
２‐，

）
ぉ

り
、
労
働
者
を

「
み
た
し
て
い
る
」
か

ら
で
あ
る
。

一
岬

』
中

の 一 主
崚
一
一
一
『
時
中
¨
¨
い
¨

一
中
で

つ
い
に
作
り
出
さ
れ
た
か
」

（
マ

ル
ク

ス

「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
）
を
明

ら
か
に
す
る
な
ら
、
労
働
者
階
級
は
共

産
主
義
運
動
と
結
合
す
る
の
で
あ
り
、

経
済
的
解
放
の
た
め

に
革
命
党

へ
自
ら

を
組
織
し
、
共
産
主
』
的
要
求
を
か
か

け
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
、
革

命
戦
争
を
闘
う
こ
と
を
学
ぶ
の
で
あ
り

現
に
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
労
働
者
階
級
の
革
命
的
能

力
を
全
く
否
定
し
て
し
ま

っ
た

八
木
沢

る

。こ
の
闘
争
は
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は

社
会
主
義
を
実
現
す
る
０
の
で
は
な
く

（
・
‥
）
民
主
主
義
闘
争
以
外
の
も
の

で
は
な

い
」

労
働
者
階
級
は
い
ま
や

「
民
主
主
義

の
た
め
の
先
進
闘
士
」
と
い
う
わ
け
な

の
だ
。

民
主
主
餞
聞
争
は
、
労
働
者
階
級
に

お
そ

っ
て
く
る
災
禍
に
対
す
る
抵
抗
関

争
で
あ

っ
て
そ
れ
以
上
で
は
な
い
。
わ

れ
わ
れ
は
、
民
主
主
義
閲
争
を
共
産
主

義
革
命
、
権
力
獲
得
の
た
め
の
闘
争
に

従
属
し
た
も
の
と
し
て
闘
う
。
労
働
者

階
級
は
革
命
戦
争
の
た
め
に
、
民
主
主

義
闘
争
で
獲
得
し
た
労
働
者
階
級
の
団

結
を
役
立
て
る
の
で
あ
る
。

八
木
沢
君
の
言
う
政
治
間
争

（
民
主

主
義
闘
争
）
は
、
労
働
者
階
級
に
対
す

る
貧
困
、
抑
圧
、
隷
属
、
堕
落
、
押
取

と
い
っ
た
資
本
制
生
産
様
式
の
結
果
の

克
服
を

一
応
目
的
と
す
る
が
、
ま
だ
そ

れ
ら
の
結

果
の
根
蔵
に
あ
る
も
の
、
す

な
わ
ち
、
労
働
者
階
級
の
経

，■
的
檬
属

・

を
廃
止
し
な

い
あ
れ
こ
れ
の
方
策
を

「

国
家

に
実
施
さ
せ
よ
う
と
す
る
す
べ
て

の
労
働
者
の
共
通
の
志
向
」

（
な
に
を

な
す

べ
き
か
）
―
す
な
わ
ち
組
合
主
義

的
政
治
な
の
だ
が
―
を
代
表

し
て
い
る

に
す
き
な

い
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
八
木
沢
君
は
民
主
主
義
間

争
を
は

一
の
政
治
聞
争

に
し
た
上
で
、

「
こ
の
様
な
意
味
に
お

い
て
革
命
を
民

主
主
義

ｏ
社
会
主
義
と
呼
ぶ
の
は
そ
れ

自
体
あ
や
ま
り
で
は
な

い
が
、
社
会
主

義
と
い
う
場
合
、

マ
ル
ク

ス

・
レ
ー

ニ

ン
主
義
で
は
そ
の
様
な
も
の
Ｌ
し
て
あ

る
の
で
あ
る
」
と
言
う
。

こ
こ
ま
で
き
て
彼
の
思
想
は
完
結
す

る
。す

な
わ
ち
、
今
日
の
ブ
ル
シ

ョ
ア
国

家

に
対
し
て
、
彼
ら
の
民
主
主
義
要
求

（
後
に
述

べ
る
最
小
限
網
領
）
を
実
力

で
お
し

つ
け
る
こ
と
が
社
会
主
義
な
の

だ
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

労
働
者
階
級
は
、

「
民
主
主
義
的
要

（ｂ
）

プ

ロ
レ

求

一
の
お
粥
だ
け
で
腹
が

一
杯
に
な
る

よ
う
な
子
供

で
は
な
い
。
彼
は
、
自
己

の
栞
の
解
放
を
渇
望
し
て
お
り
、
そ
の

た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
お
そ
れ
ず

困
難
を
打
破
す
る
能
力
を
持

つ
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

八
木
沢
君
の
言
う
政
治
開
争

（
民
主

主
義
闘
争
）
と
は
以
上
述

べ
た
様

に
組

合
〓
餞
的
政
治
闘
争
に
す
ぎ
ず
、
従

っ

て
そ
れ
は
、
プ
ル
ジ

ョ
ア
国
家
権
力
の

打
倒
に

つ
な
が
る
は
ず
も
な
い
の
で
あ

彼
は
、
社
会
主
義

（
共
産
主
義

）
と

民
主
主
義
を
折
表
し
た
。
彼
は

「
社
会

主
義
」
と

い
う
名
の

「
民
主
主
義
の
お

一粥
」
を
労
働
者
に
飲
ま
せ
、
労
働
者
を

満
腹
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

８

０
あ

グ
ル
ー
プ

に
対
し
て
爆
火

一
派

が
理
論
指
導
者

に
な
る
事
が
出
来
た
、

最
大
の
理
論
的
命
題
は
、
こ
の

「
民
主

主

義
と
社
会
主
義
の
結
合
」
で
あ
る
。

タ

リ

ア

ー
ト

の
独
裁
、
革
命
戦
争

次
に
、
共
産
主
義
を
民
主
主
義

に
低

め
た
蜂
火

一
派
が
、
共
産
主
義
的
政
治

の
重
要
な
内
容
で
あ
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
独
裁
、
革
命
戦
争
に
関
し
て
、

ど
の
様

に
マ
ル
ス
ク
主
義
か
ら
革
命
的

な
生
き
た
魂
を
去
勢
し
た
か
を
若
千
検

討
し
て
お
こ
う
。

そ
れ
は
、
蜂
火

一
派
が

マ
ル
ク

ス
主

義
の
組
織

に
関
す
る
根
本
思
想
を
ど
の

様
に
査
曲
し
て

い
る
か
を
立
証
す
る
場

合
の
前
提
条
件
の

一
つ
を
提
供
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
組
織
間
瞳
は
、
そ
の
組

織
形
態
、
運
営
と
し
て
論
じ
る
の
み
で

な
く
、
な
に
よ
り
も
綱
領
と
戦
術
と
の

中
黎
“
翻
れ
つ

に
さ
れ
ね
は
な
ら
な
い

一

一
神

一
¨
い
一
一
〔
一
一
一
¨
一
一
』
一

第

一
点
。

「
蜂
火

一
派
は

一
方

で
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁
を
主
張
し

つ
つ
、
彼

等
の
最
小
限
綱
領
が
統

一
戦
線
の
網
領

で
あ
り
臨
峙
革
命
政
府
の
政
細
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
最
小
限

綱
領
は

「
論
理
的

に
は
、
資
本
主
義
社

会
で
実
現
可
能
な
要
求
」
―
す
な
わ
ら

社
会
改
長
の
要
求
、
民
主
主
義
的
要
求

な
の
だ
。

一
体
、

こ
の
様
な
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独

裁
欄
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

峰
火

一
派
が
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

を
主
張
す
る
限
り
、
彼
等
は
、
生
産
手

段

・
金
融
機
関
の
資
本
家
か
ら
の
収
琴

を
か
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
賃

労
働
制
度
の
廃
上
に
向
け
た
社
会
革
命

の
綱
領
を
掲
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

彼
等
の
最
小
限
綱
領
が
臨
時
革
命
政

府
の
政
綱
な
ら
、
こ
の
臨
時
革
命
政
府

は
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁
で
は
あ
り
え
な

い
」

「
蜂
火

一
派
の
樹
立
す
る
と

い
う

臨
時
革
命
政
府
は
権
力
と
し
て
は
樹
立

さ
れ
る
事
は
な
い
け
れ

と
も
運
動
体
と

し
て
な
ら
、
一ｇ
つ
し
て
人
民
戦
線
政
府

と
の

二
重
権
力
状
態
の
自
己
目
的
化
と

・

し
て
良
く
理
解
出
来
る
」
、

（
赤
報

六

一

一
一
¨

』
一
一
一
一
一
申
一
一
一
一
一
¨

一
に
と

っ
て
、
遊
撃
戦
と
し
て
の
革
命
戦

争
を
放
集
す
る
事
は
た
や
す

い
事
に
な

っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
、
今
日
革

命
戦
争
を
鯛

っ
て
い
る
の
は
、
民
主
主

義
的
要
求
を
実
現
す
る
事
を
目
的

に
す

る
の
で
は
な
く
労
働
者
階
級
の
経
済
的

解
放

の
要
求

（共
産
主
義
的
要
求
）
を

大

目
的

に
お
い
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
う
で
、
こ
の
大
目
的
を
実
現
す

る
為
に
は
、
今
日
で
は
帝
国
主
義
の
国

務

は
』
輸
申
『
［
疇
摯
一
曝
桧
喘
「

」

一
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争
＝
革
命
戦
争
の
勝
利
に
よ
る
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
ー
ト
独
裁
の
実
現
が
不
可
欠
の

条
件
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今

日
の
階
級
闘
争
の
条
件
の
下
で
は

蟻
起
は
、
た
だ
党

と
労
働
者
階
級
、
人

民
に
よ
る
革
命
戦
争
の
結

果
と
し
て
の

み
勝
利
し
う
る
の
で
あ
る
。
革
命
戦
争

を
放
案
し
、
Ｒ
Ｃ
を

「
補
完
物
」
に
し

た
上
で
、
民
主
主
義
闘
争
を
徹
底
的

に

７‐
年
秋
、
共
産
主
義
者
同
盟
分
派
関

争
に
お
い
て
蜂
火

一
派
が
、
党
と
軍
事

組
織
か
ら
誦
走
し
た
事
実
の
中
に
そ
の

一饉

鯖

鰤

．会
、
■
Ｃ
Ｉ
政
治‐
軍
隊
を
改
組
し
て
地

下
へ
移
動
し
、
こ
の
点‐
力、
ら
、
全
党
の

改
組
を
実
施
す
る
事
を
み
く
る
対
立
で

あ
っ
た
。

７‐
年
９
丹
ｘ
ｘ
■
の
中
央
委
員
会
に

お
け
る
戦
術
を
め
く
る
党
内
趾
争
は
、

当
然
、
戦
征
置
聰
に
と
と
ま
ら
す
、
そ

の
戦
術
を
き
行
す
る
党
組
織
の
改
組
に

煮
つ
ま

，
た
。
腱
浩
局
＝
軍
事
委
員
会

の
武
装
闘
争
ｌｌ
革
命
戦
争
再
開
発
案
に

対
す
る
態
度
は

，
そ
の
戦
術
を
き
行
す

る
党
組
織
０
改
紅
を
、
各
分
派
０
指
導

者
が

．
と
の
よ‥

，
に
構
想
Ч

針
蔵
し

て
い
る
か
を
事
実
上
暴
露
す
る
も‐
の
で

あ
っ
た
。

後
に
爆
火

一
派

に

「
結
集
」
し
た
中

央
委
員
は
動
鋼
し
沈
黙
し
た
。

後
に
共
産
主
義
者
同
盟

（
Ｒ
Ｃ
）
を

結
成
し
た
中
央
委
員
は
、
旧
神
奈
川
左

派
と
共
に
、
政
治
局
＝
軍
事
委
員
会
、

Ｒ
Ｃ
＝
政
治
軍
藤
を
完
全
に
地
下
に
移

動
す
る

こ
と
を
中
心
と
し
て
、
中
央
委

員
会

（
財
政
、
国
際
、
技
術
）
の
改
組

地
方
委
員
会
の
非
合
法
体
制

へ
の
移
行

更

に
、
Ｕ
Ｃ
、
Ａ
Ｉ
Ｆ
の
合
法
主
義
の

残
滓
と
の
関
争
を
決
断
す
る
事
に
よ

っ

て
、
武
装
関
争
Ｉ
革
命
戦
争
の
再
開
を

主
張
し
た
。

爆
火

一
派
は
混
乱

に
陥
り
、
４
年
１０

月
３
日
中
基
委
員
会
で
、
革
命
戦
争
＝

武
装
闘
争
の
再
開
と
党
の
改
組
が
中
央

委
員
会
多
数
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
と

見
る
や
彼
ら
は
、
中
央
委

員
会
を
ポ
イ

聞

い

「
蜂
起
の
陣
型
」
を
作

っ
て
い
く

と
、
爆
火

一
派
は
言

っ
て

い
る
わ
け
だ

が
、
し
か
し
、
民
主
主
義
関
争
が
共
産

主
義
運
動
に
従
属
し
て
闘
わ
れ
な

い
場

合
に
は
、
権
力
獲
得
の
為
の
間

い
に
決

し
て
結
び

つ
か
ず
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
独
裁
の
為
の
闘

い
で
は
な

い
。

従

っ
て
、
峰
火

一
派
の

「
蜂
起
の
陣

型
」
作
り
の
内
容
は
決
し
て
、
プ
ル
ジ

コ
ッ
ト
し
、
党
と
軍
事
組
織

（
Ｒ
Ｃ
）

か
ら
関
西
の
地

へ
鵬
走
を
は
か

っ
た
の

で
あ
る
。

一
得

“
嗅
一
酵

直． 火
針
は
申
邸
雌

何
．

せ
輝
％

を

一　

そ
れ
は
、
彼
ら
が
構
想
し
、
計
画
し

て
い
た
党
の
改
組

に
よ

っ
て
は
、
武
装

闘
争
＝
革
命
戦
争
を
実
行
出
来
な
か

っ

た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
爆
火

一

派
の
党
の
改
組
と
は

「
全
国
的
半
合
法

指
導
部
の
形
成
」
を
中
心
に
す
え
た
も

の
で
あ
り
、
事
業
上
そ
れ
は
、
①
政
治

局
と
軍
事
委
員
会
を
分
離
し
、
②
Ｒ
Ｃ

を
Ｕ
Ｇ
の
位
置
に
低
め
③
Ｕ
Ｇ
、
地
方

委
員
会
、
経
営
細
胞
に
党
の
実
際
上
の

権
限
を
移
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
０
の
で

あ
り
、
こ
れ
で
は
、
戦
術
と
し
て
は
せ

い
ぜ
い
ビ
ン
グ
パ
大
衆
武
装
闘
争
を
聞

え
る
に
す
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一一け｝一̈財一勒一

央
委
員
」

「
Ｒ
Ｏ
」
が
旗
ざ
お
行
進
の

先
頭
に
立

っ
て
、
非
合
法
党
と
軍
事
組

織
か
ら
脱
走
し
た
み
に
く
い
姿
を
労
働

者
階
級
人
民
の
前

に
さ
ら
し
た
こ
と
で

あ
る
。

そ
の
第

二
歩
は
、

「
Ｈ

・
１９
北
大
阪

機
口
に
お
け
る
す
さ
ま
し
い
武
装
進
撃

を
も

っ
て
、
再
ひ
新
た
な
地
平

へ
の
乗

り
出
し
を
開
始
」

（
爆
火

〓
八
〇
号
）

し
た
わ
け
だ
が
、
こ
の

「
す
さ
ま
し
い

武
装
進
撃
」
と
は
実
は
、
ビ
ン
ゲ

バ
闘

争
で
あ
り
、

６９

年
１０

・
２‐
北
大
阪
制
Ｌ

闘
争
の

「
再
現
」
に
す
き
ず
、
自
か
ら

脱
走
兵
に
ふ
さ
わ
し

い

「
新
た
な
」
革

命
戦
戦
争
反
対
の

「
地
平
」
を
宣
言
し

た
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
章

蜂
火

一
派

の
組

織

に

関

す

る
根

本

思
想

（Ｉ
）

Ｔ

）

解サ

l党
ク 主

ル 義

根 と

性

ョ
ア
国
家
権
力
の
粉
砕
と
権
力
の
獲
得

に
結

い

つ
か
な

い
自
然
発
生
的
蜂
起
以

外
で
は
な
く
、
せ

い
ぜ
い
う
ま
く
い
っ

て
も
、
労
働
者
人
民
を
敗
北
に
追

い
や

る
事
の
み
を
結
果
す
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
烙
火

一
派
は
、
な
せ
、
こ
う

も
大

組
に
共
産
主
義
者
同
盟

（
１２

・
Ｂ

路
線
）
の
原
則
的
立
場
を
清
算
で
き
た

の
か
？

爆
火

一
派
の
脱
走
行
為
は
、
思
想
的

に
は
、

１２

・
‐８

路
線
の
根
本
思
想
の
清

算
と
し
て
、
政
治
的

に
は
革
命
戦
争
＝

武
裁
閣
争
に
対
す
る
散
対
と
し
て
、
組

熾
的
に
は
、
非
合
法
党
建
設
に
対
す
る

解
党
主
義
と
し
て
断
罪
さ
れ
ね
は
な
ら

な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
々
の
、

「爆
火
」
紙
上
で
見
る
な
ら
は
、
爆
火

一
派
に
と

っ
て
我
々

（
Ｒ
Ｃ
）
は

「
解
党
主
義
者
」
な
の
だ

そ
う
だ
。
盗
人
た
け
だ
け
し
い
と
い
う

の
は
蜂
火

一
派
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ

る
。
武
装
閣
争
の
再
開
と
非
合
法
党

ヘ

の
改
組

に
反
対
し
て
脱
走
す
る
こ
と
ほ

ど
、
党
を
解
体
す
る
行
為
は
他

に
あ
る

と
で
も
言
う
の
だ
ろ
う
か
′

彼
等

は
中
央
委
員
会
に
お
い
て
革
命

戦
争
再
開
と
党
の
改
組
に

つ
い
て
、
た

だ

一
枚
の
意
見
書
を
出
す
事
も
、
た
だ

一
一
¨
一
一
¨
］
一

一
一
一
一
一
一
一

一

一
一

一
¨
轟

一
れ 改 ‐こ 会

一
『
紳

一
牌

一

一
導
者
と
し
て
も
、
自
分
達
の
フ
ラ
ク

シ

ョ
ン
に
対
し
て
も
中
央
委
員
会
の
決
定

の
実
行
を
要
求
す
る
事
が
迫
ら
れ
る
。

し
か
し
、

フ
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
政
治
的
質

は
、
そ
ん
な
き
び
し
い
決
定
に
耐
え
ら

れ
な
い
。

フ
ラ
ク
シ
ヨ
ン
は
解
体
し
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
自
分
に
は
そ
ん
な
責

任
は
も
て
な

い
。
ポ
イ
コ
ッ
ト
あ
る
の

み
だ
」
と
。

こ
れ
が
、
蜂
火

一
派
の
指
導
者
達
の

本
音
で
あ

っ
た
。
Ю

月
Ｘ
Ｘ
曰
関
西
地

轟

牌

一
根 ヵ、 の の

一
一
¨
一
枠

一
一
一

・ 一

一̈一一一一一一一一̈一一一一「一一

ま
り
の
公
然
た
る
場
走
で
あ

っ
た
為
彼

ら
の
フ
ラ
ク

シ

ョ
ン
の
内
部
で
も
、
　
″

あ
か

つ
き
の
大
説
走
″
と
い
う
流
行
語

さ
え
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
が
）
党
の

構
諄

（
中
央
集
権
主
義
の
思
想
）
に
も

と
つ
い
て
行
わ
れ
る
、
政
治
局
＝
軍
事

委
員
会
、
Ｒ
Ｇ
ｌ
政
治
軍
隊
を
中
枢

と

し
た
党

の
改
組
に

「
吸
収
」
さ
れ
な
い

様
に
、
彼
ら
の
フ
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
独
自

性
や

「
郷
土
的
利
益
」
を
守
る
事
に
爆

火

一
派
の
指
導
者
の
任
務
は
あ

っ
た
。

「
自
分
のｉ
所
属
し
て
い
る
下
級
グ
ル

ー
プ

に
対
す
る
革
命
家
の
義
務
を
こ
た

な
い
よ
う
な
党
規
律
観
を
も

っ
て
い
る

人
達
」

（
一
歩
前
遣

二
歩
後
退
）
と
は

蜂
火

一
派
の
諸
君
、

レ
ー

ニ
ン
は
君
達

の
事
を
言

っ
て
い
る
の

だ
。

実
際
こ
の
様
に
批
判
さ
れ
て
も
、
批

判
さ
れ
て

い
る
当
の
本
人
に
は
何
の
事

か
わ
か
り
は
し
ま
い
。

な
ぜ
な
ら
、

「自
分
の
所
属
し
て

い

る
下
級
グ

ル
ー
プ
に
対
す
る
革
命
家
の

議
務
を
こ
え
」
る
よ
う
な
党
規
律
鶴
を

持

っ
て
い
た
な
ら
は
、
経
火

一
派
の
中

央
萎

員
は
決
し
て

一
枚
の
意
見
書
も
出

さ
ず

一
〓

の
公
式
の
提
案
を
す
る
事
も

な
く
中
央
委
員
会
を
ポ
イ
コ
ッ
ト
す
る

こ
と
は
な
か

つ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
。

（
「
烙
火
」

一
派
に
よ
れ
は
、
４
年
３

月
か
ら
彼
等
は
党
内
阻
争
を
開
始
し
て

い
た
そ
う
だ
が
、
■
年

，
月

「
火
花
」

（
八
木
沢
執
筆
）
は
全
党
の
集
中
的
な

批
判
を
あ
ひ
て
、
八
木
沢
自
身
中
央
委

員
会
の
席
上
で
数
回
し
た
代
物
で
は
な

か

っ
た
の
か
？
彼
ら
に
は
不
満
を

つ
ぶ

・

轟

一
褻

一
一
鈍

一

い
る
下
級
グ
ル
ー
プ
の
利
害
を
代
表
す

る
こ
と
で
あ
る
と
の
み
考
え
て
い
る
サ

ー
ク
ル
根
性
の
持
ち
主
に
よ

っ
て
は
Ｒ

Ｃ
Ｉ
政
治
軍
隊
の
建
設
も
、
武
装
略
争

＝
革
命
戦
争
の
指
導
も
決
し
て
成
功
し

な
い
。

な
せ
な
ら
わ
れ
わ
れ
が
武
装
闘
争
＝

革
命
戦
争
を
聞

っ
て
い
る
の
は
、
サ
ー

ク
ル
的
利
益
や
地
域
的
利
害
の
た
め
で

な
く
、
労
働
者
階
級

の
経
済
的
解
放
の

た
め
で
あ

っ
て
、
こ
の
闘
争
は
、

マ
ル

ク

ス
主
義

（労
働
者
階
級
解
放
の
た
め

の
唯

一
の
正
し
い
尋
額
）
の
資
本
主
義

批
判
を
理
論
的
奉
薩
と
し
た
共
産
主
義

的
要
求
を
党
が
か
か
け
た
時
に
の
み
、

首
尾

一
貫
し
た
指
導
が
可
能
で
あ
る
。

又
、

マ
ル
ク

ス
主
義
の
組
織
に
関
す

る
根
本
思
想
で
あ
る
中
央
集
権
主
義
の

思
想
は
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
労

働
者
階
級
の
経
済
的
地
位

に
そ
の
物
質

的
根
拠
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、

サ
ー
ク
ル
主
義
と
全
く
相
入
れ
な
い
党

精
神
を
そ
れ
は
代
表
す
る
。
党
は
、
中

央
集
権
主
義
の
思
想

に
導
か
れ
る
事
に

よ

っ
て
の
み
Ｒ
Ｃ
＝
政
治
軍
隊
を
発
展

さ
せ
る
事
が
可
能
で
あ
る
の
だ
。

従

っ
て
、
自
分
の
属
し
て
い
る
下
級

グ
ル
ー
プ

の
利
害
を
代
表
す
る
事
の
み

を
革
命
家
の

義
務
だ
と
信
し
て

い
る
人

党
精
神
の
側
と
サ
ー
ク
ル
根
性
の
側

が
、
武
装
闘
争
の
再
開
を
め
く

っ
て
各

々
と
の
様
な
党
の
改
組
の
構
想
を
も

っ

て
い
た
の
か
。
そ
の
対
立
は
ど
の
点
に

あ

っ
た
の
か
。
そ
の
基
本
的
な
政
治
的

性
格
と
そ
の
憲
義
に

つ
い
て
解
明
す
る

事
が
こ
こ
の
課
題
で
あ
る
。

「
こ
の
間
の
武
装
闘
争
の
教
訓
は
、

何
よ
り
も
党
の
武
装
の
問
題
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
党
の
式

■
の
根
本
は
、
党
の
基
本
組
織
―
細
胞

一
端

ゆ

一
一
一
鈎

一
一
一
一

一

の
公
然
た
る
戦
闘
組
織
と
し
て
の
表
現

は
、
Ａ
Ｉ
Ｆ
で
あ
る
。
」

（共
産
主
義

‐４
号
Ｐ
十
九
）

こ
れ
は
、

１２

・
‐８
路
線
の
確
立
の
時

期

（
一
九
七
〇
年
１２
月
）
の
■
治
局
の

第

二
次
Ｒ
Ｃ
建
設
と
党
に
関
す
る
思
想

の
要
点
で
あ
る
。

党
を
基
本
組
織
と
軍
事
組
織
と
い
う

二
つ
の
系
列
に
分
け
た
上
で

，
Ｒ
Ｃ
を

単
な
る
軍
隊
で
は
な
く
政
治
軍
隊
と
し

て
建
設
す
る
為

に
は
、
党
の
基
本
組
織

で
あ
る
細
胞
を
軍
事
組
織
と
し
て
建
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
基
本
命

題
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。

こ
の
基
本
命
種

に
基
づ
い
て
、
旧
関

西
派
と
神
奈
川
左
派
は
組
織
間
燿
に
於

い
て
も
合
同
し
、

１２

・
‐８
以
降
、
政
治

局
の
改
組
、
Ｒ
Ｃ
の
政
治
局

へ
の
直
轄

（
従
来
は
軍
事
委
員
会
）
軍
事
組
織
と

し
て
の
細
胞
建
設
の
着
手
、
Ａ
Ｉ
Ｆ
の

強
化
に
踏
み
切

っ
た
。

　

　

　

　

　

　

一

そ
の
後
、
２

・
１８
路
線
の
確
立
に
よ

っ
て
、
軍
事
反
対
派
日
向

一
派
に
対
し

て
思
想
的
、
政
治
的
勝
利
を
獲
得
し
た

メ
、
組
織
的
に
は
日
向
派
の
延
命
を
許

（ｂ
）

基

本

組

織

と

軍

事

組

織

違
＝
峰
火

一
派
の
指
導
部
に
は
、
政
治

局
＝
軍
事
委
員
会
、
Ｒ
Ｃ
Ｉ
政
治
軍
隊

を
中
枢
と
す
る
党
の
改
組

に
敵
意
を
も

っ
た
地
方
主
義

に
毒
さ
れ
た
地
方
委
員

や
大
衆
運
動
主
議
的
傾
向
の
Ｕ
Ｃ
、
Ａ

ｌ
Ｆ
メ
ン
パ
ー
、
そ
し
て
、
武
装
闘
争

と
規
律
の
精
神
に
恐
怖
し
た

一
部
の
政

治
的
に
十
分
酬
練
さ
れ
て
い
な
い
Ｒ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
を
結
集
す
る
道
の
み
が
あ

っ

た
。腸

走
は
、
党
精
神
、
Ｒ
Ｃ
主
義
者
、

革
命
戦
争
主
義
者
か
ら
サ
ー
ク

ル
根
性

を
救
う
為
に
行
わ
れ
た
。

し
た
わ
れ
わ
れ
は
、

７‐
年
４
月
１
９
月

に
か
け
て
彼
等
の
全
面
的
解
体
を
獲
得

す
る
為
に
党
派
闘
争

を
組
織
し
た
。

こ
の
闘
い
の
勝
利
の
中
で
、
我
々
は

組
織
的
に
は
次
の
様
な
成
果
を
勝
ち
取

っ
た
。

一　

筆

一
に
、
政
治
局
を
軍
事
委
員
会
と

し
て
建
設
し
た
事
で
あ
る
。

政
治
の
軍
事
に
対
す
る
統
卒
を
保
障

す
る
為
に
も
、
又
、
Ｒ
Ｃ
を
政
治
軍
隊

と
し
て
建
設
す
る
為

に
も
、
更
に
指
導

の
中
央
集
様
化
の
為

に
も
、
事
事
委
員

会
直
轄

で
あ

っ
た
Ｒ
Ｃ
を
政
治
局
直
轄

に
移
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
、
軍
事

専
門
部
と
し
て
位
置
つ
け
ら
れ
て

い
た

軍
事
委
員
会
を
改
組
し
、
そ
の
機
能
を

政
治
局

に
移
行
し
て
文
字
通
り
政
治
局

＝
軍
事
委
員
会
に
し
た
上
で
従
来
の
軍

事
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
、
政
治
局
＝

軍
事
委
員
会
、
Ｒ
Ｃ
に
再
編
し
た
事
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
』

特
一
」
な
一
一
一
讐
中
中
¨
一
¨
¨

一
火

一
派
に
走

っ
た
メ
ン
パ
ー
は
そ
の
傾

向
の
最
も
強
か
っ
た
人
達
で
あ

っ
た
）

と
の
闘
争
を
前
進
さ
せ
た
事
で
あ
る
。

従
来
の
共
産
主
義
者
同
盟
の
規
約
は

六
回
大
会

（
一
九
六
二
年
）
で
決
定
さ

れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
党
の
組
織
構
成

は
、
大
会
↓
中
央
委
員
会
―
政
治
局
ｔ

地
方
委
員
会
↓
地
区
委
員
会
↓
紬
胞
と

な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
基
本
的

に
は
日

本
共
産
党
の
規
約
を
受
け
継

い
た
も
の

で
あ

っ
て
、
第

一
次
共
産
主
義
者
同
盟

（
一
九
二
八
年
結
成
）
以
降
、
変
ら
ず

継

事
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
規
約
の
思
想
は
、
根

本
的
に
は
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
五
回
大
会

】
畔
裁
罐
帥
餞
申
導
報
権
【
雑
罐
嘲

４

一

の
組
織
観
で
あ
り
、

６９
年
武
装
闘
争
の

開
始
以
降
度
々
合
法
主
義
、
解
党
主
義

者

に
組
織
上
の
根
拠
を
与
え
る
と

い
う

重
要
な
実
践
上
の
意
味
を
持

っ
て
い
る

Ｒ
Ｃ
は
六
回
大
会
規
約
と
そ
の
思
想

に
よ

っ
て
と
ら
え
る
事
は
出
来
な

い
。

‐２

・
‐８
路
線
に
お

い
て
は
中
央
委
員
会

―
地
方
委
員
会
―
地
区
委
員
会
―
細
胞

の
系
列
に
も
と
づ
く
六
回
大
会
規
約
と

Ｒ
Ｃ
の

「
三

・
六
規
律
」
が
並
存
す
る

事
に
な
り
、
Ｒ
Ｃ
内
部
で
は

「
三

・
六

規
律
」
の
精
神
に
も
と
づ
く
六
回
大
会

規
約
の
精
神
に
対
す
る

「
戦
関
」
が
は

じ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
メ
回

大
会
規
約
と

「
三

・
大
規

律
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
後
に
述

べ

ら
れ
る
。
）

第
二
に
、
従
来
、
地
方
委
員
会
の
指

揮
下
に
あ

っ
た
Ｕ
Ｇ

（
遊
撃
隊
、
公
然

た
る
党
の
密
集
戦
闘
組
織
）
の
選
抜
さ

れ
た
部
隊
が
Ｒ
Ｃ
の
指
揮
下
に
入

っ
た

事
で
あ
る
。

一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
中

て
思
想
的
、
政
治
的
、
軍
事
的
、
組
織

的
指
導
を
行
う
に
当

っ
て
の
組
織
の
定

形
化
に
お
け
る
前
進
で
あ

っ
た
。

第
四
に
、
地
方
委
員
会
、
Ａ
Ｉ
Ｆ
、

細
胞
の
軍
事
組
織
化
が
こ
の
党
派
闘
争

の
中
で
進
め
ら
れ
た
事
で
あ
る
。

た
が
、
党
の
中
央
集
権
主
義
の
思
額

一
一
一
一
¨
一
一
一
一
一
』
一
一
一
一

一

的

に
激
化
さ
せ
た
。

な
せ
な
ら
、

「
経
営
細
胞
を
党
の
基

本
組
織
」
と
す
る

ス
タ
ー
リ
ン
組
織
観

を
根
本
思
想
に
し
た
六
回
大
会
規
約
は

わ
れ
わ
れ
が
、
学
生
運
動

や
、
組
合
活

動
や
民
主
主
義
関
争
に
専
念
し
て
い
た

時
代
の
産
物
で
あ
り
、
共
産
主
義
革
命

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
、
革
命
戦
争
が
実

践
的
課
題
に
な

っ
て
い
る
時
代

に
お
い

て
は
も
は
や
過
去
の
も
の
に
な

っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
反

ス

一
一
一
一
一
一
器
¨
一
一
一
一
一
一
一

一

六
規
律
」
を
制
定
す
る
と
同
時
に
、
中

央
委
員
会
―
地
方
委
員
会
↓
地
区
委
員

会
↓
細
胞
を
も
軍
事
組
織
と
し
て
建
設

す
る
事
を
自
己
の
義
務
と
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
六
回
大
会
規
約
と
の

並
存
を
前
提
に
し
て
い
る
と

い
う
意
味

で
三

・
六
規
律
の
限
界
で
も
あ

っ
た
の

だ
が
。

だ
が
、
先

に
述

べ
た
様
に
、
Ｒ
Ｃ
内

で
は
新
し
く
入
隊
し
た
隊
員
が
、
不
可

避
的

に
身
に
つ
け
て
い
る
六
回
大
会
規

約
の
精
神
と
の
闘
争
が
、
Ｒ
Ｃ
を
政
治

事
隊
と
し
て
建
設
す
る
た
め
に
は
不
可

欠
の
条
件
と
な

っ
て
い
た
し
、
ま
た
、

Ｒ
Ｃ
の
地
方
展
開

（
地
方
委
員
会

へ
の

政
治
的
、
軍
事
的
指
導
、
党
内
論
争
）

に
お
い
て
は
、
Ｒ
Ｃ
の
精
神
と
六
回
大

会
規
約
に
も
と
す
く
地
方
委
員
会
内
の

地
方
主
義
の
精
神
と
の
間
に
は
、　
一
見

戦
争
状
況
を
呈
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
は

六
回
大
回
規
約
の

精
神

に
対
す
る
根
本
的
拗
判
を
課
題
に

上
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
三

・
六

線
律
の
限
界
を
も
見
服
す
る
こ
と
を
課

題
に
上
せ
た
の
で
あ
る
。

一̈̈̈
一一警一』一い一一』一怖

７‐
年
秋
の
革
命
戦
争
＝
武
装
関
争
の

再
開
は
、
Ｒ
Ｃ
と

「
基
本
組
織
」
と
の

並
存
に
終
上
符
を
打

っ
た
。

二
つ
の
指

輝
系
統
の
並
存
は
経
格
に
転
化
し
た
。

革
命
戦
争
の
再
開
の
為
に
は
、
政
治

局
＝
軍
事
委
員
会
、
Ｒ
Ｃ
＝
政
治
軍
隊

「
三
六
規
律
」
、
Ｕ
Ｇ
の
教
育
隊
と
し

て
の
建
設
、
細
胞
の
軍
事
組
織
化
に
と

一
特
』
¨
一
『
一
』
一
一
一
〔
一

‐こ 「 ノレ
不 一 主

・

可
欠
で
あ

っ
た
。

「
一
つ
の
傾
向
」
は
、

（
基
本
組
織

の
系
列
に
最
も
頼
書
で
あ

っ
た
が
）
結

局
、
六
回
大
会
規
約
の
精
神
を
思
想
的

根
拠
に
し
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
革
命

戦
争
再
開
の
た
め
に
は
こ
の
傾
向
を
思

相
的
に
批
判
す
る
の
み
な
ら
ず
、
党
の

改
組
に
ま
で
高
め
る
事
が
必
要
で
あ

っ

た
「わ

れ
わ
れ
は
、
政
治
局
＝
軍
事
委
員

会
、
Ｒ
Ｃ
＝
政
治
軍
隊
を
地
下
に
移
動

し
、
こ
れ
ら
を
党
の
基
本
に
す
え
る
点

か
ら
、
中
央
委
員
会

（
財
政
、
国
際
、

技
術
）
の
改
組
、
地
方
委
員
会
の
非
合

法
体
制

へ
の
移
行
、
更
に
、
Ｕ
Ｃ
、
Ａ

Ｉ
Ｆ
の
合
法
主
機
の
残
澤
と
の
闘
争
を

決
断
す
る
事
に
よ

っ
て
武
装
闘
争
Ｉ
革

命
戦
争
の
再
開
を
主
張
し
た
の
で
あ
る

（
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
通
信
１０
号
）
。　
　
　
・

い
一
〔
議
が
な
っ
様
な
意
義
を
持

っ
て

一

第

一
に
、
政
治
局
＝
軍
事
委
員
会
、

Ｒ
Ｃ

，
政
治
軍
隊
を
中
心
に
す
え
る
寧

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
政
治
の
軍
事

一¨
一
一
躁

］

一
粋

一
赫

¨
¨

政
治
局
＝
軍
事
委
員
会
、
Ｒ
Ｃ
＝
政
治

寧
隊
を
中
心
と
し
て
改
組
す
る
事
に
よ

っ
て
、
分
権
主
義
の
最
も
大
き
な
組
織

上
の
根
拠
を
見
服
す
る
事
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
蜂
火

一
派
の
党
の

改
組
と
は
、
従
来
の

「
基
本
組
織
」
を

基
本
に
す
え
た
上
で
地
方
委
員
会

や
経

営
細
胞
、
Ａ
Ｉ
Ｆ
等
に
党
の
実
際
上
の

権
限
を
分
散
さ
せ
、
Ｒ
Ｃ
を

「
基
本
組

織
」
の
補
完
物
に
低
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、

こ
の
点
か
ら
、
武
装
関
争

―
革
命
戦
争
の
再
開
に
反
対
し
て
、
大

衆
的
武
装
闘
争

（
旗
筆
行
進
と
ビ
ン
グ

パ
闘
争
）
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

対
立
は
、

「
党
か
軍
か
」
と

い
う
対

立
で
は
な
く
、
政
治
局
＝
軍
事
委
員
会

・

一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一

思
想
的

に
は
、
①
中
央
集
積
主
義
を

根
本
思
想
と
す
る

マ
ル
ク

ス
レ
ー

ニ
ン

主
義
の
組
織
観
に
立
脚
す
る
の
か
、
②

「
経
営
細
胞
を
党
の
基
本
組
織
」
と
す

る

ス
タ
ー
リ

ン
主
義
の
組
織
観
に
結
局

は
立
脚
す
る
の
か
と

い
う
対
立
で
あ
り

前
者
は
党
精
神
を
後
者
は
サ
ー
ク

ル
根

性
を
代
表
し
た
。

１〇

一
３
中
央
委
員
会
の
ポ
イ
コ
ッ
ト

脱
た
は
ヽ

‐２

・
‐８
路
線
が
ヽ
革
命
戦
争

と
い
う
実
践
的
検
証
に
直
面
し
た
と
き

に
起

っ
た
解
党
行
為
で
あ
る
か
ら
、
か

く
て
浄
火

一
派
は
た
だ
１２

・
‐８
路
線
の

諸
原
則

（
共
産
主
義
革
命
、
世
界
プ

ロ

レ
タ
リ
ア
独
裁
、
革
命
戦
争
、
Ｒ
Ｃ
建

設
）
を
清
算
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
の
み

工
当
性
を
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一　

こ
の
解
党
主
義
は
、
脱
走
後

一
年
の

間
に
次
の
様

に

「
成
長
」
し
た
。

第

一
に
、
思
想
的

に
は
、
先

に
第

一

章
で
立
証
し
た
様
に
共
産
主
義
を
民
主

主
義
と
折
衷
し
、
こ
の
点
か
ら
共
産
主

義
の
理
論
的
基
礎
で
あ
る

マ
ル
ク

ス
主

義
の
資
本
主
義
競
判
を

ス
タ
ー
リ

ン
経

済
学
に
代
え
て
し
ま

っ
た
。

第

二
に
、
政
治
的
に
は
、
世
界
プ

ロ

一

一一̈一一一一一一一一̈一』一一

命
戦
争
を
放

棄
し
た
。

第
二
に
、
組
織
的

に
は
、

「
党
の
基

米
組
織
は
経
営
細
胞
で
あ
る
」
と
す
る

ス
タ
ー
リ
ン
組
織
観
に
、
結
局
は
屈
服

す
る
事

に
よ

っ
て
、
地
方
委
員
会

や
細

胞
建
設
を
強
編
し
、
そ
の
結

果
、
Ｒ
Ｃ

を
党
中
枢
の
政
治
軍
隊
の
位
置
か
ら
、

「
基
本
組
織
」
の
補
完
物
に
し
て
い
る

の
み
な
ら
ず
、
第

一
次
Ｒ
Ｃ
、
第

二
次

Ｒ
Ｃ
の
精
算
を
は
ぼ
完
了
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、

こ
う
し
た
事
態
を
、

‐２

／
Ｂ
路
線

の
清
算
と
よ
は
ず
に
何
ん

と
呼
ん
だ
ら
よ
い
の
か
。

「
改
革
」
す
る
組
織
と

い
う
ふ
う
な
態

度
を
と
り
、
そ
の
点
か
ら
政
治
局
会
議

に
解
党
的
提
案
を
し
、
わ
れ
わ
れ
が
、

鐘
蓄
す
る
や
、
連
合
赤
軍

へ
の
合
同
の

道
を
歩
ん
だ
。

（
旧
神
奈
川
左
派

に

つ

い
て
こ
こ
で
く
わ
し
く
述
べ
る
事
が
目

的
で
は
な

い
。
赤
報
Ｎ
０
２
参
照
）

彼
ら
は
、
思
想
的

に
は
、
毛
沢
東
主

義

に
解
体
さ
れ
、
資
本
主
義
批
判
を
矛

盾
論
に
、
階
級
関
争
に
対
す
る

マ
ル
ク

ス
主
義
の
原
則
を
敵

・
味
方
論
に
解
消

一
一
］
一
¨
一
「
一
「
一
一
』
『
中
一

一

を
進
ん
だ
が
、
連
合
赤
軍
の
解
体

に
よ

っ
て
当
初
の
政
治
目
的
を
達
成
出
来
ず

地
方
サ
ー
ク
ル
ヘ
と
解
体
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
爆
火

一
派
、
日
神
奈

川
左
派
の
脱
た
後
、
党
を
改
組
し
、
党

名
を
共
産
主
義
者
同
盟

（
Ｒ
Ｃ
）
と
改

称
し
て
、
武
装
闘
争
＝
革
命
戦
争
の
大

道
を
歩
ん
だ
。

我
々
は
、
政
治
局
＝
軍
事
委
員
会
、

細
【
「
い
睛
陣
舞
接
紳
恥
燒

“
』
録
時

批
判
と

マ
ル
ク

ス

・
レ
ー

ニ
ン
主
義
の

組
織
に
関
す
る
根
本
思
想
を
復
権
す
る

事

に
よ

っ
て
勝
ち
取
り
、
武
曇
闘
争
の

遂
行
と
連
合
赤
軍
と
の
党
派
闘
争
の
中

で
連
合
独
裁
、
連
合
主
義
批
判
を
進
め

中
央
集
権
主
義
の
思
相
を
よ
り
組
織
的

に
具
体
化
し
、
思
想
的

に
は
、
階
級
関

争
に
対
す
る

マ
ル
ク

ス
主
義
の
原
則
を

復
権
す
る
事
に
よ

っ
て
、
革
命
戦
争
派

が
解
決
す

べ
き
綱
領
、
戦
術
、
組
織
問

題
に
対
し
て
、
首
尾

一
貫
し
た
態
度
を

と
り
、
労
働
者
階
級
を
支
配
階
級

へ
と

組
織
す
る
事
業
を

一
歩

一
歩
着
案
に
進

・

め
て
い
る
。
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

一
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ス

タ

ー

リ

ン

の

組

織

観

批

判

膝
火

一
派
は
、
わ
れ
わ
れ

に
よ
る
解

党
主
義
、
ス
タ
ー
リ
ン
経
営
細
胞
論

ヘ

の
屈
服
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、

「
蜂

火
」

二
六
八
、
九
号
で
次
の
様
に
述

べ

て

い
る
。

「
赤
報
派
の
諸
君
が
、
わ
れ
わ
れ
を

し
て

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
党
―
党
の
基
本

組
織
を
細
胞
と
す
る
―
を
基
調
に
し
た

解
党
主
義
批
判
を
行

っ
て

い
る
の
は
論

外
で
あ
り
、
最
も
総
括
が
要
求
さ
れ
て

い
る
の
は
、

「
戦
線
の
指
導
部
と
し
て

の
党
」

「
組
合
主
義
的
政
治
と
手

工
業

的
政
治
指
導
部
と
し
て
の
党
」
の
厳
格

な
総
鑑
な
の
で
あ
る
。
」
と
。

彼

ら
は
、
現

に

「
職
線
の
指
導
部
と

し
て
の
党
」

「
組
合
主
義
的
政
治
と
手

ど
の
様
な
態
度
を
と

っ
て
来
た
の
か
を

一
る
。

ま
す
中
心
に
す
え
て
検
討
し
な
け
れ
は

な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
蜂
火

一
派
は
、
分
派
闘

争
に
際
し
て
、

「
基
本
組
織
」
に
中
心

的
に
立
脚
し
、
Ｒ
Ｃ
を
そ
の
補
完
物
に

す
る
点
か
ら
党
を
改
組
す
る
と
い
う
態

度
を
と

っ
た
の
で
あ
る
が
、

「
基
本
組 関 蜂

す 火

る 一

根 派

本 の

思 組

員
会
↓
地
方
委
員
会
↓
地
区
委
員
会
↓

細
胞
と
す
る
考
え
方
は
、
今

日
ま
で
、

日
本
共
産
党
の
み
な
ら
ず
新
左
露
の
常

識
で
あ
り
、
こ
れ
を

「
レ
ー

ニ
ン
組
織

論
」
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
べ

て
の
人
達
が
疑
う
こ
と
を
知
ら
な
か

っ

た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
第

一

次
共
産
主
義
者
同
盟
の
繰
約
し
か
り
、

第

六
回
大
会
規
約
然
り
。

わ
れ
わ
れ
が
、

マ
ル
ク

ス
・
レ
ー

ニ

ン
主
義
の
組
織
に
対
す
る
根
本
思
想
、

（
中
央
集
権
主
義
の
思
相
）
を
復
櫛
す

る
為
に
は
、
な

に
よ
り
も
ま
す
、
こ
の

常
識
で
あ
る

ス
タ
ー
リ

ン
の
思
想
と
の

聞
争
が
不
可
欠

に
な

っ
て

い
る
の
で
あ

る
。

工
業
的
政
治
指
導
部
と
し
て
の
党
」
に

一
　

そ
し
て
、
こ
の
常
識
に
立
脚
し
た

脱
走
後

「
変
貌
」
し
た
の
だ
か
ら
、
彼

一
派
が
、
合
法
主
義
、
組
合
主
義
に
お
ち

る
」

（
同
Ｐ
”
）
と
言

っ
て
い
る
。

更

に
、

「
ツ
グ

ェ
ト
権
力
は
、
国
家

組
織
の
新
し
い
形
態
で
あ

っ
て
　
　
効

労
大
衆
を
擦
取
し
圧
迫
す
る
と
い
う
任

務
で
は
な
く
、
勤
労
大
衆
を
あ
ら
ゆ
る

圧
迫
と
搾
取
か
ら
完
全

に
解
放
す
る
と

い
う
任
務
に
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の

独
裁
の
任
務
に
、
適
合
さ
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
」

（
同
Ｐ
６‐
）
と
そ
の
任
務

に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。

ス
ク
ー
リ
ン
は
、
第

一
に
、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
ー
ト
の
独
裁
が
、
資
本
主
義
社

会
の
内
部
か
ら
自
然
発
生
的

に
成
長
し

て
く
る
の
で
は
な
い
事
、
プ

ル
シ

ョ
ア

制
度
を
破
壊
す
べ
き
で
あ
る
事
を
指
摘

し
な
が
ら
も
、　
コ
ン
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
暴
力
革
命
の
過
程
で
、
生
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
風
に
言

い
、
プ

ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
は
、
関
い
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
を
強
調
せ
ず
結

局
は
、
資
本
主
義
社
会

に
お
い
て
労
働

者
階
級
の
革
命
的
能
力
が
、
ど
の
様
に

形
成
さ
れ
る
か
、
共
産
主
義
革
命
の
物

質
的
諸
条
件
が

い
か
に
準
備
さ
れ
て
い

る
か
を
明
ら
か
に
出
来
ず
、
そ
れ
を

「

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
暴
力
革
命
の
法

則
、
こ
の
革
命
の
前
提
条
件
と
し
て
の

ブ
ル
シ

ョ
ア
国
家
機
構
の
破
砕
の
法
則

」
に
す
り
か
え
て
い
る
。

一̈一一̈一一一̈一̈一一一一一

一
に
解
放
す
る
」
も
の
と
考
え
て
い
る
。

資
本
家
階
級

へ
の
労
働
者
階
級
の
経

済
的
隷
従
が
、
あ
ら
ゆ
る
隷
肩
、
す
な

わ
ち
、
社
会
的
悲
惨
、
道
徳
的
退
廃
、

政
治
的
隷
属
の
根
底
に
あ
る
事
、
そ
れ

故

に
労
働
者
階
級
の
経
済
的
解
放
が
大

目
的
で
あ
る
と
い
う

マ
ル
ク

ス
主
義
の

階
級
闘
争
に
対
す
る
原
則
を
故

案
し
た

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
資
本
家
階
級

へ
の
経

済
的
隷
従
が
、
労
働
者
階
級
に
も
た
ら

す
諸
結
果
で
あ
る
圧
迫
や
搾
取
か
ら
の

解
放
を
目
的
と
し
て
し
ま

っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

と
こ
う
で
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の

独
裁
の
不
可
避
性
を
明
ら
か
に
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
を

「
暴
力
革
命

の
法

則
」
に
変
え
、
ま
た

「
圧
迫
と
搾
取
か

ら
」
の
解
放
を

「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

独
裁
の
任
務
」
に
し
て
し
ま

っ
た
、
こ

さ
れ
て
い
る
」
こ
と
に

つ
い
て
は
、
わ

一
を
ぬ
き
に
細
胞
建
設
が
行
わ
れ
る
な
ら

等

こ
そ
そ
の
点
に

「
最
も
総
精
が
要
求

一
入

っ
て

い
る
今

日
、
こ
の
常
識
の
克
服

と
こ
ろ
で
、

「
戦
線
の
指
導
部
と
し

一
に
屈
服
す
る
。

「
戦
線
の
指
導
部
と
し

て
の
党
」

「
組
合
主
義
的
政
治
と
手

工

一
て
の
党
」

「
組
合
主
義
的
政
治
と
手

エ

業
的
政
治
指
導
部
と
し
て
の
党
」
に
つ
一
業
的
政
治
増
導
部
と
し
て
の
党
」
と
い

い
て

「
総
括
」
す
る
為

に
は
、
組
織
的

τ
つ
今
日
の
峰
火

一
派
の

「
党

」
の
姿
は

に
は

ス
タ
ー
リ

ン
の
組
織
観
に
対
し
て

一
そ
れ
を
鮮
か
に
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ

④
ス
タ
‥
リ
ン

の
資
本
主
義
批
判

ス
タ
ー
リ
ン
は
、

「
レ
ー

ニ
ン
主
義

の
基
礎
」

（
一
九

二
四
年
）
で
、
プ

ロ

レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
独
裁
に

つ
い
て
次
の

様

に
蕎

い
て
い
る
。

織
は
細
胞
」
と
す
る
思
想
は
、
同
盟
六

一
　

「
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ト
ト
の
独
裁
は
、

回
大
会
規
約
の
根
本
思
想
で
あ
り
、
そ

一
プ
ル
ジ

ョ
ア
制
度
を
基
礎
と
し
て
生
ま

れ
は
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
五
回
大
会
で
支

一
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ブ
ル
シ

ョ
ア
ジ

配
的
と
な
っ
た

ス
タ
ー
リ

ン
の
組
織
観

一
―
を
た
お
し
た
の
ち
、
ブ
ル
シ

ョ
ア
制

の
継
承
で
あ

っ
て
、
こ
の
思
想
と
の
同

一
度

を
破
棟
す
る
過
程
で
、
地
主

や
資
本

れ
わ
れ
も
全
く
同
意
見
で
あ
る
。
　
　
　
一
そ
れ
は
必
ず
、
合
法
主
議
、
組
合
主
義

争
を
回
避
す
る
事

に
よ

っ
て
、
結
局
は

一
家

の
財
産
を
収
奪
す
る
過
程
で
、
基
本

に
で
は
あ
る
が
立
脚
し
わ
れ
わ
れ
と
閲

一
す
る
過
程
で
、
プ

ロ
レ
ダ
リ

ア
ー
ト
の

六
口
大
会
規
約
の
根
本
思
想
に
無
意
識

一
的
な
生
産
用
具
と
生
産
手
段
を
社
会
化

の
指
導
部
と
し
て
の
党
」

「
組
合
主
義

一
あ
る
」

（
同
Ｐ
”

）
と
述

べ
た
後
、
暴

争
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果

「
戦
線

一
曇
力
革
命
の
過
程
で
生
ま
れ
る
も
の
で

馨
職
芍
襲
鯛
一舞
雑紫
肝
粉
夢

る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
則
、
こ
の
革
命
の
前
提
条
件
と
し
て
の

す
な
わ
ち
、

「
経
営
細
胞
を
党
の
基
本

一
は
、
世
界
の
帝
国
主
義
諸
園
の
革
命

運

組
織
」
と
し
、
党

の
構
成
を
、
中
央
委

一
動
の
鮭
け
る
事
の
出
来
な
い
法
則
で
あ

ス
タ
ー
リ
ン
の
組
織
に
関
す
る
思
想

一
プ
ル
シ
ョ
ア
国
家
機
構
の
破
枠
の
法
則

織

に

想

（Ⅱ
）

の
様
な
階
級
闘
争
に
対
す
る

マ
ル
ク

ス

主
義
の
原
則
の
歪
由
は
、
ど
の
様
な

ス

タ
ー
リ

ン
の
資
本
主
義
批
判
に
そ
の
理

論
的
基
礎
を
置
い
て
い
る
の
か
。

第

一
の
点
に
つ
い
て
は
、

ス
タ
ト
リ

一

ン
は
、

「
無
政
府
主
義
か
社
会
主
義
か

？
」
と
い
う
著
害
の
中
で
、

「
社
会
主

義
体
制
の
確
立
が
不
可
避
的
で
あ
る
と

い
う
証
明
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
」

（

同
Ｐ

鯛

）
と
自
間
し
た
上
で
次
の
様

に

解
答
し
て
い
る
。

「
い
ま
や
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
が
生
産

．

の
主
要
な
役
割
を
演
し
は
じ
め
、
生
産

一

の
あ
ら
ゆ
る
重
要
な
機
能
が
彼

ら
の
手

に
移
り
、
彼
ら
な
し
に
は

一
日
も
生
産

一

を
存
続
す
る
事
が
出
来
す

（
ゼ
ネ
ラ
ル
一

ス
ト
ラ
イ
キ
を
想
起
し
た
ま
え
）
資
本
一

家
は
生
産
に
と

っ
て
必
要
で
な

い
は
か

一

り
か
、
そ
れ
を
妨
げ
さ
え
し
て
い
る
時

代
、
資
本
主
義
的
大
Ｌ
産
の
時
代
が
や

・

っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
体
何

を
意
味
し
て
い
る
か
？
」
、

「
生
産
過

程
、
労
働
が
す
で
に
社
会
的
な
色
あ
い

を
お
び
て
来
た
」

「
と
こ
ろ
で
、
取
得

の
私
的
性
格
は
生
産
の
社
会
的
性
格
と

照
応
し
な
い
し
、
ま
た
、
現
代
の
集
団

主
義
的
労
働
は
か
な
ら
ず
集
団
的
所
有

を
も
た
ら
す
は
す
で
あ
る
。

従

っ
て
、
社
会
主
義
体
制
が
、
夜
の

一

あ
と
に
昼
が
続
く
の
と
同
じ
様

に
不
可

一

一
『
一
一
』
一
』
¨
¨
一

に
¨
】
“
凍

一

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ま
ず
、

「
プ

ロ
レ

タ
リ
ア
が
、
生
産
の
主
要
な
役
割
を
演

し
は
じ
め
、
生
産
の
あ
ら
ゆ
る
重
要
な

機
能
が
彼
ら
の
手
に
移
り
、
彼
ら
な
し

に
は

一
日
も
生
産
を
存
続
す
る

事
が
出

来
す
」
と
言

っ
て
い
る
。

一　

た
し
か
に
、
資
本
主
義
的
生
産
過
程

で
資
本
家
は
、　
一
見
全
然
現
わ
れ
て
い

な
い
か
に
見
え
る
。

「
原
材
料
、
労
働

用
具
と
し
て
労
働
に
よ

っ
て
消
費
さ
れ

る
の
は
、
資
本
家
で
は
な
い
し
、
又
、

消
費
す
る
の
も
資
本
家
で
は
な
く
て
、

労
働
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
資
本
の
生

産
過
程
は
、
資
本
の
生
産
過
程
と
し
て

現
わ
れ

，
に
、
生
産
過
程
そ
の
も
の
と

し
て
現
わ
れ
、
ま
た
、
労
働
と
区
別
さ

れ
た
形
で
は
、
資
本
は
、
た
だ
原
材
料

一
中
『

棚
串
裁
「

（
ぅ

時
動
『
］
瞳
報
機

一

だ
か
ら
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
、

「
資
本

家

は
、
生
産
に
と

っ
て
必
要
が
な
い
」

と
言

っ
て
い
る
の
も
無
理
は
な

い
。

そ
の
場
合
、
資
本
は
純

然

た

る
物

す
る
事
は
な
い
。

ス
タ
ー
リ
ン
は

「
歴
史
の
必
然
性

」

に
逃
け
込
み
、

「
暴
力
革
命
の
法
則
」

取
」
か
ら
の
解
放
に
歪
由
し
た
の
は
何

故
か
？

彼

の
ど
の
様
な
資
本
主
義
批
判
に
そ

の
理
論
的
基
礎
を
も

っ
て
い
る
の
か
？

簡
単

に
見
て
お
こ
う
。

「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
は
昼
も
夜
も
動
く

タ

リ

ア
を

搾
取
す
る
か
ら
で
あ
る
」

一
疑
う
余
地
が
な
い
。

（
Ｐ
修
、

ス
タ
ー
リ

ン
）

ス
タ
ー
リ

ン
は
こ
こ
で
資
本
主
義
批

判
の
中
心
を
資
本
家
と
労
働
者
と
の
貧

寓
の
差
に
求
め
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の

原
因
は
資
本
家
の
搾
取
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

だ
が
、
資
本
家
と
労
働
者
の
関
係
は

貧
富
の
差
や
経
済
的
不
平
等

に
と
と
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
生
産
手
段
を
所
有

し
て

い
る
資
本
家
階
級
に
対
し
て
労
働

命
の
物
質
的
諸
条
件
が
、
い
か
に
資
本

一
取

や
抑
圧
」
の

「
基
礎
」
で
あ
る
労
働

者
階
級
の
革
命
的
能
力
と
共
産
主
義
革

一
圧

一
か
ら
解
放
を
と
な
え
る
が
、

「
搾

る
事

は
出
来
ず
、
従

っ
て
、
革
命
党
が

一
廃
上
し
よ
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

命

（
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
を
関

一
を

「
暴
力
革
命
の
法
則
」
に
、
ま
た
、

せ
る
事
が
出
来
る
と

い
う
確
信
に
到
選

一
）
解
放
と

い
う
六
目
的
を
、
経
済
的
隷

（
八
面
よ
り
続
く
）

「
こ
の
革
命
の
前
提
条
件
と
し
て
の
ブ

一
る
統

一
戦
線
」
に
よ
る
革
命
が
社
会
主

ル
シ

ョ
ア
国
家
機
構
の
彼
枠
の
法
則
」

一
義
革
命
だ
と
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
社

と
い
っ
た
空
虚
な

「
法
則
」
を
生
み
出

一
会
主
義
革
命
を

「
純
粋
社
会
主
義
革
命

す
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
一
」
の
夢
物
語
と
し
て
し
ま

っ
て

い
る
こ

国
際
共
産
主
義
運
動
に
お

い
て
、

ス

一
と
で
あ
る
。

「
人
民
民
主
主
義
革
命
は

タ
ー
リ
ン
の
直
接
指
導
下
の
革
命
が
、　
一
本
質
的
に
は
プ
ロ
独
で
あ
る
」
な
ど
と

決
し
て
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
独
裁
を

一
い
う
具
合
に
、
社
会
主
義
革
命
を
、
単

主
義
社
会
で
形
成
さ
れ
て
い
る
か
を
見

一
者
階
級
の
経
済
的
な
支
配
隷
従
関
係
を

労
働
者
階
級

に
そ
の
偉
大
な
歴
史
的
使

一
　

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
思
想

い
Ｌ
る
事
）
を
は
た
す
能
力
を
獲
得
さ

一
労
働
者
階
級
の
経
済
的

（
隷
属
か
ら
の

も
た
ら
さ
な
か
っ
た
重
要
を
理
論
的
理

一
な
る
経
済
改
革
と
し
て
と
ら
え
、

「社

由
は
、
以
上
の
様
な
彼
の
誤
っ
た
資
本

一
会
主
義
的
要
素
」
の
人
民
民
主
主
義
独

主
義
批
判

に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
裁

へ
の
し
の
ひ
こ
み

「
転
化
」
と
し
て

第

二
に
、

ス
タ
ー
リ
ン
お
、

・プ
「

ル

一
社
会
主
義
革
命
を
理
解
す
る
思
想
的
渥

の．夕制″田い放．の中議̈
け一莉串叫̈
一れ一一襲一政̈
一」粗雌れ一̈
一

の
革
命
的
能
力
を
見
い
出
す
こ
と
が
出

一一一一一一一一一一一̈一一一一一一一一‐「でとの一申一一一一̈『̈一一いけ一

い
。
そ
れ
は
資
本
家
が
労
働
の
成
果
を

一
国
」
路
線
が
現
実
の
労
働
運
動
を
と
ら

奪
う
か
ら
で
あ
る
。
資
本
家
が
プ
ロ
レ
一え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
最
早

政
治
路
線
と
は
、
社
会
主
義
革
命
に

対
す
る
正
し
い
思
想
と
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
他
階
級
に
対
す
る
独
自
性
、

革
命
性
を
党
派
性

に
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
提
出

さ
れ
な
け
れ

は
な
ら
な
い
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
党
の
政
治
路
線
は

世
界
革
命
戦
争
、
世
界
単

一
プ

ロ
独
、

共
産
主
義
革
命
で
あ
り
、
そ
れ

へ
む
け

て
の
国
際
非
合
法
党
の
建
設
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

者
階
級
か
経
済
的

に
隷
従
し
て
い
る
事

一　

組
織
的
欠
陥
は
何
と

い
っ
て
も

「
人

こ
の
事
を
根
底

に
し
て
、
食
困
、
抑
圧

一
民
内
部
の
矛
盾
の
処
理

‥
‥
」
を
組
織

隷
属
、
堕
落
、
押
取
と
い

っ
た
社
会
的

一
原
則
と
し
て
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
よ

資
本
家
が
天
才
的
だ
と
い
う
為
で
は
な

一
全
く
の
反
動
で
あ
る
。
こ
の

「
反
米
愛

い
る
の
で
あ
り
「搾
取
」
は
こ
の
経
済
一組
織
原
則
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の

的
隷
属
の

一
つ
の
結
果
な
の
で
あ
る
。　
一
渡
辺
君
の
組
織
鳳
想
は
革
命
左
派
の
綱

ス
タ
ー
リ

ン
は

「
経
済
的
隷
属
」
の

一
領
的
内
実
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
の
だ

な
困
苦
が
労
働
者
階
級
に
も
た
さ
れ
て

一
う
に
、
民
主
主
義
を
非
合

法
革
命
党
の

結
果
の

一
つ
で
あ
る

「
擦
取
」
や

「抑

一
が
、
そ
れ
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階

属
の
結
果
の

一
つ
で
あ
る

「
搾
取
」
か

ら
の
解
放

に
ス
タ
ー
リ
ン
は
修
正
し
た

の
だ
が
、
と
こ
ろ
で

こ
の
様
な

マ
ル
ク

ス
主
義
の
階
級
聞
争
に
対
す
る
原
則
の

修
正
が
、
彼
の
組
織
に
関
す
る
思
想
と

と
の
様

に
結

ひ
つ
い
て
い
た
の
か
を
検

討
す
る
こ
と
が
、
次
の
課
題
で
あ
る
。

（以
下
次
号
へ
続
く
）

級
闘
争
を

「
動
労

・
被
搾
取
大
衆
の
闘

争
」
に
代
置
し
た
ブ

レ
ハ
ー

ン
フ
が
組

し
た

「
新
イ
ス
ク
ラ
派
」
の
組
織

曰
和

見
主
義
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
非
合

法
革
命
党
の
組
織
原
則
に
、

「
自
治
主

義
」

「
民
主
主
義

」
を
も
ち
こ
む
こ
と

は
、
党
を
解
体
す
る
も
の
で
あ
リ
ブ
ル

シ

ョ
ア
民
主
主
義

へ
の
屈
眼
で
あ
る
。

今
日
階
級
闘
争
に
対
す
る

マ
ル
ク

ス
主

義
の
原
則
を
復
権
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

は
じ
め
て
、
革
命
党
は
プ

ロ
レ
タ
リ

ア

ー
ト
の
革
命
的
能
力
を
革
命
戦
争

へ
組

織
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
固
有
の
階
級
閾
争
の

資
本

‐ 主
描
蛯
嘔
¨
ス
咄
悧

‐
出
採
て
な

い

一
武
器
で
あ
る
厳
格
引
中
央
妊
権
主
義
の

嘩”一一峰̈『一『̈『̈「̈一一議一〔“嗽”凌榔守．ることが可

解
を
持
て
な
い
が
た
め
、
労
働
者
階
級

一　
ま
さ
に

「綱
領
に
お
け
る
日
和
見
主

来
な
い
力、
ら
で
あ
る
。

「
反
米
愛
国
」

一
見 ‐
主
義
お
一
¨

組
紳
出
い
」

お
け
る
［

路
機
と
は
、

′
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と

「
一
柾
財
主 ‐
舞

と
結
¨
「
［
「

い
る
。
」

日
本
輝
脚
主
義
」
の
専
悧
的
支
配
に
対

一　
　
ヽ
レ
ー

ニ
´

「
一
歩
前
進

・
ニ
ダ
後

お
わ
り

義
は
、
当
然
に
、
戦
術

に
お
け
る
日
和

革命戦争派の綱領の原則問題

榎原  均
革命戦争勝利の道とは何か

(序章九号 )

矢草 三郎 (査証五号)

「革命戦争派の危機」とは何か
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∨



第  8 号 報赤 昭 和 48年 2月 lo日 (4)
一急
速

に
進
行
し
て
い
っ
た
事
で
あ
る
。

一

こ
燿

ｔ

て
ヽ
Ｒ

絆

は
、

マ

ル
ク

ス

・
レ
ー

ニ
ン
主
義
党
組
織

に
対

す
る
根
本
的
原
則
た
る
中
央
集
権
主
義

に
も
と
す
い
て

「
指
導
の
中
央
集
権
化

と
党
に
対
す
る
責
任
の
専
門
化

・
分
散

化
」
を
実
現
し
、

「
非
合
法
党
建
設
の

第

二
段
階
」
を
し

っ
か
り
と
押
し
進
め

て
き
た
。
そ
し
て
綱
領
的

に
は
、

マ
ル

ク

ス
主
麟
の
階
級
闘
争
に
対
す
る
原
則

の
復
権
、
編
領
及
び
戦
術
上
の
原
則
間

題
を
獲
ち
取

っ
て
き
た
。

赤
軍
派
は
、
急
速
に
党
酌

解
体
を
と

け
、
す
で
に
党
的
位
置
を
喪
失
し
て
し

ま

っ
た
。
連
合
赤
軍
の
銃
撃
戦
、
粛
湾

事
争

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
以
降
の
赤
軍
派

に

よ
る
無
責
任
極
ま
る

「
自
己
批
判
」
と

「
総
猪
」
の
決
水

こ
そ
、

６９
年
７

一
６

事
件
以
降
の
彼
ら
の
党
建
設
、
組
織
間

一
一
『
一
¨
囀
¨
一
中
一
一
↑
一

一 移 の
『

一

か
く
し
て
、
赤
軍
派
は
未
だ
未
分
化

い
え
、

「
日
本
労
働
党
」
の
空
中

分
解
か
ら
、
三
分
解
を
と
け
て
い
る
。

一
つ
は
、

「
民
族
解
放

・
民
主
主
義

ｏ
社
会
主
義
」
革
命
論

に
よ

っ
て
連
合

赤
軍
結
成
の
諧
導
理
論

を
提
出
し
た
急

進
民
主
主
義
者
花
薗
君
お
よ
び
、
最
近

で
は
高
原
君
に
よ
る
、
赤
軍
派
＝
帝
国

主
義
的
経
済
主
義
、
日
共
革
命
左
派
＝

毛
教
条
主
義
批
判

を
も

っ
て
の
、
共
産

主
義
者
同
盟
の
革
命
的
伝
統
の
清
算
↓

反
米
愛
国
路
線

へ
の
屈
服
で
あ
る
部
分

他
の

一
つ
は
、
萌
芽
的
て
は
あ
る
が

‖

tヽ

塩
見
君
に
見
ら
れ
る

「
第
二
次
転
換
」

の
再
検
討
、

「
反
戦

・
反
フ

ァ
シ

ョ
・

生
活
危
機
突
破
１
１
人

民
民
主
主
義
革

命
」
の
徹
回
か
ら
資
本
主
議
批
判

へ
と

歩
み
を
進
め
ん
と
す
る
部
分
。

こ
れ
ら
の
中
間
に
い
る
八
未

・
上
野

君
、
そ
し
て
赤
軍
派
都
委
員
会
等
に
よ

る
遊
撃
戦
―
革
命
戦
争
の
清
算
、

レ
ー

エ
ン
研

へ
の
拝
脆

・
屈
服
、
デ

モ
ン
ス

ト

レ
ー
シ

ョ
ン
機
関

へ
と
党
的
再
建
を

解
消
し
た
部
分
。

（
塩
見
君
は
、

「
塩
見
孝
也
論
策
」

Ｍ

２
に
お
い
て
、
赤
軍
派
の
分
派
の
間

題
を
、
教
条
派
、
清
算
派
、
中
間
派
と

し
て
分
析
し
て
お
り
、
自
か
ら
の
位
置

を
、
清
算
派
と
教
条
派
と
の
上
場
と
し

て
意
識
し
て
い
る
が
、
現
実

に
は
、

日

共
革
命
左
派

（神
奈
川
県
常
任
委
員
会

）
に
屈
服
し
た
部
分
と
、
わ
れ
わ
れ
の

略
線
を
受
け
入
れ
る
部
分
と

に
三
分
解

し
つ
つ
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
清
算
派
と
は

島
乱
そ
の
も
の
で
あ
る
の
だ
。
こ
の
清

算
派
を

「
止
場
」
し
よ
う
と
意
図
す
る

．

限
り
、
塩
見
君
の
潟
乱
も
終
止
符
を
打

つ
こ
と
が
出
来
な
い
。
）

「
赤
報
」
７
号
で
ふ
れ
た
如
く
、
日

共
革
命
左
派
は
、
七
二
年

五
月

一
日

「

解
放
の
嫁
」
２‐

号
に
正
式
の
党
的
総
括

と
再
建
路
線
を
発
表
し
、

「
反
米
愛
国

」
路
線
の
破
産
＝
党
的
破
産
を
、
七

一

年

一
二

・
一
八
以
前
の
段
階

へ
回
帰
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
隠
蔵
す
る

「
再
建
」

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一 の 反 そ
一
一
一

一

川
島
豪
）
等
と
い
っ
た
修
正
を
も
た
ら

し
、
共
産
同
＝
反

ス
タ
ー
リ

ン
主
義
批

判
等
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。

日
共
革
命
左
派
は
、
反
米
愛
国
諭
の

政
産
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
、
民

主
主
義
闘
争
の
延
長
上
に
遊
撃
嶼
を
主

張
す
る
誤
り
を
犯
し
な
が
ら
も
、
柿
領

で
は
反
米
愛
国
統

一
戦
線
の
項
目
の
独

‥
」
）
を
描
き
出
し
て
い
る
。

さ

な
ら
ぬ
地
上
に
降
臨
す
る
と
、
と
う
な

場
」

「
団
結
―
批
判
―
大
団
結
」

「内

一
レ
‐
ニ
ン
研
へ
の
）
を
行
な

，
．

」
沼
。

と
考
え
な
い
よ
う
に
、
３

●
”
共
間
の

一
な
い
′

大
衆
闘
争
の
武
装
発
展

へ
、
組
織
性
と

一
く
」
と
言
う
。　

　
　
　
　
　
一

大
量
に
日
本
の
生
活
か
ら
滴
り
落

ち
て

一
ラ
ー

メ
ン
屋
に
防
衛
し
て
も
ち

，
？

主
義
と
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
運
動
を
結
合
し

一
」

（
ラ
ー

メ
ン
を
食
い
、
排
泄
し
て
、

Ｆ
純
粋
民
主

主
義

の
お
喋
り

の

一
大
洪
水

わ

ゆ

る

八

上

一
五

共

闘

諸

派

に

つ

い

て
――

に
対
す
る
批
判
は
別
稿

に
議
り
、
い
わ

ゆ
る
８

●
”
共
闘
の
潟
乱
に
対

す
る
批

判
を
行
う
。

七

一
年

４

・
２８
清
水
谷
公
園
二
派
集

会

に
結
集
し
た
、
い
わ
ゆ
る

「
蜂

起
・

戦
争
派
」
な
る
部
分
の
う
ち
で
、

レ
ー

ニ
ン
研
は
全
国
レ
ー

ニ
ン
研
と
し
て
伸

長
し
、
旧
Ｍ
Ｌ
同
盟
の
再
生
―
解
放
委

員
会
、
赤
軍
派
都
委
員
会
、
お
よ
び
赤

色
戦
線

（
旧
共
労
党
）
と
の
四
派
共
闘

に
よ
る
８

●
”
共
闘
を
形
成
し
た
。
そ

し
て
、
わ
が
脱
走
兵
１
爆
火

一
派
と
密

通
し
、
解
党
派
の
純
粋
民
主
主
義
思
観

を
折
表
し
、

「
共
産
主
義
と
民
主
主
義

と
の
結
合
」
、

「
最
大
限
―
最
小
限
編

領
」
等
と
言
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
共
産

主
義
を
民
主
主
義
に
低
め
、
民
主
主
義

を
実
化
し
て
い
る
。

彼

ら
は
、
武
装
闘
争
と
大
衆
運
動
の

結
合
を
合
法
的

＝
八
派
的
基
盤
で
語
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
軍
事
組
織
と
し
て
の

Ｖ
連
合
赤
軍
銃
撃
戦
―
粛
清
事
件
直

後
、
両
君
は
各

々
、
う
え
の

「
革
命
の

暗
黒
を
吹
き
飛
ば
し
‥

‥
赤
い
火
を
も

や
そ
う
」

（３

●
１６
）
ヽ
八
木

「
革
命

運
動
の
大
陥
没
と
勝
利

へ
の
試
練
」

（

「
序
章
」
８
号
）
を
発
表
。

（
「
赤
報

」
、
４
１
５
号
参
照
）

ブ

ル
ー
ド
ン
主
義
者
た
る
う
え
の
君

は
、

「
こ
れ
か
ら
、
非
合
法
地
下
労
働

者
党
を
組
織
」
す
る
と
し
て
、

（
ベ
ト

ナ
ム
）

「
人
民
革
命
党
が
、
労
働
党
と

単

一
党
に
な
ら
な
い
ま
ま
で
革
命
の
指

導
に
あ
た

っ
て
い
る
よ
う
に
、
赤
軍
派

と
す
る
事
は
正
し
い
…
」
云
々
と
言

っ

て
、

「
党
派
と
し
て
の
合
流
と
い
う
方

法

一
般
は
苔
定
し
な
い
の
み
か
、
積
極

的
立
場
」
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
合
流
党

＝
連
合
分
権
党
た
る
、

「
共
産
主
義
の

大
衆
略
線
Λ
武
装
凹
争
Ｖ
の
組
織
化
の

地
下
労
働
者
党
」

（
「
革
命
の
晴
黒
‥

党
建
設
の
否
定
―
合
法
党

・
細
胞
論
を

．
証
首
を
ひ
き
あ
い
に
出
す
と
し
よ
う
。

労
働
党
建
設
に
関
し
て
引
肛
す
る
。　
　
一
直
観
と
も
い
う

べ
き
根
本
思
想
を
折
〓

一
て
い
る

④

「
日

本

労

働

党
」
の

空

中

分

解

　

　

　

　

一争

一訂

計
魏
鰤訊

「
日
本
労
働
党
」
は
ど
う
な
っ
た
の

一　
資
本
主
義
批
判
と
組
織
問
題
を
結
合

一
空
中
分
解
↓
四
派
共
闘
成
立

ヽ
の

拝

か
？
　
以
下
、

八
木

・
う
え
の
両
君
の

一
せ
ん
と
し
な
が
ら
、
赤
軍
派
の
教
条
的

一
疇
Ｔ
屈
服
を
論
理
的

（
？
）
に

，
自
し

疇練れ」”「「り韓は的っ事一』ぃ「一的っ栽か霜↓」公．の〔麻鰤申」一』摯

な
ど
と
言
っ
て
、
衡
頭
デ
モ
ン
ス
ト
レ
一
た
。
７
／
１０
、

「
日
本
労
働
党
」
は
政

―

シ

ョ
ン
を
業
化
し
て
い
る
。　
　
　
　
一
治
警
察
の
攻
撃
に
泣
き
言
を
並
べ
た
て

彼
ら
四
派
共
関
は
、
脱
走
兵
の
思
想

一
る
と
い
う
前
代
未
開
の

「
戦
側
宣
言
」

を
受
け
入
れ
、
峰
火

一
派
と
と
も
に

二

を
発
し
た
。

（
「
序
章
」
９
号
）
現
実

九
七
二
年
に
お
け
る

「
沼
地
」
を
形
つ

一
的

に
、

八
派
―
爆
火

一
派
の
基
盤
に
降

く

っ
た
。
急
進
的
衝
頭
デ
モ
ン
ス
ト
レ

一
り
た

っ
た
八
本
君
は
次
の
如
く

「
戦
関

―
シ

ョ
ン
機
関
で

「
滉
迷
と
分
散
の
上

一
再
開
宣
言
」
な
ら
ぬ

「
転
落
」
宣
言

（

ゲ
パ
上
場
」

「軍
事

一
点
ば
り
主
義
の

一
　

「
一
切
の
根
本
的
革
命
運
動
０
つ
く

克
服
」

「革
命
的
政
治
潮
流
の
形
成
」
一
り
か
え
と
、
米
帝
―
国
際
反
革
命
と
ロ

こ
の

「
沼
地
」
の
立
て
札
に
は
、
こ
う

一
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
人
民
大
衆
の
正
規
の
攻

書
い
て
あ
る
。
ｌ
ｌ
■

潟
乱
の
表
現
者

一
囲
軍
、
共
産
主
義
政
治
と
ま
た
そ
の
政

等
々
と
い
っ
た
ア
プ
ク
を
浮

べ
て

い
る

一
本
帝
国
主
義
国
家
権
力
を
打

倒
す
る
、

織

・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
党
を
建
設
」

一
か
な
い
限
り
に
お
い
て
は
、
ま
お
そ
う

翔ｒわれは、運動の実情に通し一婦“攣静か］は鮒螂動中饉な経〓

結
び
つ
け
て
ひ
と
つ
の
総
攻
撃
に
し
て

一
組
織
し
て
や
り
抜
く
‥
‥
‥
そ
０
よ
う

て
に
な
い
読
者
が
、
わ
れ
わ
れ
が
、
思

一
師
に
上
場
す
る
強
固
な
革
命
訂
組
織

・

い
つ
き
の

「
病
気
」

「
渥
乱
」

「
段
階

一
革
命
的
労
働
者
党
と
そ
の
中
央
組
織
」

」
等

を
、
ア

マ
的

に
創
り
出
し
て

い
る

一
云
々
。
さ
す
か

に
、
兄
弟

の
ェ
は
争
え

う
え
の
君
の

「
戦
線
復
帰
あ
い
さ
つ

」

「
地
下
武
装
労
働
者
党
建
設
の
た
め

に
」
は
圧
巻
で
あ
る
。
こ
と
で
、
う
え

―

ニ
ン
研

へ
の
赤
軍
派
の
拝
脆

・
屈
服

一
な
合
理
化
を
勝
ち
と
り
、
真
の
意
味
で

を
準
備
し
た
八
木
君
の
場
合

に
は
、

「
一
の
地
下
の
武
装
労
働
者
党
を
基
“
し
抜

準
備
を
持
ち
込
み
、
そ
の
汎
ゆ
る
側
面

一
　

こ
の
空
文
句
の

「
真
の
意
味
」
は
、

を
指
導
し
う
る
精
鋭
武
隊
を
組
織
し
、　
一
「生
産
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
０
広
範
な

出
動
さ
せ
、
訓
練
し
て
い
く
こ
と
な
し

一
大
衆
と
職
業
革
諾
家
と
が
、
真
一
意
味

に
ヾ

武
装
闘
争

や
革
命
党
を
口
に
す
る

一
で
結
合
し
、
こ
れ
は
地
下
労
一
着
党
が

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、

「
共
産

一
‥
‥
‥
政
治
警
察
と
の
闘
争
に
お
い
て

い
る
一
人
民
の
憶
激
の
水
滴
と
細
流
を

一
）
と
い
う

「
広
瀬
な
、
広
い
並
薔
範
囲

こ
と
こ
と
く
寄
せ
集
め
、
集
中
し
、
単

一
を
獲
得
し
ぬ

い
た
中
で
秘
密
捏
ｔ
形
成

一
の
巨
大
な
流
れ

へ
結
合
し
、
政
治
的

一
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
赤
軍
が
、
七
一
〓
し
く

反
対
や
抗
議
や
債
漁
の
汎
ゆ
る
現
れ
を

一
戦
閣
と
生
産
と
工
作
を

一
致
■
力
し
て

し
、
赤
軍
派
か
ら
の
脱
走
者
＝
京
大
レ
一
　
う
え
の
君
は

「真
の
意
味
で
革
命
的

い
く
全
国
的
な
中
央
集
権
化
さ
れ
た
組

一
な
地
下
の
武
装
労
働
者
党
を
鷲
菫
し
ぬ

（
『
序
章
」
８
号
）
と
言
う
。　
　
　
　
一
い
う
周
辺
に
い
る
人
々
に
対
し

，
、
い

〉
さ
て
、

「
日
本
労
働
党
」
が
地
下

一
わ
ゆ
る
と
う
し
て
も
迷
惑
を
か
け

‥
‥

と
い
っ
た
、
プ
ル
ジ
ョ
フ
一
イ
デ
オ

一一一̈一一一一一日持「こも一一一一一一

ロ
ギ
ー

ヘ
の
唱
和
、
用
服
で
あ
り
、
組

合
主
義
＝
細
胞
論

へ
の
転
落
で
あ
る
。

机
上
論
た
る

「
三
種
の
軍
隊
」
論
は
、

こ
の
よ
う
に
、
組
合
主
義
と
手
工
業
的

組
織
建
設
お
よ
び
政
治
警
察
の
攻
撃

に

対
す
る
泣
き
言
し
か

「
生
産
」
し
な
か

っ
た
。

同
じ

「
序
章
」
九
号

「
世
界
共
産
党

＝
世
界
赤
軍
を
組
織
せ
よ
」
で
、
う
え

の
君
は
、

「
連
赤
事
件
の
自
己
批
判
は

整
党
整
風
と
し
て
結
実
せ
し
め
、

「
我

々
の
党
練
領
を
確
立
し
、
そ
の
下
に
首

尾

一
貫
し
て
、
全
戦
線
で
組
織
せ
よ
、

組
織
せ
よ
、
組
織
せ
よ
′
で
あ
る
。
共

産
同
赤
軍
派
は
、
世
界
共
産
党
―
日
本

労
働
党
と
し
て
自
己
を
打
ち
鍛
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
′
」
と
絶
叫
す
る
。

○

遊

撃

戦

△
口　
絆仏
　
デ

解

消

ブ

ル
ー
ド
ン
主
義
者
う
え
の
君
は
、

党
再
建
を
合
法
デ

モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ

ョ

ン
大
象
機
関

へ
解
消
す
る
こ
と
を
次
の

よ
う
に
言

い
つ
く
ろ
う
。

「
ベ
ト
ナ
ム
革
命
、

イ
ン
下
シ
ナ
革

再
生

に
向
け
て
Ｎ
０
１
」

（
赤
軍
派
都

委
員
会
）
は
、

「
一
握
り
の
ア
リ
ラ
か

ら
人
民
の
戦
争

へ
」
、

「
〓
種
の
軍
隊

こ
こ
に
、
三
ケ
月
程
、
政
治
警
察

に

議

と
ば
さ
れ
、

フ
ラ

フ
ラ
し
て
い
た

「

日
本
労
働
党
」
は

「
整
党
整
風
」
と
言

う
こ
と
に
よ

っ
て
、
空
中
分
解
し
、
デ

モ
ン
ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
機
関

へ
、
党
的

再
建
を
解
消
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ

の
空
中
分
解
が
、
今

日
の
四
派
共
闘
―

８

●
ら
共
闘
会
議
の
結
集
点

（
ベ
ト

ナ

ム
支
援
、
団
結
―
批
判
―
大
団
結
、
内

ゲ
バ
上
場
と
い
っ
た
合
流
論
、
解
党
主

義
）
を
準
備
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

７

●
‐０
は
、

「
日
本
労
働
党
」
な
る

赤
軍
派
の
空
中
楼
関
が
、
地
上
に
お
り

た
つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
空
中
分
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
、
八
木

君
、
う
え
の
君
に
よ

っ
て
宣
言

さ
れ
た

日
な
の
で
あ
る
。

そ

清

算

し

モ

機

関

へ

」
建
設
、

「
政
治
の
自
然
発
生
性
を
克

服
す
る
」
と
称
し
て
、

「
打
倒
す
べ
き

国
家
、
樹
立
す

べ
き
社
会
を
日
本
社
会

の
階
級
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る

」

（
「
再
生
…
」
Ｎ
Ｏ
ｌ
）
と

い
う
風

そ
れ
は
、
何
よ
り
も
、
党
の
再
建

を

地
方
組
織
の
再
建
Ｌ

「
整
風
」
に
求
め

「
統

一
戦
線
綱
領

に
基
い
た
、
計
画
さ

命
支
援
、
ベ
ト
ナ
ム
八
月
革
命

二
十
七

一
に
、
日
共
人
民
民
主
主
義
路
線
の
枠
組

憫
年
の
記
念
集
会
を
行
な
う
こ
と
に
よ

一
に
屈．
服
し
て
、

「下
層
プ
ロ
に
依
拠
し

っ
て
、
抗
日
革
命
戦
争
グ
ル
ー
プ
と
、　
一
た
反
米
反
軍
国
主
義
統
一
戦
線
を
基
礎

初
め
て
、
政
治
的
な
意
味
に
お
い
て
、　
一
と
す
る
社
会
主
義
革
命
略
線
」
―

「
反

日
本
の
労
働
者
大
衆
が
初
め
て
広
範
な

一
帝

ア
シ
ア
統

一
戦
線
と
反
米
反
軍
国
主

意
味

に
お
い
て
結
合
を
要
求
し
、
そ
う

一
義
統

一
戦
線
を
基
礎
と
し
た
社
会
主
義

い
う
政
治
を
日
本
の
革
命
党
が
追
求
す

一
革
命
」

「
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
戦
争
と
呼

る
ん
だ
。
」

「
現
実
の
運
動
を
そ
う
い

一
応
し
日
米
両
帝
国
主
義
の
侵
略
反
革
命

う
形
で

一
歩

一
歩
進
め
な
か
ら
も
、
そ

一
命
戦
争
を
人
民
戦
争
で
打
ち
破
れ
」
と

の
内
部
に
お
い
て
、
真
の
意
味
で
結
束

一
し
て
、
運
撃
戦
―
革
命
戦
争
、
プ

ロ
レ

し
ぬ
く
革
命
党
、
地
下
の
党
を
組
織
し

一
タ
リ

ア
独
裁
か
ら
後
退
し
た
。

ぬ
く
」

（
『
序
章
」
九
号
二

鴎
赤
軍
派
関
西
地
方
委
員
会
は
、
既
に

蒲

局
、
う
え
の
君
は

「
世
界
共
産
党

一
遊
撃
戦
、
革
命
戦
争
を
清
算
し
て
い
た

て
、
非
合
法
党
建
設
を
笞
定
し
、
赤
軍

一
い
」
）
、
赤
軍
派
都
委
員
会
は
、
う
え

派
の
輌
々
の
実
践
を
清
算
し
、
民
主
主

一
の
君
に
よ

っ
て
準
備
さ
れ
た

「
混
乱
」

う
え
の
君
の
主
張
を
と
つ
入
れ
た

「
一
）
。

―
日
本
労
働
党
」
と
す
る
こ
と
に
よ

っ

一
が
、

（
「
革
命

に
は
何
の
特
効
葉
も
な

義
闘
争
の
基
盤
で

「
共
産
主
義
的
政
治

一
か
ら
、
そ
れ
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。

思
想
と
唱
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
。　
　
一
の
で
あ
る
。

（
７
月

「
再
生
」
Ｎ
０
２

」
と
称
し
て
、
民
主
主
義
的
政
治
剛
争

一　

赤
軍
派
部
委
員
会
は
、
う
え
の

「
複

―
デ

モ
ン
ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
に
拝
詭
し

一
合
的
進
攻
的
攻
囲
」
か
ら

「
国
際
反
革

解
消
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
こ

一
命
体
制
に
対
す
る
工
規
の
攻
囲
」
へ
と

と
に
よ

っ
て
、
共
産
〓
議
を
単
な
る

「
一
修

正
し
、

「
軍
事
力
学
主
義
」

「
テ

ロ

意
識
性
」
と
語
り

（大
衆
運
動
の
目
的

一
リ
ズ
ム
」
批
判
に
よ
っ
て
、
遊
撃
職

・

が
非
合
法
党
建
設
だ
な
ん
て
、
よ
く
も

一
革
命
戦
争
を
積
算
し
、
８

一
ら

実
行

委

言

っ
た
も
の
だ
）
脱
走
兵
＝
解
党
派
の

一
員
会
運
動

へ
と
党
的
再
建
を
解
消
し
た

一
¨
一
っ
い
一
一
一
一
¨
一
一
一
一
一

と ‐こ （

一
し
て
の
、
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
党
＝
経
営

．
細
胞
論
に
屈
服
し
た
党
建
設
を
主
張
し

続

一
戦
線

に
党
を
解
消
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
結
果
、
赤
軍
派
都
委
員
会
は
、

人
民
戦
争
派
の
大
人
選
の
言
葉
を
借
り

て
、
連
合
赤
軍
銃
撃
戦
―
粛
湾
事
件
に

対
し
、

「
軍
事
観
念
論
」
批
判
、

「
団

結
―
批
判
―
大
団
結
の
原
則
」
、

「
革

命
的

」
大
衆
運
動
＝
党
の
否
定
を
娼
え

る

レ
ー

ニ
ン
研
、
解
放
委
員
会

に
拝
陀

・
屈
服
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
が
、
い
か
に
中
央
集
権
主
義
を

根
本
思
想
と
す
る
非
合
法
党
建
設
と
程

遠

い
か
、
そ
れ
は

「
再
生
」
Ｎ
０
２
に

至

っ
て

「
革
命
運
動
の
原
則
」
に
祭
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
先
ず
、
党
は
あ
ら
ゆ
る
機
線

に
党

員
を
配
置
し
、
全
国
的
な
活
動
を
組
織

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
衆
闘
争
と

結
合
す
る
、
と

い
う
あ
ま
り
に
当
り
前

の
革
命
Ｍ
の
原
則
を
確
認
し
あ
う
」

（

Ｐ
４
）
こ
ん
な
こ
と
は
、
引
用
す
る
だ

け
で
批
判
に
な

っ
て
い
る
が
、
彼
ら
は

組
織
原
則
の

一
部
分
を
革
命
運
動
の
原

則
と
称
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
彼
ら
自

身
の
分
権
主
義
的
組
織
の
実
態
―
合
法

主
義

へ
の
転
落
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

』
」
嚇
御
』
¨
嗜
嶼
『
の
解
体
を
お
お

・

「
再
生
」
Ｎ
０
２
に
お
け
る
、
ス
タ

ー
リ
ン
主
義
、
ト

ロ
ツ
キ
ー
主
義
＝
止

揚
対
象
、
軍
事
力
学
主
義
者
＝
打
倒
対

象
、
毛
沢
東
思
想

へ
の

合

流
、

「
再

生
」
Ｎ
０
３
に
お
け
る

「
反
ス
タ
主
義

・
小
ブ
ル
共
産
主
義
の
一
え
服
」
と

い
っ

た
転
倒
、

「
と
の
階
級
、
層
に
依
拠
す

る
か
」
と
い
う
空
論
に
よ
る
プ

ロ
レ
タ

リ
ア
独
裁
の
事
実
上
の
否
定
は
、
革
命

戦
争
―
遊
駆
職
の
消
算
、
非
合
法
党
建

設
の
否
定
、
共
産
主
義
と
労
働
運
動
の

結
合
の
否
定
の
帰
結
で
あ

っ
て
、
逆
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

「
再
生
」
Ｎ
０
２

以
降
赤
軍
派
都
委

員
会
は
悪
く
な
る
は
か
り
で
あ

っ
た
。

「
資
本
主
義
社
会
が
生
産
力
の
発
展
と

Ｐ

ｒ
の
増
大

（
社
会
主
義
の
自
然
発
生

的
準
備
）
を
す
れ
は
す
る
程
古

い
生
産

関
係

（
階
級
対
立
）
を
激
化
し
‥
‥
生

産
力
の
最
高
極
限
的
発
展
に
お
い
て
Ｐ

ｒ
が
そ
の
社
会
を
解
体
す
る
」

（
「
再

生
」
Ｎ
０
２
、
Ｐ

，
）
あ
る

い
は
、

「

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
権
力
の
奪

い
る
の
で
あ
り
、
下
層
プ

ロ
の

「
組
織

一
」
に
と
り
入
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

転
落
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
一
め
る
有
害
な
試
み
で
あ
る
。

央
集
権
主
義
を
組
織
の
根
本
思
想
と
す

一
な
空
想
ば
か
り
が
存
在
す
る
。

反
対
し
、
「
共
産
主
義
者
は
Ｐ

ｒ
を
さ

一
立
っ
た
の
で
み
る
。

ま
ざ
ま
の
基
盤
で
、
種

々
の
そ
れ
ら
の

条
件
に
通
応
し
た
方
策
で
政
治
的

に
訓

練
し
階
級

と
し
て
形
成
す
る
こ
と
が
必

⑥
　
８

●
２５
　
共
闘
＝
四
派

共
闘
の
成
立
、
結
集
点

―

「沼
地
」
の
形
成

論
集
会
基
調
報
告
」
は
、
こ
の
間
、
８

を
担

い
、　
一
軍
事

一
点
ば
り
の
観
点

一
て
き
た

」
を
担

い
、　
一
軍
事

し
た
人
民
の
組
織
さ
れ
た
力
の
断
固
と

一
要
」

（
Ｐ

，

）
と
し
て
分
権
主
義
的
組

し
た
行
使

に
よ

っ
て
の
み
果
さ
れ
よ
う

一
織
戦
術
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ

そ
れ
ば
か
り
で
な
ぐ
、
革
命
戦
争
か

一
主
義
者
と

一
緒
く
た
に
し
て
、
全
人
民

」

（
「
再
生
」
Ｎ
０
３
Ｐ
Ｈ
）
等
々
。　
一
の
こ
と
は
労
働
者
階
級
の
あ
る

ぺ
き
姿

彼
等
は
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
自
然
発

一
を
観
念
の
な
か
で
作
り
あ
け
た
上
で
共

生
性
の
業
化

に
う

つ
つ
を

ぬ
か
す
よ
う

一
産
主
義
者

の
目
的
意
識
世
―
自
然
発
生

に
な

っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
性
と
の
必
死
の
開
争
―
を
番
定
す
る
も

彼
ら
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
人
民
の
関

一
の
で
あ
る
。
労
働
運
動
の
な
か
の
ブ
ル

争
と
そ
の
要
求
等
の
階
級
的
政
治
的
意

一
ジ

ヨ
ア
思
想

（
組
合
主
義
）

へ
の
敗
北

義
の
生
き
た
分
析
を
彼
岸
に
お
し
や
り

一
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ

「
運
動
か
ら
堅
同

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
人
民
の
自
然
発
生

一
さ
と
確
固
さ
を
奪
お
う
と
す
る
デ

マ
的

性
の
徹
底
美
化
、
実

践
の
意
味
付
与
を

一
な
試
み
」
で
あ
り
、
活
動
家
と
そ
の
政

追
い
求
め
る
急
進
民
主
主
義
の
立
場
に

一
治
教
育
を
、
合
法
性
の
枠

に
押
し
と
ど

彼
ら
は
、
生
産
力
の
発
展
と
プ

ロ
レ

一
　

ど
こ
ま
で
い

っ
て
も

ス
コ
ラ
論
議
は

タ
リ
ア
ー
ト
の
増
大
に
階
級
対
立
の
根

一
終
ら
な
い
の
で
あ
る
が
Ｎ
０
２
は
更
に

拠
を
求
め
、
プ

ル
ー

ド
ン

「
集
合
力
」

一

「
罰
代
過
渡
期
世
界
に
あ

っ
て
は
、
労

の
理
論
ま
が
い
に
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

一
働
者
国
家
と
帝
国
主
義
、
資
本
主
義
国

卜
を
単
な
る
圧
力
団
体
と
と
ら
え
て
、　
一
と
が
対
立
し
あ
っ
て
存
在
し
て
い
る
の

共
産
主
義
的
政
治
闘
争
―
革
命
戦
争
を

一
で
、

こ
の
世
界
に
お
け
る
革
命
は
複
合

非
難
し
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
一
的
な
、
永
続
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
る

こ
こ
で
彼
ら
は

「
赤
軍
」
Ｎ
０
８
と

一
」

（
Ｐ
２２

）
と
し
て
ヽ
革

マ
ル
の
帝
と

同
し
く
階
級
闘
争
の
発
展

コ
ー

ス
を
思

一
ス
タ
の
相
互
反
発
―
浸
透
論
を
、
連
邦

い
う
か

べ
、
形
面
上
学
に
お
ち
い

っ
て

一
主
義
に
属
服
し
つ
つ
、　
コ

一種
の
軍
隊

さ
れ
た
力
」
が
、
革
命
の
時
代

に
突
然

一
　

そ
し
て

「
社
会
主
義
的
で
は
な
い
戦

「
断
固
と
し
た
行
使
」
を
行
う
こ
と
も

一
闘
、

工
作
、
生
産
の
武
装
勢
力

に
よ
る

あ
り
う
る
の
で
は
な

い
か
、
と
思
い
つ

一
展
開
を
も
含
め
る
な
ら
は
、
か
か
る
事

い
て
い
る
。
し
か
し
思
い
つ
き
を
公
開

一
業
は
、
全
て
の
民
兵
け
要
素
を
も
っ
た

パ
ン
フ
で
述
べ
る
時
代
は
過
ぎ
去

っ
た

一
組
織
に
共
通
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

」

（

の
だ
。
こ
の
形
而
上
学
に
よ

っ
て
は
、　
一
同
）
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
階
級
闘

「
蜂
起
は
技
術
で
あ
る
」
と
い
う
命
題

一
争
の
歴
史
的
経
験
か
ら
学
ほ
う
と
す
る

を
不
間

に
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
中

一
姿
勢
は
見
ら
れ
ず
、
急
進
民
主
主
義
的

る
非
合
法
党
建
設
、
遊
撃
戦
の
遂
行
と

一　
結
局
、
彼
ら
は
、
階
級
聞
争
に
対
す

し
て

「
計
画
と
し
て
の
戦
術
」
を
勝
ち

一
る

マ
ル
ク

ス
主
義
の
原
則
の

一
つ
で
あ

と

っ
て

い
く
こ
と

に
は
な
ら
な

い
。

　
　
一
る
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁
を
、
プ
ラ
ン
キ

ら
の
後
退
を
、

「
社
会

に
対
す
る
働
き

一
の
武
装
と
い
う
民
主
主
義
的
要
求
に
低

れ
ら
れ

や
す
い

一
端

か
ら
は
じ
め
る
こ

一
主
主
義
的
要
求
、
経
済
的
要
求
の
極
限

と
を
美
化
し
、

「
一
耀
り
の
ゲ
リ
ウ
を

一
で
ヽ
実
力
闘
争
、
自
衛
武
装
聞
争
を
闘

政
治

・
軍
事
指
導
の
中
心
に
す
え
る
こ

一
う
こ
と
が
ヽ
共
産
主
義
運
動
で
あ
る
か

か
け
」
す
な
わ
ち
、
小
ブ
ル
に
受
け

い

一
め
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
人
民
の
政
治
的

民

と
」
―
中
央
集
権
主
義
の
組
織
略
線
に

一
の
如
く
思

い
込
ん
で
、

「
沼
鋤
」

へ
旅

蜂
火

一
派
、
日
向

一
派
お
よ
び
日
本

共
産
党
は
大
喜
ぴ
だ
。

』̈̈
一一一一一」̈̈』一一一一一一一̈̈一囀̈一一一一一

蜂ヽ
起
―
戦
争
潮
流
」
の
再
編
を

ｏ
あ
共
闘
会
議
は

「
革
命
的
大
未
運
動

一
段
階
を
と
ひ
こ
え
た
極
左
言
辞
を
手
し
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果
た
し
つ
つ
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。

デ

モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ

ョ
ン
を

「
革
命

的
大
衆
運
動

」
と
意
味
付
与
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
急
進
民
主
主
義
者
た
る
実
を

示
し
、
ツ
ビ

エ
ト
派

（
調
ゆ
る

「
沖
共

閾
」
プ

ロ
ッ
ク
ー
日
向

・
青
解
等

）
の

解
体
―
赤
色
戦
線

（日
共
労
党
）
の
８

・
”
共
関

へ
の
乗
り
移
り
＝
四
派
共
閾

の
成
立
を

「
「
沖
共
闘
」
プ

ロ
ッ
ク
の

主
体
的
再
編
」
だ
と
言

い
、
雑
火

一
派

と
の
融
合
を

「
蜂
起
戦
争
派
潮
流
の
再

編
」
だ
と
い
う
四
派
共
聞

（
レ
ー

ニ
ン

研
、
赤
軍
派
都
委
員
会
、
解
放
委
員
会

赤
色
戦
線
）
の
結
集
点
は
い
か
な
る
も

の
か

？
「
８

●
％
集
会

へ
の
呼
び
か
け
」
、

（
「
ボ
ル
シ

ェ
ヴ
イ
ズ

ム
通
信
」
Ｎ
０

７
、

「
解
放
通
信
」
Ｎ
０
１
）
は

「
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
―
世
界
史
を
創
造
す
る
人

民
、
反
動
の
帝
国
主
義
」

「
ベ
ト
ナ
ム

革
命
戦
争
を
擁
譲
し
日
米
帝

国
主
義
と

対
決
す
る
こ
と
は
日
本
労
働
人
民
の
国

際
的
責
任
」

「
米
帝
追
撃

ｏ
日
帝
打
倒

を
め
ざ
す
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
劇
争
の
巨
波

を
」
と
し
て

「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主

義
の
原
則
に
立

っ
た
」
ベ
ト
ナ
ム
反
戦

関
争
を
主
張
し
て
い
る
。

「
８

●
”

イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
戦
争
支

援
集
会
基
調
報
告
」

（
実
行

委
員
会
）

で
は
、
第

二
軍

「
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
関

い
と
、
そ
れ
を
支
援
す
る
国
際
共
産
主

義
運
動
」
と
し
て
、
国
際
共
産
主
義
連

動
を
単
な
る
述
語
に
お
と
し
こ
め
、
イ

ン
ド
シ
ナ
革
命
戦
争

「
支
援
」
に
決
め

「
世
界
革
命
の
現
段
階
を
イ
ン
ド
シ
ナ

中
国
、
朝
鮮
人
民
の
反
帝
統

一
戦
線
の

前
進

に
応
え
、
国
際
階
級
闘
争
の
最
前

線
を
帝
国
主
義
心
隣
部

に
切
り
開
く
攻

勢

へ
の
移
行
期
と
し
て
主
体
的

に
」

（

Ｐ
５
）
、
把
え
る
も
の
と
し
て
、

「
帝

国
主
議
本
国
に
お
け
る
階
級
関
争
が
、

い
か
に
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
革
命
の
質
と
結

合
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
」
と
間

い
、

「
運
動
に
お
け
る

新
た
な
湘
流
を
建
設
す
る
こ
と
を
通
し

‥
日
本
の
地

に
お
け
る
菓
の
国
際
主
義

的
潮
流
を
確
立

」
と
言
う
。

第

二
薫

「
国
際
反
革
命
体
制
の
再
編

と
、
日
米
帝
の
動
向
」
で
は
、

「
国
際

反
革
命
体
制
」
論
と
し
て
、
今
日
の

「

正
規
の
攻
囲
」
論
―
細
胞
論
を
と
り
い

一
一
¨
一
一
一
一

¨

一

¨
一
一

｝

一
一

一

の

「
ベ
ト
ナ
ム
革

命
支
援

」
、
②
ベ
ト

ナ
ム
、
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
戦
争

「
支
援

機

動
隊
蒻
減

一
周
年
９

●
じ
集
会
基
調

一
て
い
る
。

報
告
」

（９

●
”
集
会
実
行
委
）
で
は

「
人
民
の
武
装
闘
争
」
の
意
義
を

「
革

命
的
な
特
質

の
軍
事
的
凝
縮
」
と
抽
象

化
し
た
あ
げ
く
、
こ
の
革
命
的
特
質
を

①

「
生
活
過
程
全
体
の
革
命
化
」

「
聞

争
―
生
活
―
生
産
の

一
体
化
」
②

「
人

民
の
根
源
的
な
革
命
性
の
全
面
化
」
と

し
て
の

「
私
的
所
有
の
対
象
１
私
的

生

産
の
手
段
＝
商
品
と
し
て
の
土
地
で
は

な
く
、
本
源
的
な
生
活

・
生
産
対
象

（

手
段
）
と
し
て
の
上

（
「
大
地
」
）
の

革
命
的
奪
選
」
の
要
求

・
思
想
性
―
―

そ
れ
は

「
反
資
本
主
義
的
な
本
質

に
お

い
て
社
会
革
命
の
要
求
に
ま
で
成
長
し

と
対
抗
し
て
、
自
立
し
た
農
業
を
維
持

一
を
え
な
い
根
拠
で
あ
る
。

の
発
達
を
、
没
落
し
て
ゆ
く
小
ブ
ル
シ

ョ
ア
の
側
か
ら
阻
止
す
る
こ
と

に

「
社

四
派
共
闘
は
、
ベ
ト
ナ
ム
革
命
支
援

＝
共
産
主
義
運
動
と
し
て
、
反
戦
平
和

運
動
、
合
流
革
命
論
、
民
族
共
産
主
義

に
転
落
し
、
反
政
府
闘
争
、
デ
モ
ン
ス

ト

レ
ー

シ

ョ
ン
等
の
大
衆
闘
争
を

「
革

命
的
大
衆
運
動
」
、

「
革
命
的
学
生
運

動

」
等
と
意
味
付
与
し
、
業
化
す
る
こ

と
、
反
政
府
園
争
―
合
法
党

へ
の
回
帰

を
、
こ
の
支
援
運
動
の
統

一
戦
線
、

「

内
ゲ
バ
上
場
」
、

「
団
緒
―
批
判
―
大

団
結
」
と
い
っ
た
空
文
句
に
よ

っ
て
、

中
央
集
権
主
義
を
根
本
思
想
と
す
る
非

合
法
党
建
設
の
否
定
を
お
お
い
か
く
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

う
る
要
素
」
◎

「人
民
の
生
活
と
聞
い
一　
そ
れ
は
ま
た
、
８
一
”
共
関
内
部
に

の
基
底
か
ら
発
す
る
革
命
的
な
闘
争
に

一
か

っ
て
の
中
核
派
と
Ｍ
Ｌ
派
の
不
も
な

な
る
真
の
国
際
主
義
的
な
連
帯
と
団
結

一
対
立
、
す
な
わ
ら
、

「帝
国
主
義
の
侵

の
前
芽
」

（
Ｐ

４
）
と
三
里
家
闘
争
に

一
略
反
対
」
と
し
て

「
被
抑
圧
民
族
の
立

お
け
る
農
民
の
自
然
発
生
的
要
求
と
し

一
場
」
に
立

っ
て
、
自
己
の
抑
圧
民
族
と

」

へ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
変
化
を
そ
の
ま

一
形
成
運
動
と
い
う
美
辞
に
よ
る
、
民
主

て
の

「
農
地
死
守
」
か
ら

「
農
地
奪
還

一
し
て
の
血
債
を
あ
が
な
う
た
め
の
自
覚

語
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
倒

・
侵
略
を
内
乱

へ
」
の
接
木

（
中
核

Λ
網
領
的

に
は
最
小
限
綱
領
と
し
て

一
派
）
か
、

「
無
条
件
支
持
」

（
Ｍ
Ｌ
派

日
共
に
屈
服
し

「
ブ
ル
シ

ョ
ア
ジ
ー
の

一
）
が
、
と

い
う
同
じ
急
進
民
主
主
義
、

農
業
切
り
捨
て
、
無
業
政
策

に
対
し
て

一
民
族
共
産
主
義
＝

一
国
主
義
ヽ
合
流
論

政
府
と
独
占
資
本
に
頼
ら
ず
、
そ
れ
ら

一
の
枠
内
で
の
対
立
、
を
再
生
産
せ
ざ
る

発
展
」

（
「
ボ
ル
通
」
Ｍ
７
，
Ｐ
め
）

一　
遊
撃
戦
と
非

，
法
党
建
設
か
ら

「全

さ
せ
る
と
話
る
。
三
塁
塚
闘
争

に
お
け

一
国
半
合
法
指
導
部
」

へ
と
変
節
し
、
危

る

「
農
地
奪
遼
」
の
メ
ロ
ー
ガ

ン
は
空

一
機
論
的
帝
国
主
義
美
化

に
よ
る

「
蜂
起

港
建
設
の
た
め
の
土
地
強
制
収
用
に
微

一
的
闘
争
」
の
名
を
か
ふ
せ
た
大
衆
的
実

底
し
て
反
対
す
る
ス

ロ
ー
ガ

ン
と
し
て

一
カ
闘
争
＝
反
政
府
闘
争
を
唱
え
て
脱
走

以
上
の
意
味
を
持
た
せ
た
場
合
、
か
つ

一
し
、　
一
国
主
義
的

・
平
和
主
議
的
な
純

て
の

「
大
学
解
体
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と

一
粋
民
主
主
義
的
お
喋
り
の
で
き
る
沼
地

同
じ
く
、
急
進
民
主
主
義
を
美
化
す
る

一
へ
回
帰
し
、
そ
の
後
１２

・
‐８
路
線
の
革

ま
業
化
し
て

「
社
会
革
命
の
要
求
」
を

一
主
義
的
諸
要
求
の
課
題

へ
の

「
日
帝
打

こ
と
に
な
る
。
土
地
を
も
含
め
た

一
切

一
命
的
意
義
を
こ
と
こ
と
く
清
算
し

「
最

の
生
産
手
段
を
社
会
の
共
有
財
産

へ
転

一
小
限
綱
領
」
に
よ
る
諸
グ
ル
ー
プ
の
民

化
す
る
こ
と
こ
そ
共
産
主
義
革
命
の
根

一
主
主
議
的
諸
要
求
の
統
合
＝
拝
魔
を
、

本
で
あ
り
、
そ
の
上
に
立

っ
た
生
産
協

一
「
蜂
起
の
陣
型
」
と
か

「
離
時
革
命
政

局
化
こ
そ
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
権
力

一
府
樹
立

に
む
け
た
統

一
戦
線
」
と
か
称

を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
労
働
者
階
級
が

一
し
て
、
自
然
発
発
的
雲
装
蜂
起
に
よ
る

農
民

（農
業
労
働
者
、
兼
業
農
民
＝
半

一
日
共

「
民
主
連
合
政
府
」
と
の
二
重
権

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
、
没
落
し
て
０
く
中
農

一
カ
状
態
を
自
己
目
的
化
し
た
蜂
火

一
派

）
に
説
得
す
べ
き
こ
と
な
の
だ
。

「
自

一
が
、
名
目
上
の

「
蜂
起
―
戦
争
派
」
を

立
し
た
農
業
」
だ

っ
て
′
こ
の
人
々
は

一
数
回
し
て
、
こ
の
８

●
”
共
闘
＝
四
派

日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
的
生
産
様
式

一
共
関

に
昼

尾
を
振

っ
た
の
も
、
ま
こ
と

に
う
な
つ
け
る
。

〇
　
四
派
共
闘

「
沼
地
」
に

お
け
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア

独
裁
の
事
実
上
の
否
定

合
法
党
―
細
胞
綸

へ
の

復
帰
の
前
提

こ
う
し
た
日
米
帝
国
主
義
の
動
向
に
有

一
の
で
あ
る
に
す
き
な

い
。

こ
こ
で
、
８

●
”
賭
派
が
遊
撃
戦
の

一
　

「
敵
は
強
く
味
方
は
弱

い
」
と
い
う

な
先
進
的
な
世
界
革
命
勢
力

に
対
す
る

一
の
あ
る
資
料

に
ぶ

つ
か
る
た
び
に
、
わ

清
算
、
軍
事
組
織
と
し
て
の
党
建
設
、　
一
こ
の

「
民
主
主
義
的
」
泣
き
言
に
対
し

中
央
集
権
主
義
の
組
織
原
則
の
蓄
定
か

一
て
、
レ
ー

ニ
ン
０

一
九
〇

二
年
の

「
非

ら
、
合
法
党
、
正
規
の
攻
田
――
紬
胞
論

一
自
由
主
義
的
な
泣
き
言
」
を
対
処
す
る

を
導
び
き
た
す
前
提
と
な

っ
た

「
国
際

一
の
は
、
不
当
に
過
き
る
だ
ろ
う
か
？

反
革
命
体
制
」
論
に
つ
い
て
、
簡
単
に

一
　

「
だ
か
ら
、
経
済
欄
の
い
く
ら
か
で

ふ
れ
て
お
こ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
も
規
則
的
な
編
葉
は
ヽ

「
村
中
が
糸

一

「８

●
π
集
会
基
調
報
告
」
は
、
次

一
本
ず
つ
も
ち
よ
れ
ば
、
裸
の
人
間
に
ル

の
様

に
、
と
り
ま
と
め
て
い
る
。
　
　
　
一
パ
シ
カ
が
で
き
る
」
と
い
う
格
言
を
非

「
米
帝
の
死
に
も
の
く
る
い
の
あ
が

一
合
法
新
聞
の
す

べ
て
の
読
者
が
ま
も

っ

き
と
日
帝
の
そ
れ

へ
の
加
担
は
何
を
意

一
て
く
れ
る
と
き

に
の
み
、
は
じ
め
て
可

味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、　
一能
と
な
る
の
で
あ
る
。
」
「
‥　
こ
の

日
米
精

の
関
係
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う

一
よ
う
な
読
者
の
０
ど

叫
●
ど

，
た
興
味

で
あ
る
」

「
こ
こ
で
い
う
国
際
反
革
命

一
料
は
あ
る
だ
ろ
う
か
、
こ
の
資
料
を
編

国
際
反
革
命
体
制
と
い
う
内
容
の
関
係

一
れ
わ
れ
の
新
聞
の
編
集
局
に
は
こ
の
資

体
制
と
は
、
ロ
シ
ア
十
月
革
命
に
象
さ
一
集
局
に
知
ら
せ
る
た
め
に
自
分
は
な‥
」

増
大
を
条
件
と
し
て
形
成
さ
れ
、
帝
国

一
に
な
る
と
き
、
１
‥
そ
の
と
き
に
は
し

主
義
、
金
融
独
占
資
本
主
義
の
上
部
構

一
め
て
わ
れ
わ
れ
は
、

ロ
シ
ア
の
経
済
生

造
を
形
成
す
る
、
帝
目
主
義
０
国
際
的

一
活
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
顕
著
な
現
象
が

な
政
治

・
軍
事
体
制
で
あ
る
。
激
し
い

一
お
役
所
風
、

「
ノ
ー
タ
ォ
エ
●
グ
レ
Ｌ

内
部
対
立
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
プ

ロ

一
ミ
ャ
」
風
、
ヴ

イ
ッ
テ
風
の
鑽
実
の
観

レ
タ
リ
ア
革
命
運
動
を
共
同
で
抑
圧
す

一
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
だ
け
で
な
く

一ヽ
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
全
世
界
人
民
の
系
統

一
り
き
た
つ
の
自
由
主
義
的
ナ
ロ
ー
下
三

的
な
搾
取
と
収
奪
を
実
現
す
る
帝
国
主

一
キ
の
泣
き
書
の
た
め
に
評
価
さ
れ
る
だ

れ
る
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
攻
撃
の

一
を
し
た
だ
ろ
う
か
、
と
自
間
す
る
よ
う

義
の
国
際
体
制
で
あ
る
。
」

（Ｐ
７
）

一
け
で
な
く
さ
ら
に
革
命
的
社
会
民
主
主

「
と
こ
ろ
で
」
と
し
て
、

「
七

二
年
沖

一
義
派
の
観
点
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
よ
う

経
返
還
に
よ
っ
て
、
日
米
反
革
命
体
制
一
に
な
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」

（全

の
再
編

・
強
化
が
面
策
さ
れ
た
。
」

「
一
集
◎

「
ロ
シ
ア
の
経
済

生
活
か
ら
」
）

日
帝

に
と

っ
て
眼
前
に
追
り
来
る
ア
ジ

一　

わ
れ
わ
れ
も
、
米
題
に
も
と
ろ
う
。

制
の
構
築
が
急
速
に
押
し
進
め
ら
れ
ん

一
な
く
、
金
融
資
本
の

「
好
ん
で
も
ち
い

ア
の
革
命
戦
争
の
風
は
、
絶
望
的
な
死

一　

か

っ
て
の
、
帝
国
主
義
的
経
済
諄
儀

延
命
の
道
を
持
た
な
い
が
故

に
、
現
実

一
属
さ
せ
書
合
し
よ
う
と
い
う
」

「
輌
動

的
に
は
、
‥
１
‥
‥
侵
略
・
反
革
命
体

一
」
で
あ
」
、
段
階
と
理
解
す
べ
き
で
は

の
恐
怖
を
投
げ
か
け
て
い
る
が
、
他
に
一
者
は
、
帝
国
主
義
は

「
農
業
地
域
を
漱

と
し
て
い
る
。
米
帝
と
の
経
済
的

矛
盾

一
る
」

一
定
の
政
策
だ
と
し
た
カ
ウ
ン
キ

の
よ
り

一
層
の
深
刻
化
は
、
沖
縄
人
民

一
‐
の
主
張
に
対
し
、
帝
国
主
場
は

「
対

に
対
す
る
円
切
り
上
げ
な
ど
に
よ
る
直

一
外
一政
策
の
体
制
」
と
し
た
も
の
で
あ
る

接
的
な
経
済
的
打
撃
や
、
国
内
下
層
労

一
　

「
体
制
関
矛
盾
」
論
ま
で
あ
と

一
歩

働
者
人
民

へ
の
矛
盾
の
蓄
積
等
の
よ
り

一
の
危
機
論
の
修
正
を
行
な

っ
て
い
る
●

一
用
の
擦
取
、
収
奪
の
強
化
を
も
た
ら

一
。
あ

「
国
際
反
革
命
体
制
」
論
と
ぃ
ぅ

せ
て
い
る
。
」
「と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
一死
ん
だ
績
象
は
、
第
ニ
イ
ン
タ
ー

，
シ

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、　
一
ョ
ナ
ル
の
思
想
的
混
乱
を
反
復
す
う
０

効
に
対
処
し
き
れ
て
い
な
い
日
本
左
蒸

一　

彼
ら
は
帝
国
主
義
者
の
意
志
、

，

‐治

戦
線
の
弱
さ
で
あ
る
。
」

（
Ｐ
８
）
　

一
的
傾
向
を
、
そ
の
経
済
的
基
礎
０
分
析

政
策
の
体
系
と
見
、
政
治
的
諸
形
態

に

対
す
る
経
済
的
諸
条
件
内
容
の
関
係
を

生
産
手
段
の
独
占
者

へ
の
労
働
者
の
経

済
的
隷
従
を
根
底

に
す
る
資
本
主
義
生

産
様
式

に
お
け
る
階
級
支

配
の
実
体
、

両
階
級
の
経
済
的
地
位
の
相
違
か
ら
も

た
ら
さ
れ
る
政
治
的
同
権
の
援
制

へ
の

転
化
、
そ
し
て
国
家
及
び
民
主
主
義
の

階
級
的
性
格
を
忘
れ
た
民
主
主
義
者
と

し
て
、

「
抑
圧
」

「
系
統
的
な
搾
取
と

収
奪
を
実
現
」
と
し
て
資

本
主
義
生
産

様
式
の
結
結
果
を
潟
乱
し
て
招
提
す
る

そ
し
て
、
こ
の
場
合

に
も
、
プ

ロ
レ

タ
リ

ア
ー
ト
は
単
な
る
圧
力
団
体
Ｌ
し

て
し
か
把
え
ら
れ
て
い
ず
、
帝
国
主
義

国
家
権
力
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
、

全
体
の
階
級
闘
争
の
利
益
で
あ
り
、

「

日
本
社
会
主
義
革
命

」
の
課
題
で
あ
り

暴
力
車
請

で
あ
る
と
し
て
、
単

一
の
世

界
プ

ロ
独
、
国
際
非
合
法
党
建
設
を
中

心
環
と
す
る
遊
撃
戦

・
革
命
戦
争
の
政

治
的
組
織
的
任
務
を
、
日
常
的
な
民
主

主
義
的
諸
閾
争

一
経
済
闘
争
の
利
益
に

低
め
、
業
化
す
る
転
倒
を
果
す
の
で
あ

る
。

「
反
革
命
体
制
の
再
編

・
強
化
」
論

と
し
て
、
諸
機
構

ｏ
諸
体
制
を
分
析
す

る

こ
と
は
、
階
級
対
立

・
階
層
分
化
の

統
合

一
般
に
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁
を
解

消
し
、
民
主
主
義
を
美
化
す
る
こ
と
に

し
か
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
党
を
階
級
に
解
消
し
、
党

と
階
級
関
争
を
政
府
政
治
形
態

へ
解
消

す
る
も
の
で
あ
る
。
国
際
階
級
開
争
―

国
際
的
党
派
闘
争
の
諸
条
件
を
、
帝
国

主
義
の

「
体
制
」
に
対
す
る
間
争
に
歪

由
し
た
上
で
の

「
国
際
主
義
」
論
議
は

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
経
済
的
解
放
を

大

目
的
と
す
る
革
命
戦
争

へ
と
労
働
者

階
級
を
組
織
す
る

こ
と
に
は
な
ら
ず
、

国
際
非
合
法
党
建
設
に
結
実
す
る
こ
と

に
は
決
し
て
な
ら
な
い
。
当
然

に
も
彼

等
は
ソ
連
社
会
帝
国
主
義

に
対
す
る
隋

際
党
派
闘
争
の
観
点
を
放
棄
す
る
結
果

と
し
て
、
現
在
の
中
国
共
産
党
党
内
闘

争
を
も
充
分
に
評
価
で
き
ず
、
日
共
の

自
主
独
立

ｏ
国
際
反
帝
続

一
戦
線
論
Ｌ

同
じ
地
平
か
ら
大
国
主
義
反
対
を
叫
ぶ

・

こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
抑
圧

．

馘
醸
］
“
摯
嘩
れ
蟻
一
】
彙
趣
摯
崚
級

一

（彼
等
は
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
の

「
革
命

的
潮
流
の
勝
利
」
を
持
ち
上
け
て
い
る

け
れ
ど
も
、
我

々
は
イ
ン
ド
シ
ナ
民
族

解
放
戦
争
と
真

に
連
帝
す
る
た
め
に
は

「
革
命
的
潮
流
の
勝
利
」
に
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
の
弱
点
を

同
志
的
に
批
判
す
る
態
度

が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
な
せ
な
ら
ベ
ト
ナ
ム
労

働
党
は
、
中

ソ
論
争
に
対
す
る
自
主
独

立
の
立
場
、
三
．フ
ロ
ッ
タ
階
級
閲
争
の

合
流
革
命
論
の
立
場
か
ら
、

イ
ン
ド
シ

ナ
民
族
解
放
戦
争
を
闘

っ
て
お
り
、
こ

の
立
場
に
よ

っ
て
彼
等
は
日

●
仏

●
伊

共
産
党
の
如
き
帝
国
主
義
国
共
産
党
の

反
動
的

自
主
独
立
論
に
対
す
る
警
戒
心

を
欠
落

さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
か

ら
で
あ
る
。
彼
等

の
こ
の
立
場
は
彼
等

が
置
か
れ
て
い
る
困
難
な
国
際
的
環
境

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
我

々
は
そ
の
こ

と
を
自
ら
の
責
任
を
も
含
め
て
充
分

に

理
解

し
う
る
。
だ
か
ら
こ
そ
我
々
は
抑

圧
民
族
内
の
共
産
主
義
者
と
し
て
も
、

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
国
際
的
利
益
の

た
め
に
も
国
際
非
合
法
党
と
し
て
自
ら

を
つ
く
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
り
、
民
族
解
放
戦
争
に
対
す
る
支

持
支
援
の
態
度
表
明
運
動
を
越
え
て
、

帝
国
主
義
の
侵
略

・
反
革
命
戦
争
を
革

命
戦
争
に
よ

っ
て
打
ち
破
ら
な
け
れ
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
）

一
一

一
峙
一
」
一
一
一
一
一
¨
一
』
一
¨

一
日
本
の
武
襲
闘
争
を
語
る
。
大
衆
運
動

．
を
も

っ
て
、
革
命
党
の
政
治
的
任
務
を

明
ら
か
に
し
、
椒
撻
す
る
も
の
と
考
え

ず
、
大
衆
運
動
の
急
進
民
主
主
義
的
展

開
に
よ

っ
て
革
命
戦
争
派
の
任
務
が
免

除
さ
れ
る
か
の
如
く
思
い
こ
み
、
民
主

主
義
的
諸
聞
争

ｏ
経
済
闘
争
を
革
命
戦

争
に
従
属
さ
せ
利
用
す
る
の
で
は
な
く

原
則

に
ま
で
美
化
し
、
ス

コ
ラ
論
議
を

「
戦
略
的
」

「
民
主
的
」
に
く
り
広
げ

「
ど
の
階
級

・
用
に
依
拠
す
る
か
」

「

帝
国
主
義
の
思
恵
を
主
要
に
受
け
て

い

な
い
階
級
」
と
い
っ
た
個
人
的

（
文
字

通
り
）
組
織
相
を
も

っ
て
、
言
葉
だ
け

で
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
語
る
こ
と
が

統

一
戦
線
の
階
級
的
構
成
か
ら
統

一
戦

線
に
よ

っ
て
達
成
さ
れ
る
政
治
的
任
務

＝
社
会
主
義
革
命
を
展
望
す
る
と
い
う

一
¨
中

一
一
一
一
一
¨
一
一
一

一

一

り
閉

い
て
き
た
地
平
を
清
算
し
、

「
薇

一
民
民
主
主
義
路
線

へ
引
き
す
り
込
む
こ

抑
圧
人
民
大
衆

」
に
立
脚
し
、
諸
矛
盾

一
と
。

「
共
産
主
義
と
民
主
主
義

の
結
合

の
解
決
と
し
て
革
命
の
目
的
と
戦
術
、　
一
」
と
し
て
前
者
を
後
者
に
低
め
、
後
者

組
織
に
対
す
る
急
進
民
主
主
義
的
立
場

一
を
業
化
し
、

「
最
小
限
編
領

」
と
し
て

６９
‐
７２
年
の
遊
撃
戦

・
革
命
戦
争
の
切

一
左
蒸
を
日
共
――
社
会
帝
国
主
義
者
の
人

混
乱
と
分
散
を
上
場

」
と
称
し
て
、
ブ

一
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ

ョ
ン
大
衆
機
関
で
行

を
美
化

す
る
こ
と
。

「
革
命
的
左
翠
の

一
業
化
す
る
こ
と
―
―

こ
れ
ら
総
体
を
デ

「
政
府
問
題
」

「
正
滉
の
攻
四
」
な
る

一
一
派
の

「
沼
地
」
で
あ
る
。
そ
れ
自
体

合
法
党

ｏ
紬
胞
建
設
を
語
り
、
革
命
的

一
が
潟
乱
の
産
物
で
あ
る
。

③
　
解
党
派
同
気
相
求
め
る

―
蜂
火

一
派
と
８

・
２５

共
闘
―
純
粋
民
主
主
義

の
お
喋
り
の
大
洪
水

ル
シ

ョ
ア
ジ
ー
の
分
断
支
配

に
対
す
る

一
な
う
こ
と
、
こ
れ
が
四
派
共
凹
、
雄
火

爆
火

一
派
は
、
最
近
こ
う
言

っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
動
力
、
友
は
誰
か
。

（新
し
い
社
会
の

い
く
の
か

（革
命
の
性
質
）
革
命
の
原

「
日
帝
の
ア
ジ
ア
ヘ
の
侵
略
反
革
命

一
担

い
手
は
離
か
）
と
の
様
な
回
路
を

ヘ

の
直
接
的
乗
つ
出
し
は
、

・
‥

従

っ
て

一
て
こ
の
原
動
力
が
友
を
結
束
し
敵
を
孤

ベ
ト
ナ
ム
革
命
戦
争
勝
利
は
、
日
帝
の

一
立

さ
せ
革
命
を
達
成
す
る
の
か
。

（
最

使
略
反
革
命
紛
砕
と
同
質
の
も
の
と
し

一
小
限
細
領
）
当
面
は
何
を
基
『
に
雛
と

中
―
朝
―
イ
ン
ド
ン
ナ
人
民
と
日
本
人

一
し
て
革
命
勢
力
の
と
る
開
争
形
態
は
ど

て
し
か
実
現
で
き
ず
、
よ

っ
て
こ
こ
に

一
団
結
す
る
の
か

（統

一
戦
線
続
領
）
そ

民
の
革
命
的
結
合
の
必
然
性
が
存
在

し

一
の
様
な
も
の
で
あ
る
の
か
」

（
Ｐ
Ｈ
）

て
い
る
。
」

（
外
火
Ｎ
０
２
８
０
）
　

一
　

社
会
主
犠
尊
命
、
世
界
プ

ロ
独
を
単

助
走
兵
＝
難
火
一
派
に
は
、
も
は
や
一
な
る

「前
控
」
と
し
た
彼
ら
は
、

「資

「
国
際
主
義
」
の
名
を
か
た
り
な
が
ら

一
本
主
義
批
判
と
国
家
を
巡
る
諸
階
級
の

平
和
的
民
族
共
産
主
義

へ
と
純
化
し
、　
一
相
互
関
係
」
と
言
う
こ
と
に
よ

っ
て
民

帝
国
主
義
業
化
の
危
機
論
の
修
正
ｔ
つ
一
主
主
義
者
た
る
案
を
示
し
て
く
れ
、
諸

く
修
正
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

一
階
級
の
矛
盾
の
解
決
と
し
て
階
級
協
調

あ
る
。
そ
れ
も
、
民
族
解
放
戦
争
に
援

一
を
説
き
、
こ
の

「
革
命
」
を
達
成

（
？

助
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
は
闘
え
な
い
と

一
）
す
る
の
が
最
小
限
綱
領
だ
と
い
う
。

言
う
わ
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

「
今
や
世
界
同
時
革
命
の
抽
象
的
ベ

脱
走
兵
＝
烙
火

一
派
の
デ
モ
ン
ス
ト

一
―
ル
を
は
き
と
り
世
界
革
命
の

一
環
と

戦
争
派
の
主
体
的
総
括
」
は
、
わ
れ
わ

一
段
階
に
到
達
し
た
。
即
ち
日
本
革
命
の

れ
の
主
張
の
正
し
さ
を
証
明
し
て
く
れ

一
戦
略

ｏ
戦
術
を
」

（
Ｐ
ｌ８
）
ｏ

こ
の
見

る
。

（
「
赤
報
」
６
号
参
照
）
　

　

　

一
解
は
、
第

一
次
ブ
ン
ド
ヘ
の
回
用
に
す

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
、
臓
走
兵
＝

一
き
な
い
。
さ
ら
に
、

「
こ
の
統

一
戦
線

烙
火

一
派
と
８

●
％

共
囲
四
派
の
純
粋

一
を
構
成
す
る
詰
階
級

・
用
の
当
面
す
る

民
主
主
義
の
思
想
の
融
合
を
引
証
し
て

一
共
通
綱
領
を
各
階
級

・
層
の
社
会
主
義

レ
ー
シ
ョ
ン
機
関
へ
の
逃
亡
、

「蜂
起

一
し
て
の
日
本
革
命
の
内
実
を
発
見
す
る

お

こ
う

。
①
綱
領
の
形
式

に
つ
い
て
の

混
乱

▼
赤
字
派
都
委
員
会

「
再
牛
」
Ｎ
０
４

「
社
会
の
性
質
と
、
社
会
各
階
級
を

具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
、

（資
本
主

義
批
判
と
国
家
を
巡
る
話
階
級
の
相
互

関
係
¨
）
そ
の
上
で
革
命
に
よ

っ
て
だ

れ
を
打
倒
し
諸
織
級

の
何
を
解
決
し
て

革
命

へ
む
け
た
最
小
限
綱
領
」

（
Ｐ
ｌ９

）
な
ど
と
言

っ
て
、
難
火

一
派
の
主
張

を
オ
オ
ム
返
し
に
し
て
い
る
。

▼
レ
ー

ニ
ン
研

「
ボ
ル
迦
」
特
刷
版

「
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
社
会
主
義
革
命
た

る
日
本
革
命
の
細
領
に
お
い
て
も
、
そ

の
形
式
は
、
最
大
限
網
領
―
最
小
限
線

領
の
形
式
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
Ｌ

二
段
階
革
命
の
場
合
に
の
み
、
最
大
限

綱
領
の
形
式
を
と
る
と
い
う
考
え
は
誤

り
で
あ
り
、
実
験
的

に
は
有
審
で
あ
る

と

い
う
こ
と
。
」

（
Ｐ
４

）
彼

ら
は

「

最
大
限
綱
領
主
義
」
＝
偏
向
と
し
て
最

う
主
体
と
、
統

一
戦
線
を
構
成
す
る
各

階
級
の
何
を
解
決
す
る
の
か
を
具
体
的

に
さ
し
し
め
し
た
も
の
」

（
同
Ｐ
ａ

）

調
ゆ
る
情
勢
分
析
―
矛
盾
の
解
決
だ

と
い
う
わ
け
だ
。

「
三
種
の
軍
隊
」
の

転
落

コ
ー

メ
を
描
く

，

）
レ
ー

ニ
ン
研

「
ボ
ル
迪
」

ヽ

７
、

「
革
命
の
対
象

（
故
）
が
何
で
あ
り

革
命
勢
力

（我
）
が
何
で
あ
り
、
革
命

の
方
法
が
ど
う
で
あ
る
か
を
全
人
民
の

前

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」

（
Ｐ
８４
）

調
ゆ
る
敵

・
味
方
論
、
革
命

の

コ
ー

ス
の
見
取
図
が
綿
領
だ
と

い
う
わ
け
。

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
解
党
派
的
焼
き
な

一「ぃ民主主義に

対
す
る
態
度

に
つ
い
て
の

混
乱

▼
赤
軍
派
都
委
員
会

「
再
生
」

Ｍ

４

「
民
主
主
義
は
共
産
主
義
を
内
包
し

あ
る
歴
史
的
発
展
段
階
で
民
主
主
義
は

共
産
主
義
を
外
化
し
、

つ
い
に
は
民
主

主
義
は
共
産
主
義
に
よ

っ
て
止
錫

さ
れ

る
。
」
こ
の
よ
う
な
過
程
的
弁
証
法
に

よ

っ
て
は
、
何
事
も
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
。　
″
一
ナ
ギ
は
チ

ョ
ウ

を
内
包
し
、
あ
る
歴
史
的
発
展
段
階
で

サ
ナ
ギ
は
チ

ョ
ウ

を
外
化
し
、

つ
い
に

は
サ
ナ
ギ
は
チ

ョ
ウ

に
よ

っ
て
上
場
さ

れ
る
″
。
藷
一君
、
何

か
分
り
ま
し
た
か

ね
。
こ
れ
は
う
え
の
君
得
意
の
イ
モ
ム

シ
弁
証
法
だ
が
、
そ
の
欠
陥
は
同
時

に

並
存
し
て
い
る
対
立
物
の
闘
争
に
つ
い

て
明
ら
か
に
出
来
な
い
こ
と
に
あ
る
。

「
中
国
の
文
化
大
革
命

ｏ
キ

ュ
ー

パ

・

北
朝
鮮
等

々
の
経
済
に
よ
れ
ば

‥
‥
民

主
主
義
の
内
実
を
た
え
ず
発
展
さ
せ
、

つ
い
に
は
共
産
主
義
の
政
治
社
会
制
度

へ
と
止
揚
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
う
る

の
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で
あ
る
」

す
な
わ
ら
民
主
主
義
の
止
揚
と
し
て
の

共
産
主
議

＝
無
政
府
〓
葉
。
ブ

ル
ー
ド

ン
と
の
温
交
物
。
　
　

　
　

　

　
　

　

一

「
民
主
主
義
の
尺
度
と
い
う
も
の
は

‥
‥
ど
れ
ほ
ど
大
衆
的
で
あ
り
、
ど
れ

は
ど
解
放
的
で
あ
る
か
と
い
う
こ
Ｌ
で

あ
る
。
」

（
Ｐ
”

）

/

111●
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「
ゴ
ル
シ

ョ
ア
シ
ー
に
民
主
主
義
が

あ
れ
ば
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
人
民
に
は

な
く
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
人
民

に
民

主
主
義
が
あ
れ
ば
ブ
ル
シ
ョ
ア
メ
ー
に

は
な
い
」
民
主
主
義
Ｌ
は

，
ル
ジ

ョ
ア

階
級
の
独
裁
で
あ
る
Ｌ

い
う
風
に
言

い

た
ま
え
。
君
も
曰
共
に
な
ら

っ
て
、
独

裁
と

い
う
用
語
の
使
用
を
恐
れ
て

い
る

の
か
ね
。

「
民
主
主
義
と
い
う
概
念
も

階
級
概
念
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
」

「
当
初
「
本
人
民
の
民
主
主
義
運
動

は
プ
ル
シ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
両
者
の
性
格
を
内
包
し
た
も
の

と
し
て
登
場
し
て
い
た
が
、
し
か
し
次

第

に
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
性
格
を
す
て
去
リ

そ
れ
と
敵
対
し
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
的

性
格

を
明
確
に
し
て
い

っ
て
い
る
こ
と
、
同

時

に

‥
‥
大
棄
運
動
が
高
場
す
れ
ば
民

主
主
義
の
内
実
は
よ
り
大
衆
的
な
も
の

よ
り
進
歩
的

な
も
の
を
追
求
す
る
よ
う

に
な
り
」

（
Ｐ
２
）
は

っ
は

っ
は
′

「
現
在
の
革
命
的
な
大
来
運
動
の
カ

の
秘
密
は
社
会
主
義
と
民
主
主
義
を
結

合

さ
せ
て
い
る
事
に
あ
る
。
そ
れ
を
統

一
し
て
い
る
事
に
あ
る
。
」

（
同
）

立
派

と
し
か
言

い
よ
う
の
な
い
民
主

主
義
議
綸
。
そ
れ
も
、

「
思
想
方
法

に

お
け
る
弁
証
的
唯
物
論
を
確
立
す
る
こ

と
に
つ
い
て
」

（
Ｐ
％

）
述

べ
る
の
だ

か
ら
。
社
会
主
ヽ
と
民
主
主
義
の
結
合

及
び
統

一
す
な
つ
ち
、
前
堵
を
後
者

に

低
め
、
後
青
の
美
化
↓
社
会

民
主
主
義

こ
の
て
と
を
、
イ
モ
ム
シ
弁
証
法
で
合

理
化
し
て
い
る
。

「
革
命
的
大
衆
運
動

」
に
よ
る
攻
撃
型
階
級
間
争
論
の

「
再

生
」
も
来
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
日
共

の
議
会
主
義

に
よ
る
人
民
民
主
主
義
革

命
略
線
は
８

●
ル
共
間
の
大
衆
運
動

に

よ

っ
て
尻
押
し
さ
れ
る
と

い
う
わ
け
だ

▼
レ
ー

ニ
ン
研

「
ボ
ル
通
」
特
刷
号

「
政
治
闘
争
と
は
、
労
働
者
が
普
通

的
な
社
会
的
強
制
力
を
持
つ
た
め
の
闘

争
、
即
ち
、
陛
細
■
職
０
組
式

を
め
く

る
関
争
、
自
由
と
諸
権
利
、
民
主
主
義

を
め
く
る
闘
争
な
の
で
あ
る
」
（
Ｐ
６
）

「
民
主
主
義
を
め
く
る
」
関
争
が
す

べ
て
で
終
局
目
標
は
無
と
い
う
わ
け
。

以
上

こ
こ
ま
で
の
①
編
領
の
形
式
②

綱
領
そ
の
も
の
③
民
主
主
義

に
対
す
る

態
度
に
つ
い
て
の
８

●
ル
共
関
の
混
乱

に
つ
い
て
は
、
赤
報
６
号

一
面
論
文

・

蜂
火

一
派
の
最
小
限
綱
領

に
つ
い
て
の

批
判
の
中
で
、
批
判
し
つ
く
さ
れ
て
い

る
。

④
戦
術
と
組
織

に
つ
い
て
の

混
乱

▼
赤
軍
派
都
委
員
会

「
再
生
」
Ｎ
ｏ
４

「
正
規
の
攻
田
」

「
全
人
民
的
政
治

閃
争
と
は
権
力
問
題
で
あ
り
、
全
市
的

政
治
暴
露
は
党
が
提
起
す
る
権
力
問
題

」

「権
力
問
題
の
党
」

（
「
武
装
蜂
起

の
党
」

（
Ｐ
ｌ２
）
＝
急
進
民
主
党
。
）

「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
　
　
資
本

主
義

の
矛
盾
の
中
か
ら
で
て
く
る
」
、

（
Ｐ
Ｂ
）
そ
う
′
君
自
身
が
矛
盾
だ
か

ら
。

「
統

一
戦
線
政
策
」

「
三
種
の
軍
隊

筵
設
」

「
権
力
奮
取

（
餃
壊
）
と
権
力

樹
立

（建
設
）
が

一
桐

二
重
の
過
程
と

「
ベ
ト
ナ
ム
人
民
と
共
通
の
敵
を
倒

す
た
め
の
共
通
の
統

一
戦
線
の
中
で
間

っ
て
の
み
日
本
革
命
の
達
成
可
能

一

帝
統

一
戦
線
の

一
翠
と
し
て
の
階
級
的

労
働
運
動
の
班
平
さ
ん
、
非
合
法
党
建

設
、
戦
撃
口
の
杏
定
か
ら
、

ス
タ
ー
リ

ン
主
義
党
蘊
識
論
＝
経
営
細
胞
論
に
業

り
渡

さ
れ
た
。

い
や
は
や
′
経
済
闘
争

ｏ
民
主
主
義

の
徹
底
化

に
よ
る
押
取
の
廃
絶
だ
と
は

（
と
こ
ろ
で
古
川
君
は
な
ぜ

「
作
取

」

だ
け
問
題
に
し
て
、
労
働
者
階
級
の
資

本
家
階
級
に
対
す
る
経
済
的
隷
属
の
総

体
を
間
題

に
し
な
い
の
か
？
）
カ
ウ

ツ

キ
ー
、

ス
タ
ー
リ
ン
の
純
枠
民
主
主
義

思
想
ま
る
写
し
た
。
た
だ
、
実
力
闘
争

―
民
主
主
義
闘
争
、
改
良
闘
争
の
徹
底

化
と

い
う
運
動
が
す
べ
て
で
終
局
目
標

は
無
。

今

や
、
急
進
民
主
党
な
る
８

一
め

共

闘
は
、
暁
走
兵

の
思
想
と
融
合
す
る

こ

と

に
よ

っ
て
解
党
主
義
と
純
粋
民
主
主

今
日
、
電
車

の
中
で

マ
ラ
ツ
ン
を
し

て
い
る
合
法
デ

モ
ン
ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン

機
関
１
８

０
わ

共
聞
の
急
進
民
主
主
義

者

（
か

っ
て
武
装
関
争
を
担

っ
た
こ
と

の
あ
る
部
分
を
合
め
て
）
の
諸
君
に
対

し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
い
く

つ
か
感
謝
す

べ
き
理
由
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

第

一
に
、
わ
が
Ｒ
Ｃ
と
遊
撃
戦
か
ら

集
団
腸
走
し
、
社
会
帝
国
主
義
に
屈
服

し
、
社
帝
と
の

二
重
権
力
状
態
を
自

己

目
的
化
、
合
法
党

・
細
胞
建
設
●
称
え

自
然
発
生
的
武
緯

炸
起
を
夢
み
る
こ
と

と
し
て
共
産
同
１
１２

・
‐８
鵡
線
の
湾
算

○
　
結
論
。
蜂
火

一
派
の

道
か
、
我
々
の
道
か

義
の
お
喋
り
の

一
大

洪
水
と
化
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
８

●
あ
共
関

が
、
す
で
に
自
壊
し
始
め
て
い
る
根
拠

の

一
つ
を
形
成
し
て

い
る
。
革
命
的
労

働
者
、
人
民
は
、
も
は
や
、
こ
の
正
休

を
見
失
な
わ
な

い
で
あ
ろ
う
し
、
今
後

は
、
反
面
教
師
と
し
て
こ
の
沼
地
か
ら

学
ふ

こ
と
に
習
熟
す
る
で
あ
ろ
う
。

「
ど
う
か
諸
君
、
そ
の
手
を
は
な
し

て
く
れ
た
ま
え
、
そ
し
て
我
々
を
沼
地

に
引
き
込
む
こ
と
を
や
め
て
く
れ
た
ま

え
。

」

作
業

を
進
め
て
い
た
純
粋
民
主
主
義
的

お
喋
り
屋
＝
峰
火

一
派
を
合
法
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
大
衆
機
関

へ
逃
亡
せ

し
め
、

「
旗
ざ
お
行
進
」
＝
合
法
デ

モ

ン
ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン

・
反
戦
平
和
反
政

府
闘
争
の
古
巣
に
回
帰
す
る
道
を
開
い

て
や
り
、
爆
火

一
派
を
、
完
全
な
小
ブ

ル
民
主
主
義
者

へ
最
終
的

に
転
身
せ
し

め
、
権
力
問
題
、
組
織
間
顔
に
対
す
る

日
和
見
主
議
に
端
を
発
し
、
遊
撃
戦
、

非
合
法
党
建
設
か
ら
逃
亡
し
た
解
党
主

義
＝
純
粋
民
主
主
義
の
真
の
意
義
を
、

生
き
た
実
例
に
よ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が

全
労
働
者
人
民
に
立
証
し
、
烙
火

一
派

を
反
面
教
師
と
し
て
、
労
働
者
人
民
を

遊
撃
戦
、
非
合
法
党
建
設

に
組
織
す
る

の
を
、
助
け
て
く
れ
た
こ
と
。

第

二
に
解
党
主
義

ｏ
日
和
見
主
義
と

し
て
純
化
さ
れ
た
蜂
火

一
派

の
主
張
を

８

●
ら
共
闘
が
ま
た
ま
た
と
り
入
れ
た

こ
と

に
よ

っ
て
、
い
よ
い
よ
こ
の
オ
ー

ケ

ス
ト
ラ
の
な
り
わ
た
る

「
泥
沼
」
の

中

に
は
何
も
な

い
と
い
う
こ
と
を
は

っ

き
り
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
。

第

二
に
、
過
去
に
お
い
て
、
社
会
帝

国
主
義
―

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
領
袖
と

す
る
人
民
民
主
主
義
派
、
純
粋
民
主
主

義

に
よ
る

「
社
会
主
義
」
が
多
く
あ

っ

た
し
、
今
も
あ
る
中
で
、
新
し
い
純
粋

民
主
主
義
的
傾
向
の
混
乱
は
、
明
ら
か

な

一
歩
前
進
で
あ

っ
た
こ
と
。
今
で
は

小
ブ

ル
民
主
主
義
者
の
菓
の
姿
を
労
働

者

に

一
目
瞭
然
と
示
し
、
新
し
い
イ
ン

タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ー
国
際
非
合
法
党
と

遊
撃
職
の
必
要
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
極
め
て
容
易
だ
し
、
民
主
主
義
の
戦

士
か
共
産
主
義

の
戦
士
か
、
ど
ち
ら
か

の
立
場
に
自
分
の
立
場
を
は

っ
き
り
定

め
る
よ
う
小
ブ

ル
シ

ョ
ア

・
学
生

・
農

民
に
呼
ひ
か
け
る
こ
と
も
極
め
て
簡
単

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
中
間
的
な
理
論
と

党
派
は
こ
の
対
立
物
の
発
自

に
よ

っ
て

れ一一̈̈
一一一一一一̈け一一一 「

反
米
反
軍
統

一
戦
線

に
よ

っ
て
じ

一　
　
一
資
本
主
義
的
搾
取
の
結
果
Λ

，
Ｖ

主
義
革
命
を
展
望
す
る
」

（
Ｐ
ｌ９
）
　

一
求
の
た
め
の
Λ

，
Ｖ
聞
争

（
　
　
）
は

「
人
民
の
民
主
主
義
の
為
の
関

い
の

一
搾
取
の
廃
絶
Λ
′
Ｖ
に
ま
で
進
は
な
け

先
頭
」
に
立
つ
こ
せ

（
Ｐ
ｌ９
）
ヽ
要
す

一
れ
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

る
に

「
軍
事
力
学
主
義
―
テ

ロ
リ
ズ
ム
一
手
段
と
し
て
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
樹

―
人
衆
運
軌
か
ら
の
召
退
」
蜀
判
、

「
一
立
す
る
一
め
に
Λ
は

っ
は

一
籠
７
一

っ

革
命
的
人
衆
運
動
」
＝
デ
モ
ン
ス
ト
レ
一
き
り
言
一
一
ま
え
。
一て
の

，
Ｓ
り
で
、

―

シ

ョ
ン
ヘ
の
意
味
付
与
で
満
ち
あ
ふ

一
と
。
Ｖ
、
社
会
革
命
に
先
行
し
な
け
れ

れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
統

一
戦
繰
の
中

一
は
な

ら
な

い
政
治
革
命
Λ
？
Ｖ
の
た
め
一

か
ら
党
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。　
　
　
一に
Λ
民
■
主
義
者
の
た
め
ｔ
、
だ
。
Ｖ

日
共

――
社
会
帝
国
主
義
者
の
情
薬
の

一
労
働
者
の
開
い

（経
済
闘

，
）
は
、

憎

階
級
的
労
働
運
動
の
腱
」

（
こ
の
同
じ

一
」
が
ぁ
る
。
し
か
し
古
川
君
、
君
の
政

試
み
は
、
峰
火

一
派
で
は
、

「
共
産
同

一
治
閾
争
は
民
主
主
義
闘
争
で
ぁ
っ
た
。

・
階
級
的
労
働
運
動
の
総
括
と
飛
躍
の

一
社
会
主
義
協
会
も
顔
負
け
す
る
ほ
ど
の

課
題
」
―
寿
火
２
７
９
●
２
８
０
号
）

一
経
済
主
義
者
よ
′
ゾ
」

（
Λ
　
Ｖ
内
は

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
反

一
わ
れ
わ
れ
）

成
さ
れ
る
政
治
的
任
筋
は
す
で
に
社
会
一
に
対
す
る
労
働
者
の
切
実
な
社
会
的
要

相」「］い，“つ庫一““一裁は一　　　人「」」粧̈
〓」”晰岬一‐「一　　　萌中舞請けな一【け融喘御一　　　一̈
申華詢紳は魏誅碑「た

他
の
合
法
政
党
の
民
主
主
義
一
一
織
原
一
　
　
　
筆
者
）
が
革
命
左
凛
の
良
き
作

一　
　
　
解
決
す
べ
き
な
の
で
あ
り
、
こ
一　
　
　
か
ら
こ
こ
で
、
渡
辺
君
の
総
括

一̈̈̈
』̈̈̈̈
一一「一し́アァの一̈

て
い
る
ま
し
め
な
活
動
家
諸
君
を
も
含

め
て
、
す

べ
て
の
先
進
的
労
働
者

ｏ
学

生
は
こ
の

二
つ
の
道
の
と
ち
ら
か
を
選

は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
民
主
的
諸
要

求
に
よ
る
自
然
発
生
的
蜂

起
待
望
、
人

民
戦
線
派
と
の

二
重
権
力
の
自
己
目
的

化
に
よ

っ
て
、
八
派
の
諸
々
の
破
片
を

か
き
集
め
、
民
族
解
放
戦
争
に
対
す
る

支
持

・
支
援
の
態
度
表
明
運
動
、
反
戦

平
和
闘
争
、
反
政
府

運
動

へ
回
帰
し
、

純
粋
民
主
主
義
釣

お
喋
り
に
よ

っ
て
、

日
共
＝
社
会
帝
国
主
義
の
人
民
民
主
主

義
路
線

へ
屈
服
す
る
道
。
こ
れ
は
烙
火

一
派
の
道
で
あ
る
。

共
産
主
義
的
要
求

に
よ
る
遊
撃
戦
と

国
際
非
合
法
党
建
設
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
経
済
的
解
放
を
大
目
的
と
し
て

の
偉
大
な
義
務
と
し
て
の
世
界
プ

ロ
レ

タ
リ
ア
独
裁
樹
立

に
む
け
世
界
革
命
戦

争
の
機
関
と
し
て
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁

権
力
を
遊
撃
戦
と
し
て
の
革
命
戦
争
の

発
展
の
結
果
た
る
武
装
藤
起
の
勝
利
に

よ

っ
て
樹
立
す
る
共
産
主
義
革
命
。

コ

ミ
ン
テ
ル
ン
綿
領
を
粉
砕
す
る
新
た
な

イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
綱
領

へ
進
み
、

自
共
の
人
民
民
主
主
義
路
線
を
粉
砕
す

君
が
、

「
人
民
内
部
の
矛
盾
を

‥
　
」

一
る
。

わ
れ
は
こ
の
方

法
を
、
党
外
に
も
お
し

一
で
あ
る
。

毛
沢
東
思
想
を
、

「
マ
ル
ク
ス

・
レ

一
に
し
よ
う
。

ア
ー
ト
の
世
界
独
裁
の
た
め
の
、
賃
労

働
制
の
廃
止
＝
共
産
主
義
的
要
求
の
た

め
の
闘
争
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
と
行
動

を
と
も
に
す
る
で
あ
ろ
う

。

注
―
爆
火

一
派
の

「
最
小
限
網
領

」
に

つ
い
て
は
、

「
赤
報
」
６
号

に
詳
述
さ

れ
て
い
る
。
読
者
諸
氏
は
、
同
紙

を
参

照
し
な
が
ら
、
以
上
の
、
主

に
赤
軍
派

都
委
員
会
、

レ
ー

ニ
ン
研
の
純
粋
民
主

主
義
鳳
縞

へ
の
融
合
●
検
証
し
て
い
た

だ
き
た

い
。

な
お
、

八

・
二
五
共
凹
四
派
の
う
ち

「
解
放
委
員
会
」
及
び

「
赤
色
戦
線
」

に
関
し
て
は
、
い
ま
、
こ
こ
で
と
り
あ

げ
る
必
要
も
な
い
の
で
ふ
れ
な
か

っ
た

彼
ら
の
八

・
二
五
共
関
の
美
化
こ
そ
、

最
も
こ

っ
け
い
な
も
の
で
あ
る
が
。

そ
れ
は
ま
た
、
前
の
あ
や
ま
り
を
後
の

一
想
の
提
出
さ
れ
た
社
会
的

歴
史
的
背
景

い
ま
し
め
と
し
、
病
を
な
お
し
て
人
を

一
と
の
関
連
に
お
い
て
、
そ
の
条
件
と
成

救

う
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
わ
れ

一
果
を
具
体
的

に
み
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要

ひ
ろ
め
た
。
」

（
「
毛
沢
東
著
作
選
」

一
　

こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
確
認
し
た

験
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
団
結
―
批
判
―

一
を
持

つ

一
つ
の
思
想
か
ら
、
実
践
上
の

団
結
と

い
う
公
式
を
さ
が
し
あ
て
た
。　
一
教
酬
を
く
み
と
る
た
め

に
は
、
そ
の
思

先

に
引
用
し
た
渡
辺
君
の

「
銃
撃
戦

一
「
人
民
内
部
の
矛
盾
を

‥
‥
」

に
つ
き

て
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
の

一
矛
盾
を
　
　
」
が
、
革
命
党
の

「
組
織

北
京
外
文
出
版
社
発
行
、
Ｐ
六

一
八
）

一
上
で
、
し
ば
ら
く
我
々
も
、
毛
沢
東
の

と
粛
清
」
に
対
す
る
総
括
と
見
比
ら

べ

一
あ
い
、
は
た
し
て
こ
の

「
人
民
内
部
の

「
人
民
内
部
の
矛
盾
を

‥
‥
」
の
こ
の

一
原
則
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で

な

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
か
ら
順
を
追

っ
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と

箇
所
が
、
渡

辺
君
の
総
活
の
虎
の
巻
と

一
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
は
じ
め

―
ニ
ン
主
義
の
最
高
峰
」
と
し
て
認
め

一　
周
知
の
よ
う
に

「
人
ヽ
内
部
の
矛
盾

自
ら
毛
沢
東
主
義
者
を
自
認
す
る
渡
辺

一
を
　
　
」
は
次
の
様

に
展
開
さ
れ
て
い

の
こ
の
部
分
を
、
連
合
赤
軍
に
対
す
る

一
　

「
一
、
性
質

の
異

っ
た

こ
種
類
の
矛

総
括
の
指
針
と
し
て
復
補
し
、

「
人
民

一
盾
、

二
、
反
革
命
分
子
粛
湾
の
間
饂
、

内
部
の
矛
盾
を

‥
‥
」
を
、
革
命
左
派

一
三
、
良
業
協
同
化
の
問
題
、
四
、
工
商

の

「細
続
原
則
」
と
し
て
適
用
し
よ
う

一
業
者
の
問
題
、
五
、
知

識
人
の
問
題
、

で
き
な

い
こ
と
で
は
な
い
。　

　
　
　
　
一
な
配
慮
と
適
切
な
按
配

、

八
、
百
花
書

と
し
て
い
る
こ
と
は
、
特
別
、
「
解
の

一
六
、
少
数
民
族

の
問
題
、
七
、
全
般
的

は
、
我

々
は
、

「
敦
条
主
義

」
に
堕
す

一
督
に
つ
い
て
、
九
、
少
数
の
人
が
騒
き

し
か
し
、　
一
歩
置
い
て
考
え
る
な
ら

一
放
、
百
家
争
鳴
、
長
期
共
存
、
相
互
監

こ
と
な
く
、
そ
れ
自
身
、
歴
史
的
制
約

一
を
お
こ
す
問
題
に
つ
い
て
、
十
、
薔
い
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こ
と
は
よ

い
こ
と

に
変
わ
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
十

一
、
節
約
に
つ
い
て
、
十

二
、
中
国
の
工
業
化
の
道
。
」

こ
の
文
献
の
提
出
さ
れ
た
時
代
を
ふ

り
か
え
り
な
か
ら
、
こ
の
日
次
を
少
し

注
意
深
く
読
め
ば
、
推
で
も
、
こ
の
文

献
が
革
命
党
の

「
組
織
原
則

」
を
テ
ー

マ
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な

い
、

と

い
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
こ
は
結
論
を
急
が
ず
に

「
「
新
左
翼
」
の
悪
い
く
せ
は
、
批
判

し
よ
う
と
す
る
相
手
の
文
章
を
よ
く
読

ま
す
に
、
事
実
に
も
と
づ
か
す
に
デ

ッ

チ
上
げ
を
や

っ
て
、
無
責
任
か
つ
好
き

勝
手
な

「
批
判
」
―
実
は
中
傷

に
す
き

な
い
の
だ
が
―
を
し
て
自
己
潤
足
す
る

こ
と
で
あ
る
。

‥
‥
ど
う
か
よ
く
読
ん

で
、
事
実
に
も
と

つ
い
て
反
論
し
て
下

さ
い
」
と

い
う
渡
辺
君
の
忠
告
を
尊
重

し
て
、
し
ば
ら
く
、
毛
沢
東
自
身
の
言

葉
を
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
人
民
内
部
の
矛
盾
を

‥
‥
」
の
冒

頭
で
、
毛
沢
東
は
次
の
様
に
述

べ
て
い

る
。「

わ
れ
わ
れ
の
国
家
は
い
ま
、
こ
れ

ま
で
に
な
く
統

一
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ル

シ

ョ
ア
民
主
主
義
革
命

と
社
会
主
義
革

命
の
勝
利
、
そ
し
て
社
会
主
義
建
設
の

成
果
は
、
ふ
る
い
中
国
の
姿
を
急
理
に

あ
ら
た
め
た
。
祖
国
の
い
っ
そ
う
す
ば

ら
し
い
将
来
が
、
わ
れ
わ
れ
の
日
の
前

に
ひ
ら
け
て
い
る
。
国
家
の
分
製
と
潟

乱
と
い
う
人
民
の
に
く
み
き
ら

っ
て
い

た
状
態
は
、
永
遠
に
過
去
の
も
の
と
な

っ
た
。
わ
が
国
の
六
億
の
人
民
は
、
労

働
者
階
級
と
共
産
党
の
指
導
の
も
と
に

一
致
回
結
し
て
、
体
大
な
社
会
主
義
建

設
を
す
す
め
て
い
る
。
」

（
「
毛
著
選

」
Ｐ
杢

ｏ
）

一

「
纂
段
階
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
建

一設
の
時
期
に
は
社
会
主
義
建
設
の
事
業

に
賛
成
し
、
こ
れ
を
支
持
し
、
こ
れ
に

参
加
す
る
す

べ
て
の
階
級
、
階
周
、
社

会
集
団
は
み
な
人
民
の
範
囲
に
属
し
社

会
主
義
革
命
に
反
抗
し
、
社
会
主
義
建

設
を
敵
視
し
、
こ
れ
を
破
壊
す
る
す

べ

て
の
社
会
勢
力
、
社
会
集
団
は
み
な
人

民
の
敵
で
あ
る
。
」

（同
Ｐ
六

一
一
）

「
わ
が
国
の
現
在
の
条
件
の
も
と
で

は
、
い
わ
ゆ
る
人
民
内
部
の
オ
膚
に
は

労
働
者
階
級
内
部
の
矛
盾
ヽ
農
民
階
級

内
部
の
矛
盾
、
知
識
人
内
部
の
矛
盾
、

労
働
者
階
級
と
農
民
階
級
と
の
あ
い
だ

の
矛
盾
、
労
働
者
、
農
民
と
知
識
人
と

の
あ
い
だ
の
矛
膚
、
労
働
者
階
級
お
よ

び
そ
の
他
の
動
労
人
民
と
民
族
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ー
と
の
あ
い
た
の
矛
盾
、
民
族
ブ

ル
シ

ョ
ア
ジ
ー
内
部
の
矛
盾
な
ど
が
ふ

く
ま
れ
る
　

　

一
般
的

に
い
え
ば
、
人

民
内
部
の
矛
盾
は
、
人
民
の
利
益
の
根

本
的

一
致
を
上
台
と
す
る
矛
盾
で
あ
る

。
」

（
同

・
Ｐ
六

一
一
―
六

〓

》

要
す
る
に
こ
こ
で
毛
沢
東
は
、
当
時

の
中
国
共
産
党
が
置
か
れ
た
歴
史
的
条

件

に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
中
国
共
産

党
と
中
華
人
民
共
和
国
が
直
面
す
る
中

心
課
題
を

「
偉
大
な
社
会
主
義
建
設
」

と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の

「
社
会
主
義
建
設
」
に
賛
成
す
る

か
否
か
が

「
人
民
」
と

「
人
民
の
敵
」

と
の
分
れ
道
で
あ
る
と
し
、

「
人
民
内

部
の
矛
盾
」
を

「
労
働
者
階
級
」

「
農

民
階
級
」

「
知
識
人

」

「
民
族
ブ
ル
シ

ョ
ア
シ
ー
」
の
問
題
と
し
て
具
体
的
に

挙
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
様

に

「
人
民
内
部
の

矛
盾
」
を
列
挙
し
た
後
、
毛
沢
東
は
、

こ
の
中
か
ら
特
別
に

「
民
族
ブ
ル
シ

ョ

ア
ジ
ー
」
に
対
す
る
態
度
の
問
題
を
と

り
あ
げ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
述

べ
る
中

か
ら
、

「
人
民
内
部
の
矛
盾
を
処
理
す

る
」

一
般
的
方
法
を
導
き
出
し
、
定
式

化
し
て
い
る
。

「
社
会
主
義
革
命
の
時
期

に
は
、
か

れ
ら
は
労
働
者
階
級
を
搾
取
し
て
利
潤

・
を
手
に
入
れ
る
と
い
う

一
面
を
も
つ
と

一
と
も
に
、
憲
法
を
擁
雇
し
社
会
主
義
的

改
造
を
う
け
い
れ
よ
う
と
す
る

一
面
を

も

っ
て
い
る
。
民
族
ブ
ル
シ

ョ
ア
ジ
ー

は
、
帝
国
主
義
、
地
主
階
級
、
官
僚
ブ

ル
シ

ョ
ア
ジ
ー
と
は
異
な

っ
て
い
る
。

労
働
者
階
級
と
民
族
ブ
ル
シ

ョ
ア
ジ
ー

と
の
あ
い
た
に
は
搾
取
と
技
搾
取
と
の

矛
盾
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
は
も
と

も
と
敵
対
性
の
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し

わ
が
国
の
具
体
的
条
件
の
も
と
で
は
、

こ
の
二
つ
の
階
級
の
敵
対
性
の
矛
盾
は

も
し
も
処
理
が
適
切
で
あ
れ
は
非
敵
対

性
の
矛
盾
に
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
、

平
和
的
な
方
法
に
よ

っ
て
こ
の
矛
盾
を

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

‥
‥
人
民

の
内
部
で
は
民
主
集
中
制
を
実
行
す
る

」

（
同

・
Ｐ
六

一
二
―
六

一
四
）

こ
こ
か
ら
夏
に
毛
沢
東
は
こ
の

「
民

主
集
中
制
」
の
内
実
を
、

「
自
由
」
と

「
民
主
主
義
」
に
対
す
る
担
経
の
仕
方

と
し
て
次
の
様

に
論
を
進
め
て
い
る
。

「
油
象
的
な
自
由
、
抽
象
的
な
民
主

を
要
求
す
る
人
ひ
と
は
、
民
主
を
目
的

と
考
え
、
手
段
と
は
み
と
め
な
い
。
民

主
と
い
う
も
の
は
、
と
き
に
は
目
的
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
実

際

に

は
、　
一

つ
の
手
段
に
す
き
な

い
。

‥
　
自
由
も

同
様
で
あ
る
。
民
主
も
自
由
も
絶
対
的

な
も
の
で
は
な
く
て
、
相
対
的
な
も
の

で
あ
り
、
と
ち
ら
も
団
奥
的
に
劉

彗
ｕ

発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
民
の
内
部

で
は
、
民
主
と
は
集
中

に
対
し
て
い
う

の
で
あ
り
、
自
由
と
は
規
律
に
た
い
し

て
い
う
の
で
あ
る
。

…

人
民
の
内
部

に
は
、
自
由
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
し

ま
た
、
民
主
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
し

集
中
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し

た
民
主
と
集
中
の
統

一
、
自
由
と
規
律

の
統

一
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
民
主
集
中

制
な
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
も
と
で

は
、
人
民
は
広
範
な
民
主
と
自
由
を
亭

受
す
る
が
、
同
時
に
ま
た
社
会
主
義
の

規
律
に
よ

っ
て
自
分
自
身
を
拘
束
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

（同

・
Ｐ
六

一

六
―
六

一
七
）

「
一
九
四
二
年
に
、
わ
れ
わ
れ
は
人

民
円
覇
ａ
矛
層
な
創
一潟
「
ｄ
こ
一２
レ
だ

ョ
〓
的
な
方
法
日
、

「
団
結
――
狙
瓢

”

団
結
」
と

い
う
公
式
に
具
体
化
し
た
。

少

し
く
わ
し
く
い
う
と
、
団
結
の
願
い

か
ら
出
発
し
、
批
判
ま
た
は
聞
争
を
つ

う
し
て
矛
盾
を
解
決
し
、
こ
れ
に
よ

っ

て
、
あ
た
ら
し
い
基
礎
の
う
え
で
あ
た

ら
し
い
団
結

に
た

つ
す
る
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
経
験

に
よ
れ
ば

こ
れ
は
、
人
民
内
部
の
矛
盾
を
解
決
す

る
正
し
い
方
法
で
あ
る
。
」

（
同

・
Ｐ

六

一
Λ
）

一
賛
成
す
る
か
否
か
が

「
人
民
内
部
の
矛

盾
」
と

「
敵
対
矛
盾
」
と
を
区
別
す
る

基
準
と
し
て
設
定
さ
れ
、
第

二
に

「
人

民
内
部
の
矛
盾
」
に
属
す
る
間
理
と
し

て

「
労
働
者
階
級
」

「
農
民
階
級
」
、

「
知
識
人
」
、

「
民
族
ブ
ル
シ

ョ
ア
ジ

ー
」
の

「
内
部
の
矛
盾
」
と
そ
の
関
係

が
述
べ
ら
れ
、
第
四
に
、
特
殊
に

「
民

族
ブ
ル
シ

ョ
ア
ジ
ー
」
に
対
す
る
政
治

的
態
度
の
問
題
を
扱
う
中
か
ら

「
人
民

内
部
の
）〓
盾
を
処
理
す
る
」

一
般
的
方

法
が

「
民
主
集
中
制
」
と
し
て
定
式
化

さ
れ
、
第

五
に
、

「
民
主
集
中
制
」
の

思
観
的
内
実
が

「
自
由
」
と

「
民
主
」

の
関
係
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
最
後

に
、
こ
の
よ
う
な
思
想
と
方
法
を
相
に

中
国
共
産
党
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
中

か
ら

「
団
結
―
批
判
―
団
結

」
の

「
公

式
」
が
導
き
出

さ
れ
て
い
る
、
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

目
次
に
あ
る
よ
う
な
、
十

二
の
小
さ

な
題
目
に
分
け
て
、
述
べ
ら
れ
て
い
る

各

々
の
問
題
は
、
こ
の

「
公
式
」
の
適

用
の
仕
方
を
、
個
々
の
実
時
に
そ
く
し

て

（
た
と
え
は

「
農
民
階
級
」
の
問
題

と
か

「
知
識
人
」

の
問
題
と
か
‥

ｅ

ｔ

ｃ
）

具
体
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ

る
に
は
か
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
歴
史
の
証
明
す
る
と
こ
ろ

で
は
、
こ
の

「
団
結
―
批
判
―
団
結
」

「
教
育

・
説
得
」
の
方
法
は
、　
一
九
六

六
年
よ
り
公
然
と
開
始
さ
れ
た
、

「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
の
中
で
、

「
造
反
有

理
」

「
革
命
無
罪
」
と
い
う

メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
と

っ
て
か
え
ら

れ
た
上
、
事
実
、
八
回
大
会
で

「
国
家

主
席
」
に
え
ら
ば
れ
て
い
た
劉
少
奇
を

頂
点
と
す
る
党
内
外
の

「
ブ
ル
ジ

ョ
ア

実
権
派
」
に
対
す
る
党
内
―
党
派
闘
争

が
広
範
な
大
衆
を
巻
き
込
ん
で
、
は
け

し
い
武
装
闘
争
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
実
曖
的
に
破
案
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
毛
沢
東
の

「
人
民
内
部
の
矛

盾
を
１
‥
」
の
内
容
と
、
そ
の
歴
史
的

展
開
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

こ
の
様

に
見
て
く
る
と
、
渡

辺
君
の

総
活
の
仕
方
、
毛
沢
東
思
緯
の
学
び
方

が
、
手
に
と
る
よ
う
に
よ
く
わ
か
る
。

す
な
わ
ら
、
も
沢
東
の

「
人
民
内
部

の
矛
盾
を
‥
…
」
は
、
長
期
の
革
合

戦

争
の
全
国
的
勝
利
に
よ
る

「
中
華
人
民

共
和
国
」
の
樹
立
と

い
う
歴
史
的
条
件

の
も
と
で
、

「
労
働
者
階
級
」

「
農
民

階
級
」

「
知
識
人
」
と
り
わ
け

「
民
族

ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
」
に
対
す
る
、
党
の

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
渡
辺
君
は
、
こ
れ
を

「

組
織
原
則
」
と
し
て
復
権
し
た
が

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
渡

辺
君
は
、
と
の
よ
う
に
し

て
そ
れ
を
行

う
の
か
？

ま
ず
、
毛
沢
東
の

「
人
民
内
部
の
矛

盾
を
…
‥

一
の
経
出

さ
れ
た
歴
史
的
条

件
と
、
そ
の
菓
の
意
図
を
忘
れ
去
る
こ

と

に
よ

っ
て
。
次
に
、

「
偉
大
な
社
会

主
義
建
設
」
と
い
う
、
当
時
の
中
国
共

産
党
の

「
基
準
」
を
、

「
反
米
愛
国
―

建
軍
武
町
」
と
い
う
現
在
の
革
命
左
派

ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、

．一̈一火と「度一一一一一一̈一一一一

って「唯い」」準］裁れ稀は一な漱一 言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
‥

‥
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
様
な
渡
辺
流
の

「人

民
内
部
の
矛
盾
を
処
理
す
る
」
方
法
＝

「組
織
原
則
」
は
、
レ
ー
ニ
ン
を
し
て

磨
う
し
め
れ
ば
さ
し
す
め

「
、
こ

，

ミ
ヽ
ヽ
゛

ヽ
」ヽ

ヽ
ヽ
ｓ
●
∽
く，
Ｅ」
「
楓
ど

し
て
や
ざ
し―
さ
て
誨
耐
一●
七
る
。

」

（

「
一
歩
前
進
、
二
歩
後
退
」
）
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

連
合
赤
軍
の

「
粛
清
」
が

「
銃
撃
戦

」
を
前
に
し
て
、
実
際
に

「
脱
落
者
」

を
殺
し
て
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
渡
辺

君
は
債
慨

し
、
「
銃
撃
戦
と
粛
清
」
が

連
合
赤
軍
の
党
的
敗
北
と
し
て
検
証
さ

れ
た
今
に
な
っ
て
、

「
ぐ
ゴ
『
封
料
と
じ

で
■
一

●̈
ｕ
ざ
で
謝
０
一り
場
０
べ
ぎ
で

あ

っ
た
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
、
連
合
赤
軍
結
成
を
担

っ

た
党
沼
メ
「
ｕ
で
０
綴
日

と
は
い
え
な
い

す
な
わ
ち
、
渡
辺
君
は
、
連
合
赤
軍

の
党
的
敗
北
を
、

「
組
織
問
国
」
と
し

て
、
組
織
ど
υ
で
恣
痛
一す
る
こ
と
に
失

敗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

や
は
り
、
我
々
は
、
資

辺
君
に
対
し

て
も
、

「
…
…
人
民
戦
争
派
の
大
人
た

ち
の
言
葉
を
借
り
て
、
こ
の
現
実
を
清

算
し
よ
う
と
し
て
い
る
…
…
」
と
指
摘

し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
渡
辺
君
は
、

「
粛
清

」
の

「
悲
惨
さ
」
に
眼
を
奪
わ
れ
る
あ

ま
り
、

「
や
さ
し
さ
で
ま
い
ら
せ
る
」

と
こ
ろ
し
か
、
読
ま
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
？
毛
沢
東
は

「
人
民
内
部
の
矛

盾
を
‥
‥
」
の
結
び
で
、
次
の
様

に
書

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
学
習
に
は

二
つ
の
態
度
が
あ
る
。

一
つ
は
教
条
主
義
的
な
態
度
で
、
わ
が

国
の
事
情
に
お
か
ま
い
な
し
に
、
適
用

で
き
る
も
の
も
適
用
で
き
な
い
も
の
も

い
っ
し

ょ
く
た

に
も
ち
こ
ん
で
く
る
。

こ
う
し
た
態
度
は
よ
く
な
い
。

も
う

一

つ
の
態
度
は
、
学
ぶ
と
き
に
頭
を
つ
か

っ
て
考
え
、
わ
が
国
の
事
情
に
適
し
た

も
の
を
学
ぶ
す
な
わ
ら
、
わ
れ
わ
れ
に

と

つ
て
有
益
な
経
験
を
く
み
と
る
の
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
必
要
な
の
は
こ
う

し
た
態
度
で
あ
る
。
」

（
同
、
Ｐ
六
七

・一
）毛

沢
東
思
簡

に
対
す
る

「
教
条
主
餞

」
に
陥
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
渡
辺
君
は

連
合
赤
軍
の
遺
産
を
正
し
く
受
け
っ
ぐ

一一一一一一̈̈む一一一一一一一②

日
共

革

命

左
派

の

組

織

思
想

批

判

④
革
命
戦
争
派
の

組
織
０

「
成
長

の
病
」
と
し
て

の

「
銃
を
軸
と

し
た
共
産
主
義

化
」
論

連
合
赤
軍
の
党
的

敗
北
の
後
、
そ
の

中
心
的
指
導
者
の

一
人
で
あ

っ
た
永
日

君
は
、
数
中
か
ら
の
手
紙
で
、
次
の
様

に
述
べ
て
い
る
。

「
我
々
の
中
に
、
気
持
ち
の
上
で
は

野
合
で
は
な

い
力
強
さ
、
革
命
戦
争
の

勝
利
に
対
す
る
確
倍
、
こ
れ
が
個
人
伸

人
程
度
の
差
は
あ

っ
て
も
存
在
し
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
確
倍
は
主
観
的

な
あ
る
い
は
観
念
的
な
共
産
主
義
化
に

よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
何
と
な
く
体

で
感
し
た
続
の
重
み
―
故
か
ら
の
弾
圧

思
わ
ぬ
と
こ
う
か
ら
の
味
方
の
援
助
、

銃
を
握
れ
る
人
の
要
素
等

々
―
か
ら
も

あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
」

（
七

二
年
七

月

二
十

一
日
　
弁
護
士
宛

）

「
十
四
人
の
死
の
重
さ

（
今
は
単
に

殺
し
た
と
い
う
こ
と
の
意
さ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
）
ソ
ウ
カ
ツ
が
で
き
な
い
。

下
手
に
い
う
と
誤
解
さ
れ
、
大
変
な
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
、
わ

た
し
た
ち
だ
け
の
責
任
と
思
え
な
く
な

る
の
で
す
。
も

っ
と
根
は
大
き
く
深
い

」

（
七
月

二
十
八
日
　
弁
護
士
宛
）

「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
内

容
を
、
今
度
の
経
験
と
合
わ
せ
て
考
え

て
い
ま
す
。
崎
を
握
り
し
め
た
時
、
こ

の
ス

疇
独
を
全

鼎
叫
に
と
ら‥
だ

ょ

，
ど

す
る
こ
と
が
間
わ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
」

（
八
月

二
十
九
日
　
弁
護
士
宛

―
傍
点
筆
者
）

こ
れ
ら
の
、
感
覚
的
で
は
あ
る
が
、

リ
ア
ル
を
発
言

（
他
の
手
紙
に
見
ら
れ

る
、
こ
本
人
の
節
度

を
越
え
た

「
率
直

さ

」
は
、
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
）
の

中
に
は
、
今
日
、
革
命

戦
争
派
が
、
真

剣
に
煮

つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
重

大
な
問
題
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
特

に

渡
辺
君
に
は

「
ペ
テ
ン
に
か
け
や
が

っ

て
′
」
と
か

「
半
年
も
前
か
ら
別
の
党

派
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
」
な
ど
と
言

っ

て
、
連
合
赤
軍
＝

「
無
政
府
主
義
者
」

＝

「
ペ
テ
ン
」
師
と
し
て
、
頭
か
ら
杏

定
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

「
銃
０

彗

み
』
お

「
０

，
ａ
楓
は
大
き
ぐ
沼
Ｌ

」
と
い
う
永
田
君
の
言
葉
の
中
味
に
つ

い
て
、
あ
る
い
は
ま
た

「
プ

ロ
独
を
全

前
的
に
出
夕
え
よ
う
と
ず
な
こ
と
が
間

わ
れ
た
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
、
も

っ
と
興
面
目
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
。今

日
、
渡
辺
君
を
も
含
ん
で
、
革
命

戦
争
派
は
、
こ
れ
ら
の
発
言

の
内
容
を

革
命
載
引
ぞ
讐

，
記
衛
党
の
組
織
日
対

す
る
原
則
間
駆
と
し
て
、
と
ら
え
か
え

す
こ
と
が
で
き
た
時
は
じ
め
て
、
連
合

赤
軍
の
党
的
敗
北
を
単
な
る
経
験
的
事

実
に
お
し
と
と
め
る
こ
と
な
く
、
階
級

関
争
の
歴
史
的
教
訓
と
し
て
、
労
働
者

階
級
の
共
有
財
産

に
転
化
し
て
ゆ
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
革
命

戦
争
派
の
み
に
可
能
な
仕
事
で
あ
り
、

従

っ
て
、
革
命
戦
争
派
の
み
に
課
せ
ら

れ
た
歴
史
的
任
務
な
の
で
あ
る
。

永
口
君
は
別
の
手
紙
で
、
次
の
様
に

も
述

べ
て
い
る
。

「
何
も
い
わ
ず
、
黙

っ
て
死
刑
に
な

る
の
も
革
命
家
し

ゃ
な
い
か
と
思
う

一

方
、
党
建
設
を
し
た
ん
だ
Ｌ

い
う
こ
と

と
、
共
産
主
義
化
を
主
張
し
て
、
そ
れ

か
ら
死
刑

に
な
り
た
か

っ
た
。
二
月
十

五
日
、
四
枚
く
ら
い
、
共
産
主
義
化
は

大
切
だ
と
い
う
こ
と
と
、
党
建
設
は
敗

北
し
た
と
か
い
た
。
こ
の
と
き
、
浅
閻

山
荘
の
闘

い
を
志
れ
て
い
る
。
」

（
七

月

二
十
六
日
、
坂

口
弘
宛

）

「
浅
間
山
荘
の
問

い
は
、
新
党
と
鳳

っ
て
し
ま
っ
た
者
た
ち
の
開

い
で
は
な

い
て
し

ょ
う
か
。
そ
の
な
か
で
そ
れ
ぞ

れ
多
少
ち
が

っ
て
い
て
も
、
少
く
と
も

赤
軍
派
と
革
命
左
派
の
関

い
で
す
。
こ

の
ソ
ウ
カ

ン
だ

っ
て
む
づ
か
し
い
。
だ

が
、
銃
撃
職
断
固
支
持
！
　
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
何
を
学
ふ
の
か
、
と
問

い
た

い
。
」
、

（
七
月
二
十
九
口

・
弁
護
士

宛

）我
々
は
、
既

に
連
合
赤
軍
に
対
す
る

態
度
を
、
三
つ
の
テ
ー
ゼ
に
ま
と
め
て

提
出
し
て
お
い
た
。

（
赤
報
四
号
）

そ
し
て

「
共
産
主
義
化
」
論
に
つ
い

て
は
、

「
銃
撃
戦
と
粛
消
」
の
直
後
に

次
の
様

に
我
々
の
見
解
を
、
明
ら
か
に

し
て
お
い
た
。

「
す
な
わ
ち
、
銃
撃
戦
の
遂
行
そ
の

も
の
を
目
的
と
し
て
結
集
し
た
連
合
赤

軍
は
、
政
治
目
的
を
明
確

に
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
意
志
統

一
し
て
、
銃
撃
戦
を

行
う
と
い
う
考
え
方
で
は
な
か

っ
た
か

ら
、
勢

い

「
死
」
を
抽
象
化
し
て
考
え

鉄
砲
を
扱
う
個
々
人
が
、

「
共
産
主
義

化
」
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

『
死
」
の
恐

怖
を
克
服
し
た
人
間
に
な
り
う
る
と
考

え
た
。
そ
し
て

「
共
産
主
義
化
」
の
度

合
い
を
は
か
っ
て
行
く
基
準
は
、
極
喘

な
規
律
厳
守
に
求
め
ら
れ
、
個
々
人
が

規
律
を
守
り
得
る
人
間
に
な
る
こ
と
が

個
々
人
の

「
共
産
主
義
化
」
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
共
産
主
義
化
」
論
は
、
革

マ
ル
派

の‐

コ
■
４
８

パ
ヨ

２

こ

な

と
と
日

，

観
念
誌
と
は
質
を
果
に
し
て
お
り
■
党

灘
律
■
軍
紀
に
熱

，
ま
な
ど
こ
う
０
●

非
常
に
具
体
的
実
践
的
性
格
を
も

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
」

（
赤
報
３
号
）

「
問
題
は
、
な
ぜ
次
か
ら
次

へ
と
脱

落
者
を
出
さ
さ
る
を
得
な
か

っ
た
の
か

な
せ
大
意
逮
捕
の
後
に
完
黙
が
破
れ
、

転
向
者
が
出
て
い
る
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
に
あ
り
、
組
織
防
衛
の
観
点
か
ら
行

な
う
な
い
す
０
処
分
”
組
織
防
徴
は

，

な
が

っ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
鉄
砲
そ
の
も
の
に
よ
る

政
治
的
ぶ
志
統

一
、
■
共
産
主
義
化
」

論
、
規
律
に
よ
る
水
平
主
義
の
克
服
と

し
て
意
志
統

一
し
た
団
結
と
い
う
団
結

の
仕
方
が
課
り
で
あ
り
、
無
理
の
多
い

も
の
で
あ

っ
た
こ
と
、
党
内
凹
争
の
徹

底
ｕ
だ
紅
繊
化

に
よ

つ‐
で

政
治
館
対
立

を
上
場
し
、
国
結
を
固
め
直
し
て
行
く

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
」

（
同
）

「
「
共
産
主
義
化
」
と
い
う
考
え
方

は
、
資
本
主
義
社
会
Ｌ
い
う
基
礎
の
上

に
た
っ
て
、
共
産
主
義
的
人
間
関
係
の

成
立
を
と
き
、
そ
し
て
そ
の
実
体
を
規

律
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ

の
よ
う
な
思
想
は
資
本
主
義
を
美
化
し

て
い
る
。

共
産
主
義
運
動
は
、
現
に
存
在
す
る

ブ
ル
シ
ョ
ア
シ
ー
と
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー

ト
の
非
和
解
的
な
階
級
対
立
か
ら
出
発

し
て
、
賃
労
働
制

＝
私
有
財
産
制
を
廃

絶
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ

っ

て
、
党
の
団
結
は
、
こ
の
目
的

に
そ

っ

て
、
現
に
あ
る
階
級
対
立
の
非
和
解
性

の
具
体
的
発
展
段
階
に
即
し
て
、
打
ち

固
め
ら
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
階
級

聞
争
は
必
ず
党
の
中
に
反
映
す
る
も
の

で
あ
り
、
革
命
「
は
党
内
町
争
に
よ
う

で
゛
何
が
プ
ロ
レ
ダ
”
え
ｒ
ド
の
全
体

に
利
益
を‐
■
●
ミ
ぐ
実
現
す
る
道

，
の
‘

ヽ
ζ
＾
離
ｔ
り
０
が
は
じ
゛
巨
ら
な
紺

化
，

こ
出
れ
を
も
だ
な
げ
れ
ば
な‥
ら
な

い
の
で
あ
る
。
」

（同

・
３
号
）

要
す
る
に
、
連
合
赤
軍
の

「
共
産
〓

義
化
」
論
と
は
―
―
革
マ
ル
派
の
観
念

的
な

「党
と
は
永
遠
の
今
」
１

「共
産

主
義
の
母
胎
」
論
と
は
明
確
に
果
っ
て

革
命
戦
争
の
時
代
に
特
有
の
、
組
織

に

対
す
る
全
く
新
し
い
思
想
の
ひ
と
つ
て

あ
り
、
現
下
の
階
級
闘
争
の
条
件
の
下

で
、
ブ
ル
シ

ョ
ア
ジ
ー
の
暴
力
組
織
の

対
極
に
、
銃
火
器
、
爆

弾
、
等
で
武
装

し
た
零
事
組
織
を
建
設
す
る
際
に
、

マ

ル
ク
ス

・
レ
ー

ニ
ン
主
義
の
組
織
原
則

に
よ

っ
て
、
そ
の
手
工
業
性

（
ス
タ
ー

リ

ン
主
義
、
反

ス
タ

マ
ル
ク
ス
主
義
）

を
正
し
く
解
決
し
え
な
い
限
り
、
不
可

避
的
に
発
生
す
る
、
革
命
戦
争
派
の
組

織
の

「
成
長
の
病
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

永
田
君
も
手
紙
の
中
で
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
の
ブ
ル
ジ

ョ
ア
社
会
の
内

部

に
、
プ
ル
シ

ョ
ア
独
裁
を
転
覆
す
る

た
め
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
軍
隊
を

つ
く
り
あ
げ
た
時
、
こ
の
軍
隊
の
内
部

で
、
最
も
中
心
的

に
論
争
さ
れ
る
間
層

が

「
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
独
裁
」
の

問
題
で
あ
り
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、　
一

プ

ロ
独
を
全
面
的

に
と
ら
え
よ
う
と
す

る
こ
と
が
」
焦
眉

の
課
題
と
し
て
門
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
連
合
赤
軍
の
計
君
は
、
思

想
的
に
は
、
こ
こ
で

（革

マ
ル
派
や
八

派
の
よ
う
に
合
法
組
織

や
民
主
主
義
迅

動
の
中
で
は
な

い
′
）

「
あ
る

べ
き
型

の
人
間
や
社
会
関
係
」
と
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
ブ
ル
シ

ョ
ア
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー

の
党
内

へ
の
侵
入
を
許
し
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
り
、

マ
ル
ク

ス

・
レ
ー

ニ
ン
主

義
の
出
級
国
争
に
対
す
る
原
則
を
見
失

い
、
武
装
闘
争
の
戦
術
の
め
ざ
ま
し
い

前
進
と
裏
凛

に
、　
一
歩

一
歩
ヽ

足
も
と

か
ら
、
党

を
解
体
さ
せ
て
い

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

「
プ

ロ
独

を
全
面
的

に
」
と
ら
え
る

た
め

に
は
、
ま
ず

「
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー

ト
」
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

で

あ
る
。

一　

そ
れ
は
、
資
本
制
生
産
様
式
に
お
け

る

二
大
階
級
の
経
済
的
地
位
と
そ
の
関

係
を
、
正
し
い
資
本
主
義
批
判
に
基
い

て
解

明
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め

て
可
能
と
な
る
。

「
階
級
」
に
つ
い
て

レ
ー

ニ
ン
は
次

の
様

に
の

べ
て
い
る
。

「
階
級
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
歴
史
的

に
規
定
さ
れ
た
社
会
的
生
産
組
織
の
う

ち
で
占
め
る
地
位
を
果
に
し
、
生
産
手

段

に
対
す
る
関
係

（大
部
分
は
法
律

の

中
で
確
認
さ
れ
、
成
文
化
さ
れ
て
い
る

関
係
）
を
異
に
し
、
社
会
的
労
働
組
織

に
お
け
る
役
割
を
果
に
し
、
し
た
が

っ

て
、
彼
ら
が
処
理
し
う
る
社
会
的
富
の

割
前
を
受
け
と
る
方
法
と
、
そ
の
制
前

の
額
と
を
異
に
す
る
人
々
の
大
き
な
集

団
で
あ
る
。
」

（
レ
ー

ニ
ン

「
偉
大
な

．

創
な
」
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

こ
の
様

に

「
階
級
」
に
対
す
る
正
し

い
把

握
を
行

い
つ
つ
も

レ
ー

ニ
ン
が
、

資
本
コ
義
社
会
籠
有
０
阻
綱
え
醐
０
実

態
に
つ
い
て
ヽ
若
千
の
あ‐
一
認
¨
ぎ
を

残
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
マ
ル
ク
ス

は
、

「
資
本
論
」
の
パ
リ
コ
ン
ミ
ュ
ー

ン
に
よ
る
検
証
を
経
た
後
、

「
プ
ロ
レ

タ
リ
ァ
ー
ト
」
を
よ
り
簡
潔
に
規
定
し

て
い
る
。

「
す
な
わ
ち
、
賃
金
労
働
者
は
、
あ

る
時
間
を
無
報
酬
で
資
本
家
の
た
め
に

（
し
た
が

っ
て
ま
た
剰
余
価
値

に
た
か

る
資
本
家
の
伴
食
者
た
ち
の
た
め
に
）

は
た
ら
く
か
き
り
で
、
自
分
の
生
活
の

た
め
に
は
た
ら
く
こ
と
す
な
わ
ち
生
き

る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ

と
、
全
資
本
主
義
的
生
産
制
度
の
中
心

問
題
は
、
労
働
日
の
延
長
ま
た
は
労
働

力
の
生
産
性
の
発
展
な

い
し
緊
張
の
強

化
な
ど
に
よ

っ
て
、
こ
の
無
償
労
働
を

増
大

さ
せ
る
こ
と
に
心
る
Ｌ

い
う
こ
と

し
た
が

っ
て
賃
労
動
制
度
は

一
つ
の
奴

難
制
度

で
あ
り
、
し
か
も
労
働
者
の
う

一

こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
。

Ｌ
辺
君
は
、
連
合
赤
軍
が
、
革
命
戦

争
の
実
戦
の
中
で
切
り
拓

い
た
組
織
的

地
平
を
、
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な

い
で

い
）つ
。

そ
う
で
な
け
れ
は
、
渡
辺
君
は

「
饒

舌
」
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、　
一
番

か

ん
じ
ん
な
も
の

に
つ
い
て

「
沈
黙
」
す

る
こ
と
を
え
ら
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
次

に
我
々
は
、
渡
辺
君
が

「
沈
黙
」
し
て
い
る
問
題
、
す
な
わ
ち

連
合
赤
軍
の
組
織

に
対
す
る
思
想
の
内

実
を
、
革
命
独
争
派
が
現
在
、
の
り
こ

え
な
け
れ
は
な
ら
な
い
不
可
避
の
課
題

と
し
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、
革

命
戦
争
を
担
う
労
働
者
階
級
の
前
術
党

の
組
織
に
対
す
る
原

則
問
題
に
つ
い
て

述

べ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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い
が
と

，
よ
ぐ
な
る
が
よ

き
な
集
団
」
の
こ
‐とで
あ
り
、
逆
ｔ
‘
一と
）

奴
縁
制
度
」
を
根
底
に
ヽ
で

「ぁ
ら
ゆ
一
と
を
意
味
け
で
い
る
。

い
る
の
で
あ
る
。

る
。
」
（
「第
一イ
ン
タ
ー
規
約
」
）
一れ
る
の
だ
と
い
う
こ
‐とで
あ
る
「

し
て
、
こ
の
第

一
ィ
ン
タ
ト
規
約
に
■

一
に
失
敗
し
た
。

主
義
の
原
則
を
復
糧
し
た
。

，
ｉゎるく
な
０
いに一
一一揉
に、

，
一カ
を続
一
る‐中
で一
僣
取
欄４
‐‐こ対
す

雌
０
社
会
的，一
こ
た
０
肇
苺
は

，
れ
て
一る
マ
ル
ク．ス主
義
の、原
則
を
衡
柱
黎

ま
す
き

，一
酪
な
す
０
一
な
る
双
織
制
一こ
０
三

，
０

，
約‐に
お
■
さ
れ
た
組
織

度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
ヽ
そ
れ
で
あ

一
思
想
の
歴
史
的
限
界
性
を
見
服
し
て
い

」
＾
．「ゴ‐
―
ダ
織
傾
出
社
」
）
．
一
つ
だ
０
一
あ
ヶ

，
と
こ‐

，
”
ヽ
絆
κ
一

〓
〓
フ
■

，
ア●
さ
一■
、
大口杢
舞

，
攪
ｔ
が

「
労
菌
用
具
す
な
わ
ち
生
着
耐
泉
」
を

一
「
三
¨
大
規
律
」
の
母
胎
館
師
餞
向
に

独
一
し
て
い
る
一
■
一
■
本‥家
ｔ
「経
一国
執
し
た
の
で
あ
つ
た
．　
こ^
の
点
に

済
肛
に
隷
属
」
し
て
い
る

「
人
々
０
人

一
時
し
て
は
、
本
〓

一
面
論
■

，
照
の
こ

の

「経
済
的
隷
属
」
す
な
わ
ケ

一■
，

一　
だ
か
ら
、
こ
０
こ
と
は
又‐、
た
０
こ

と
は
、
妻
本
制
度
生
鷹
様
式
の
も
と
で
一
み
つ
き
ま
た
、
旧
左
派

（神
奈
川
）
は

精
神
諄
退
化
、
政
治
的
従
【
」
が

「プ
一
件
の
下
で
、
革
命
戦
争
を
担
う
、
軍
Ｉ

る
形
の
織
属
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
懇
惨
一　
す
な
わ
ら
、
現
下
の
階
級
晰
争
の
条

ロ
レ
タ
リ
ア
■
卜
」
に
し
た
ら
さ
れ
て

一
組
織
、
非
合
法
組
織
を
建
出
し
て
ゆ
ぐ

ロ
レ
タ
リ〓
ア
革
命
の
目
的
ｔ
手
段
が
朝

一
を
、
正
し
い
資
本
主
義
批
判
と

「
プ
ロ

つ
ね
に
そ
の
政
治
的
特
権
を
、
彼
ら
の

一
デ
オ
ロ
ギ
「
を
一
幕
一す
る
こ
と
に
よ
っ

派

（＝
党
内
八
派
）
、
日
左
派

（
＝
党

一
た
永
田
君
は
、
直
感
的
に
、
連
合
赤
軍

場
合
、
そ
の
非
合
法
組
織
の
内
部
で
は

■
本
主
義
社
会
に
お
け
る
階
級
支
配

一
不
可
理
的
に

「
プ
ロ
独
な
全
面
的
に
せ

の
内
実
を
、
こ
の
よ
う
に
正
し
く
■
豪
一
ら
え
か
え

，
こ
と
」
が
濶
ゎ
れ
る
の
で

す
る
‘
■
に
よ
つ
て
一
は
ル
め
て
ヽ
プ
一あ
り
、
こ
の
間
に
対
す
る
正
し
い
絆
答

ら
か
に
さ
れ
る
。
　
　
一　
一　
　
　
　
一
一
レ
タ
リ
ア
Ｆ
卜
」
の
正
し
い
網
鶏
に
も

「
そ
れ
ゆ
た
に
労
働
者
階
級
の
経
済

一
と
つ
い
た
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
目

的
解
放
が
大
目
的
で
あ―
つ
て
ヽ
あ
ら
ゆ

一
的
と
手
段
と
し
て
明
腋
に
し
、
組
織
内

る
政
治
運
動
は
手
段
ｔ
し
て
、
こ
の
■

一
部
に
不
Ｍ

に
再
生
産

さ
れ
る
ス
タ
●

”

的
に
従
属
す
べ
き
も
の
で
ぁ
る
こ
と
」

一
ン
主
義
、
反
ス
タ
マ
ル
ク
ス
主
義
の
残

「
土
地
つ
責
農
と
資
本
の
貴
族
は
、
一
洋
と
闘
い
、
こ
れ
ら
０
ブ
ル
シ
ヨ
ア
イ

経
済
的
独
占
を
擁
襲
し
永
続
さ
せ
労
働

一
て
、
は
レ
め
て
、

「
民
主
主
蟻
的
組
撥

を
隷
雇
さ
せ
る
た
め
に
利
用
し
て
い
な
一
原
則
」
汲
び
、
そ
の
一
説
皮
形
態
と
し

の
で
、
政
治
権
力
の
製
得
ば
プ
ロ
レ
タ
一
て
の

「
共
産
主
義
化
」
輪
と
い
う
一
革

リ
ア
ー
朴
一
俸
大
‘
議
務
と
な
っ
て
」
一益
戦̈
争
派
の
「
成
■
の
病
」
は
克
服
さ

書

Ｌ
Ｉ

軍

一■

資

二

著

ホ
軍
の
導

，

一仝

■

題
に
憲
つ
め
て
聞
い
、
集
中
的
な
政
治

一
口
独
を
全
面
的
に
と
ち
え
る
こ
と
」
と

内
二
派
）
と
の
分
派
関
争
を
、
組
織
間

一
が
解
決
を
迫
ら
れ
た
中
心
問
題
を

「
プ

警
察
の
組
織
破
壊
攻
撃
を
は
れ
か
え
し

一
し
て
全
く
正
し
く
把
遷
し
て
い
る
。
し

連
合
ホ
■
と
の
党
派
機
争
ｔ
探
人

，
う

一
か
し
、
Ｌ
し
い
資
本
主
義
批
判
に
も
と

中
で
、
組
ｎ
に
ヽ
す
０
中
央
集
権
主
義
一つ
い
て
「プ
ロ
ン
タ
リ
ア
ー
ト
」
を
正

２
一
則
な
笙
格
し
、
そ
れ
を
諸
々
の
組
一
し
く
把
螢
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

織
滅
籠
と
し
て
具
体
雀
す
る
こ
と
を
一
一永
口
き
は
、
て
つ
課
電
に
答
え
る
こ
と

か
れ
、
憎
級
闘
一
に
対
す
る
マ
ル
″
ス
一　
そ
し
て
、
「班
撃
職
」
の
敗
北
を
経

た
現
在
も
な
お

「
「
一
部
の
人
は
マ
ル

こ
の
こ
と
は
、
ま
だ

，
‘
火

一
た
の

一
ク

ス
主
義
に
不
賛
腐
だ
と
お
お

つ
“
ら

鰺
鮮
摯
轟
一「言すを無覗

補
ｔ
一■
■
●
毬
霊
か
ら，解
拉
‥さ

「泳
ふ
く
れ軍
団
」

れ】“ヽ
一̈
“̈
一́
一だ」〓一

「^
デン」前と，きり

，一るュ
‐辺‐君

の一合一どうい
‐。　
　
一．
一
一一　一

〇
‥渡，
■
つ
一
一一

織
思
想
批
判

一

「
軍
と
は
プ
ロ
レ
タ
”
ア
階
級‐
の
第

一
（赤
報

，
一
）
で
去
れ
ヽ
前
節
に
於
で

（正
し
い政
治
路
籍
）
０紅
“
肛
絆
導
一そ
の
資
本
主霧
社
〓
に
社
け
ヶ経
済一

を
う
け
、
政
治
詢
に
は
党
と
同
ル
レ
ベ

一
地
位
を
明
ら
か
に
ヽ
で
お
い
た
の
で
‘

ル
に
ち
り
、
銃
火
器
を
中
心
と
す
る
責
一こ
で
は
そ
の
政
治
”
一
丞
性
ｔ
つい
て

彎
■
ル、静
妻
■
〓
二
重
〓
れ〓
↑■
〓
■
で

地
の
大
衆
組
織
と
は
明
薇
に
区
捌
さ
れ
一
お
か
ね
は
な
ら
な
い
０

１‐‐ま次
の
て
と
で

故
軍
を
消
憾
す
０
経
繊
で
あ
る‐
。　
　
　
一
あ
る
。

「ブ
一
レ
ダ
一

，
日
淑
一
党
」

職
関
団
ど
は
、
立
し
に
菫
浄
彗
経
０
一と
は
プ
ロ
レダ

，
ア
」
級
独
自
の
は
級

指
導
を
う
け

，
、
速
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

一
的
利
害
に
基
づ
く
一
一
■
の
で
あ
っ
て

の
も
の
で
構
成
さ
れ
、
景
律
を
■
視
ヽ

一
同
し
く
独
占
資
本
家
階
級
に
抑
一
さ
れ

ず
、
大
衆
組
織
と
の
区
別
が
な
く
、
ル
一
れ
て
い
る
小
ブ
ル
シ
ョ
ア
僣
級
、
農
民

か）
曇
ξ
って瞥
■
２
Ｔ
は、６
僣欝
■
〓
■
一

す
る
も
の
で
あ
る
。
」　
　
　
　
　
　
一す
る
も
の
で
あ
る
。
ル
た
が
っ
て
プ
ロ

馬
婦
輝
赫
稀
彎
鰹

即
ケ
一
分
′
一一
の―
」
置
肛
一
鷹
複
的
一

組
織
的‐断
κ
の―‐，旺
肛
な
え
体
証
に，
肛

し〓絲一プし‐一̈ないわ」””一｝

の
渡
辺
君
の
一
簾
一
一
証
性
ｔ

，
一て

で
あ
る
が
、
この，こ
一
一
既
に
第
二摯

級
自
身
０
事
業
で
し
ヽ

こ
ん
に
ち
の
社

（
「
武
襲
闘
争
清
〓
路
線
」
断
圃
反

一
レ
タ
リ
ア
党
の
正
し

，
政
浄
露
線‐
と
」

ク
ス

対
す
る
」
序
■
９
号
Ｐ

ｍ

）
　

　

　

一

「
散
と
味
坊
」
の
分
析
力、
‥ら
ス
ト

ル
十

一
題
と
し
て
発
理
ヽ
せ
一
福
一

渡
辺
君
は
連
合
赤
軍
の
一
争
か
ら

，

一
一
に
澪
〓
出
さ
れ
る
０
つ

ヽ
で
一
な‐
≪
、　
一
と
の
境
派
聞

革
命
０
後
の
種
済
改
革
と
さ
れ
て
し
ま

一
働
者
協
会

一
震
滉
約
」
の
口
頭
ｔ
ｉ
き

一
を
一

，
て
お
こ

，
．

っ
て
い
る
か
ら
０
み
●
一
●
ち
‐‐，
一し
る
し
た
０
■
一
辺
ョ
ヽ
こ
″
‘
一」．一

く
わ
られて
いる
「プ
ロレ′
リ
ア僣
一こと
は泊
町０
こセ
だ
から
、
あ“
０
一一
轟，
メ質雨
」変
化

噸辞はい̈いは一奪は̈
い̈暉”一舞̈
議一一率一”一わな崚一̈

， 一け̈一̈は一つ‐ぅ‐“一

ら
な
鳥
下
■
な
題

，
万
番
〓
か。
そＩ
ｎ
ｆ
二一一ご
■

階級
一
一一

，
つ僣
一
ｉ

絡
難
一
‐る‐‐ｉ
〓
一
工

， ｔ
一

驚

■

実
ξ

２

窪

〓
一
醸，
〓
一
■
一一一
一

騒
〓■
瞥
一を
一

「
ユ
シ
ア

し
え
な
い
よ
う
”

を
，

慟
者
０
〓
抗

ブ

，
レ
タ
リ

ア
ー
ト

結
え
る
ベ

と
性
格

し
、
メ
ロ
レ
ター
リ
ア

っ
さ
い
の
環
れ

る
革
命

を、夕
の場
ど七

（
「
ロ
シ

章
案
」
）

レ
ー
ニ
ン

″
）

経^
驚
匈
ｔ
一
軍
事
鞠

選

オ〓

，一■

■

霧議
瀬
鷲
蜘
¨

〓

■

■
ａ

■

　

一

・■

●
■
上
に
お
い
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

ル■
ｒ
■
言
〓
〓
塁
．

経ヽ
一　
‐イ‐‐ンタ
Ｌ
ぼ
於
て
定
式
化
ざ
れ
た
階
級

＝
争
に
対

，
う
マ
ル
ク
ス
主
義
０
康
川

を一一し‐一
一
本
主
饉
裁
判
０
一

，
け
」

二^
よ
ユ
‐て毎
社
」、

， ンア社
会一
一労

靭
輔動
一聯

口‐こぇ

靭̈
¨̈雛靭

臓
情
諸一一■
一一

一盤
驚
一̈構瑞

一
一君
ｔ
あ‐，で
一
‘
０
こ
と
が
全
ぐ
忘
れ

二
一ヶ
‐れて， 一一社
年主義〓命を、

一爆
驚
饂
巻
ｔ
遜
馬

静級
鋼一７
計
一

ぶ
ぐ
れ．〓
町
〓
静
」
０
と

，な
か‐ケ
外

一
雛

一
篤

中
馨

絲

た
‥る‐と

，
し
連
合
未
一
は
、
薔
を
党
・

軍
摯
襲
０
軸
ぼ
し
、
違
撃
戦
争
の
関
篇

ヽ
向‐け
で
の
」
備
０
近
秘
で
、
壼
・軍

錦
鸞
続
聯

一鑽
雛難
鵜

一一朧一瑚攪精畷諾

派
２
一「
忘
Ｖ
力、ら
の
手
紙‥一
〓
序
¨

か
し
な
が
ら

，
分
散
ル

・
た
グ
リ

，
軍
セ

中
央
軍
に
改
絡
し
と

，
と
も
ヽ
そ．
０
分

権
主
機
、
た
平
〓
書
ヽ
経
営
細
胞
論
の‐

未
克
服
は
、

「
グ
リ
ラ
か
ら
党
」
と
し

た
出
生
の
―秘

密
か
ら
癌
定
さ
れ
、
非
合

法
活
財
一
完
建
誕
と
し
て
鷹
決
し

，
」

く
こ
と
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
階
級

闘
争
が
武
装
闘
争
を
要
求
し
、
革
命
党

響

議

一
灘

職

一

マ
ル
タ
ス
、
レ
ー
ニ
ン
の
党
組
織
に
対

す
る
思
想
を
復
権

，
る
こ
と
に
ょ
っ
て

・
こ
れ
は
て
の
合
法
党
の
組
織
セ
ス
タ
ー
一

リ
ン
主
義
党
組
織
ｔ
し
て
批
判
し‥
き
る

一一囀鵡蜃静響嘲

一
邸
嬌
揖
″一一緑
¨

一　．Ｋ“̈
“』（り́“」一一れ一̈

．　̈
壽“彙赫押）彙̈
一りお一綿

．　空．期観ビ螂攀独一蒙一一な妹”

ぅ（‐こ離剌̈
〓車暉一一〓｝」

こ
れ
が
渡
辺
君
の
党
組
織
の
イ
メー

ジ
で
あ
る
が
、
何
セ
貧
困
′
穂
観
で
あ

ろ
う
か
。

「何
を
な
す
べ
き
か
」
に
晨

開
さ
れ
て
い
る
レ
ー
ニ
ン
の
党
組
織
も

そ
の
楓
お
思
社
が
住
掟
ざ
に
さ
れ
、
経

織
形
態
だ
け
を
ま
れ
を

，
た
ら
と
う
な

る
一
と
い
う
見
本
で
お
ケ
一
ご
合
未
〓

の
敗
北
０
総
錯
一
し
て
の
こ
つ
〓
豪
が

「
ま
っ
た
く
の
空
文
旬
に
す
き
な
い
」

の
は
、
彼
ら
が
七
〇
年
十
二
・
一
八
下

赤
暴
書
ゲ

，
ラ
路
争
の
後

「解
聾

軸鶉
菫

一一
一
一
麟

テ
一
圏

¨
一
¨
一
雛

設
、
労
働
者
出
身
の
職
業
革
命
家
０
姜

成
、
各
戦
線
と
中
央
と
の
通
信
体
制
の

確
立
と
ざ
れ
た
の
だ
っ
た
。
連
合
赤
軍

の
銃
撃
戦
の
ち
ょ
う
２

一
一
前
ｔ
唱
ス

ら
れ
た
こ
の
す
は
ら
し
い
プ
ラ
ン
は

一

難

乱

癸

粥

で
い
た
に
す
で
お
な
一
と

，
社
は
ヽ
こ

の
み
こ
と
な
プ
ラ
ン
の
技
産
は
、
単
に

政
治
０
軽
祝
と
が
、
獄
外
の
ベ
オ
ン
に

０
あ っ
積
”
】
凛
摯
い
一
摯
雌
一

‥ 目
職
議

・

一
一
”
』
”
一
一
一

，
「
一
¨
一
一
¨
一

は摯［「「「諏〔一”一̈一け一一

‐と，
と

，
に
流

』難
翻
卿

あ
ろ
う
。

．　
　
・　
　

．　

　

　

一　

●

破
産
の
原
因
は
ま
さ
に
党
組
織
に
対

に
あ
つ
た
つ
た
¨
〓
す

｛
』
０
一
け

て 化
‐こ

‐
」

に
』
蒙
和
¨
裁
】
梁

」
誰

計

』

夢

け

い
一
』

¨罐
狂
一
一
一
¨
¨
」

，
一
ｒ
に

い
〓
姜
な
諄
し

　ヽ
‥自

，
更
一

，
一
一
一

一
一
一
一
一
『
一
一
一
一
録
一
一
一

に
基
轟
を
」
い
て
産
設
さ
れ
だ
が
出
ヽ

建
軍
武
姜
を
第

一
餞
と
し
た
党
建
設
を

進
め
た
時
、
必
然
的
に
軍
事
の
政
治
に

対
す
る
優
位
、
機
能
的
分
権
主
義
、
各

部
門
０
一
然
発
性
性
が
発
生
ル
党
組
鸞

と
ヽ
て
は
癬
体
ル
て
い
っ
た
の
で
あ
る

安
保
共
間
の
人
民
革
命
軍
へ
の
集
中
、

救
対
の
独
立
化
と
い
う
現
象
は
こ
の
こ

と
の
帰
結
で
あ
る
。
　
一
　

．　
一　
¨

さ
て
政
治
的
レ
ベ
ル
を
基
準
に
専
門

化
を
し
き
ヽ
非
合
法

・
一
法
部
門
を
ふ

り
わ
け
た
党
組
織
を
貫
ぬ
く
思
複
が
、

「自
力
莫
生
」
と

「
自
主
性
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
非
合
法
革
命
党
の
組

織
原
則
を
民
主
主
義
と
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
で
は
軍
の

絶
対
的
指
導
は
出
来
な
い
の
で
渡
辺
君

は
軍
だ
け
は

「
党
と
同
じ
レ
ベ
ル
」

に

し
な
け
れ
は
ダ

メ
だ
と
す
る
の
が
先
に

引
用
し
た
主
張
で
あ

っ
た
。
だ
が
こ
の

に
於

，
る

一
中

癖

¨
確

辮

勲

静

¨

革
命
左
派
は
■
年
綱
領
を
継
承
し
つ
つ

も
所
感
た
が
機
拠
地
を
経
営
に
お
に
な

こ
ｔ
ｔ
そ
つ
一黙
つ
０
原
姻

，
あ
る
と
↓

根
嶼
一

，
地
下
に
お
く
こ
と
■
ル

‐
・
た

＾

「
解
放
の
旗
１４
号
」
）
の
は
日
共
所
感

派
０
好
紅
証
を
経
な
す
る
撼
で
ぁ
っ
た

だ
が
彼
ら
は
そ
の
こ
と
を
お
い
ま
い
に

し
て
い
る
が
」
に
党
紅
れ
に
於
Ｌ
Ｏ
村

断
の
温
乱
に
お
ち
こ
ん
で
い
る
。

根
拠
地
を
経
営
に
お
い
た
と
い
う
こ

と
を

「
基
本
組
紺
は
経
営
紅
胞
」
と
ぃ

た
ス
タ
ー
”
ン
主
苗
党
の
原
則
と
し
て
一

切
開
し
清
算
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

評

鰐

醸

″
轟

澪

さ
れ
た
組
織
と
し
て
つ
か
み
と
る
こ
と

で
あ
る
。
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
党
ど

軍
を
渥
辺
君
の
よ
う
に
分
離
ル
て
考
え

る
の
で
は
な
く
、
党
組
織
を
軍
事
組
織

と
し
て
建
設
し
、

「
政
治
釣
に
は
党
と

同
じ
レ
ベ
ル
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

政
治
局
卜
軍
事
委
員
会
と
し
て
組
織
的

に
解
決
し
、
そ
の
中
央
集
権
的
指
導
０

下
糠
薬
革
命
家
を
政
治
纂
隊
と
し
て
組

織
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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